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「ここがおまえの死に場所か？」




　少女は重い瞼まぶたをゆっくりと上げる。

　目の前には、一人の男が立っている。

　玄げん関かん灯は切れて、街灯は遠く、男の顔はよく見えない。

「だぁれ……」

　少女の声は掠かすれて聞き取りづらかったはずだが、男は正確に聞き取って答えた。

「ここの借り主だ」

　そこは通りに面したアパートの前で、少女は玄関に至る階段の一段目と二段目にもたれかかるようにして倒たおれていた。風が積もった雪を巻き上げていて、少女は吹ふき溜だまりの中に埋うもれそうになっていた。

　どうして自分がそんなところにいるのか、どうして足からブーツが失われているのか、少女の朦もう朧ろうとした頭では理解できない。自分が死にかけていることを理解できない。

「ここがおまえの死に場所か？」

　男は最初の問いかけを、もう一度繰くり返した。

　少女はぼんやりと男を見上げる。

　男は数秒少女を見下ろした後、急に彼女に背を向けた。

　置いていかれる。それが、少女にはなんとなく寂さびしく、哀かなしく──小首を傾かしげる。その拍ひよう子しに凍こおり付いた金の髪かみが頰ほおをつつき、不意に彼女は自分の置かれた状じよう況きようを理解する。

　隠かくれ家がに戻もどろうとして、疲ひ労ろうと空腹から歩けなくなり、ここで行き倒れてしまったのだ。

　ブーツがないのは、意識のない間に盗ぬすまれたせいだろう。靴くつ下しただけの足は凍とう傷しようになりかけて指がちぎれそうなほど痛い。真冬の冷気が、首筋から、濡ぬれた服から、指先から、静かに体内に入り込んでくる。

　寒い。

　動けない。

　このままでは、死ぬ。

　ぞっとして、少女は閉じかけていた目を見開く。睫まつ毛げについた雪を落とす。

　男はアパートから離はなれ、通りの方へ一歩踏ふみ出している。

　行ってしまう。

　少女はそれが残された唯ゆい一いつの生への道だと直感し、咄とつ嗟さに手を伸のばした。

　だが、その手は空を切り、男の足を摑つかむことはできない。

　──いや。前のめりに倒れ込みながらも、少女の手は男のコートをしっかりと摑んでいた。

「……けて」

　凍り付いたマフラーを、湿しめった吐と息いきがほんの一いつ瞬しゆん溶とかす。

　最後の最後に残った力で、男のコートを握にぎりしめ、少女は言った。

「たすけて」

　その日は一日中、地じ吹雪ふぶきの凱がい歌かが聞こえていた。




　その後のことを、少女はよく覚えていない。

　どうも熱が出たらしく、意識が朦朧として、視界も潤うるんでいたり歪ゆがんでいたりした。

　ただ、発熱中の途と切ぎれ途切れの記き憶おくと、熱が下がって目覚めた後の状態から、あの時の男が、自分をアパートの中に運び、ベッドに寝ねかして看病してくれたらしい、ということはわかった。

　熱のあった間に、色々うわごとを言ったような気がする──あるいは、看病してくれた男に、何か言ってもらった気がする。自分は泣いたような気がする。火ほ照てった額ひたいに当てられた手は冷たく、心ここ地ちよかった気がする。

　しかし、よく覚えていない。

　目覚めると、濡れた服や靴下は乾かわいた古着に替かわっていて、清潔なベッドに寝かされていた。

　何かべちょべちょするなと思って掌てのひらを開いて見ると、ドロップを握りしめていた。

　ドロップは朝の光の中で虹にじ色いろに輝かがやいていた。

　その時ノックがあって、男に会えることを期待したが、入ってきたのは中年の女性だった。女性は、借り主の男は魔ま術じゆつ師しで、部屋代を払はらって出ていった後だと少女に教えてくれた。




　名前もわからなかったので、少女はその男のことを「虹色ドロップさん」と呼ぶことにした。
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　リティーヤはいつも何か探している。




　生き別れの家族を、命の恩人を捜さがしている。

　命の恩人の名前は「虹色ドロップさん」。

　虹色のドロップをくれたから、虹色ドロップさん。

　略して「虹ドロさん」。

「最初聞いた時はニジマス泥どろ棒ぼうかと思ったわよ」

　いつもの朝食の席で、友人のミカは容よう赦しやのない感想を口にした。

　リティーヤは小難しい顔で首を捻ひねる。

　その拍子に、長くまっすぐな金の髪が、はらりと頰にかかる。

「……いや、我ながら素す晴ばらしいネーミングセンスだと思うんだけど」

　リティーヤがそう呟つぶやくと、ミカはスプーンを振ふり回しあらためて彼女の言葉を否定した。

「ヘ・ン・よ。だいたい、その男、一回あんたのこと無視しようとしたんでしょ？」

「まあね。でも、その後部屋に運んで看病してくれたから。一回見殺しにされかけたのなんか大したことじゃないよ」

「……そう？」

「そう」

　女子寮りようの食堂は生徒たちで賑にぎわっていたが、一番混雑する時間帯を過ぎ、人が減り始めたところだったため、席は幾いくらか空いていた。

　リティーヤは友人と向かい合って椅い子すに座り、黒くもそもそとしたパンとチーズを山のように積んで朝食をとっていた。

「虹ドロさんはさあ、あんまりよく覚えてないけどなんとなく恰かつ好こ良よい人だったんだ」

　リティーヤが行ぎよう儀ぎ悪く口をもごもご動かしながらそう言えば、ミカはコーヒー片手に呆あきれたため息をつく。

「覚えてないくせになんでわかるのよ」

「だからなんとなく。あたしはさあ、虹ドロさんに憧あこがれて魔術師に──」

「はいはい、なんでもいいからさっさとご飯食べちゃいなさいよ。あんたってほんとうちのじいちゃんみたいに同じこと何回もぐだぐだと繰り返すのね。いい加減飽あきない？」

「まあまあ聞いてよ。実はここだけの話、略りやく称しようは虹色ドロドロさんと迷ったんだけどー」

「……ここだけの話にする必然性が欠片かけらも存在しない上に略称にもなってないわ」

「虹色ドロドロさん虹色ドロドロさん、って何度も繰り返し聞いてると結構良い感じに聞こえてくるよ？」

「あんたそれ耳か脳みそどっちかやられてんのよ。友人として真しん剣けんに精密検査を勧すすめるわ」

「そん時はあんたも一いつ緒しよにその歪んだ性格の──あ！」

　リティーヤは突とつ然ぜん叫さけび、青い目に窓の外の光景を映して立ち上がった。

　友人の行動に、ミカはぎょっとして椅子を引く。

「え？　ど、どうしたの──」

「いたぁっ！」

「何がっ!?　何、まさか虹色ドロップさ──」

　カッと目を見開き、リティーヤは叫んだ。

「キタマダラドクロキノボリウサギ！」

「──は？」

　次の瞬間、リティーヤは一秒で黒パンの山を口の中に詰つめ込むと、スープで流し込んだ。

　そして、椅子を蹴け倒たおし、猛もう然ぜんと食堂の外に飛び出ていった。

　ミカは椅子に座ったまま取り残された。




「み、見付け、た……」

　リティーヤは白い式服が汚よごれるのも構わず、残雪の上にしゃがみ込んで頭上を見上げた。

　その視線の先には、黒々とした枝を渡わたる、茶色い毛皮の生き物がいる。

　小さな影かげが枝を渡るたび、枝は揺ゆれ、春の訪おとずれを告げる白い花びらが舞まい落ちる。

　キタマダラドクロキノボリウサギ──

　普ふ通つうのウサギより一回り小さく、尻尾しつぽが長い。

　彼らはその尻尾を使って素早く樹上を移動する。

　リティーヤが食堂で見付けたのは、このキノボリウサギの親子だった。

　あの後、リティーヤは彼らを追って森の中を駆かけずり回り、何度も見失いそうになりながら、やっとここにきて腰こしを据すえて観察するチャンスを得たのだ。

「あれはメスだな」

　背後から聞こえてきたのは、やや低い、淡たん々たんとした調子の男性の声だ。

　聞き覚えのない声だったが、リティーヤはそんなことには頓とん着ちやくせず、きらきら輝く目でウサギを見上げ、声を弾はずませて言った。

「メスの印は首のところの白い毛だよね？」

「ああ。奥に子どもがいるぞ。少し色の明るい……見えるか？」

「あっ、いたっ、ドクロ模様も可愛かわいい～」

「む、まだずいぶん幼いようだが、もう模様も見えるか？」

「見える見える、あんなにちっさいのにちゃんとー……って、あれ？」

　振り返る。

　目の前に、若い男がしゃがんでいた。

　勿もち論ろん、全然知らない男だ。

「ぎゃっ！」

　リティーヤは思わず大きな声を上げ、その場に尻しり餅もちをついた。シャーベット状の雪がべしゃっと撥はねて、スカートを濡ぬらした。

　男は元から眉み間けんに刻まれていた皺しわを、さらに深くして舌打ちした。

「逃にげた」

「に、逃げた？　何が──」

「ウサギ」

　リティーヤも慌あわてて頭上を振り仰あおいだ。

　枝が揺れるばかりで、もう小さなウサギ一家の姿はない。

「あ……ああああああっ！　やっと見付けたのに……」

　がっくりとうなだれ、地に手をつく。

「三年追い続けて初めて見付けたのに……十秒……たった十秒……うう……」

　男はリティーヤの魂たましいの叫びを気にもせず、先さき程ほどまでキノボリウサギが跳はね回っていた枝の真下で足を止め、地面をじっと見つめている。

　リティーヤもそれに気付いて、後ろから覗のぞき込んだ。
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　男の視線の先、木の根元では、小さなウサギがもがいている。

「？　あれ？　キノボリウサギ……」

「の、子どもだな」

「ケガしてる……？」

　子ウサギは木の根の横でもがいている。どうも脚あしを折ったか何かしたらしく、立ち上がることすらできないでいる。

「ヘビに襲おそわれた……とか？」

「木から落ちて、親が気付かず置いていってしまったのかもしれん」

「……そっか」

　リティーヤはもがく子ウサギのそばに膝ひざをついた。

　手を差し伸のべ、抱だき上げる。

　ウサギはリティーヤの手の中でなおも暴れたが、抵てい抗こうはあまりに小さかった。

「助けるつもりか？」

「……さあ。どうしよっかな」

「まだ幼すぎる。親から引き離はなせば死ぬぞ」

「でもこのままここに置いておいても死ぬよ？」

　リティーヤは傍かたわらに立つ男を振り仰いだ。

　眉間に皺を作り、目を細め、男は難しそうな顔でリティーヤとその手の中のウサギを見下ろしている。着ているコートからして外部の人間ではなく《学アカ園デミー》の魔ま術じゆつ師しのようだが、基き礎そ課程の教師ではない。勿論、年ねん齢れいから考えて学生ではない。

　彼は淡々と、やや低い声で言った。

「やはり助けるつもりなんだろうが」

「だったら──」

　だったら何？　見殺しにしようとしたあんたに何の関係があるの？

　脊せき髄ずい反射の速さでリティーヤは言い返そうとした。

　だが、ふと、言葉に詰まる。

　この黒い目は見たことがある気がする。

　どこでだったか──

「……あんた」

　誰だれ？

　そう問う前に、深しん閑かんとした春の森に、女生徒の声が響ひびき渡った。

「リティーヤァアア！」

　びくっ、と震ふるえ、リティーヤは背後を振り返る。木々の間から、こちらへ向かって凄すさまじい形相の友人が駆けてくるところだった。

「ミ、ミカ」

　ミカはリティーヤの肩かたをがしぃっと摑つかむと、キスしそうなほど顔を近づけて叫んだ。

「あんたどんだけほっつき歩いてんのよ！」

「どんだけって……」

「今何時だと思ってんの!?」

「え？」

「式！」

　リティーヤはぱちくりと瞬まばたきし──空を見上げた。

　太陽が、梢こずえの向こうで輝かがやいている。

　その位置は、思っていたよりもずっと高い。

　どうやらウサギを追って森の中を駆け回っているうちに、ずいぶん時間が経たってしまったらしい。

「や──やばっ！」

　リティーヤは駆け出そうとして、立ち止まった。手にはまだ先程の傷ついたウサギを抱かかえたままだ。一いつ瞬しゆん迷ったが、彼女はそれを手近にいた人物に押しつけることにした。

「ごめん！　預かってて！」

「おい、待──」

「式の後で引き取りに行くからそれまでよろしく！」

　男の反論を最後まで聞かず、リティーヤはミカに引きずられて駆け出した。




　リティーヤとミカは式典会場である記念講堂へ向け、近道を選んで疾しつ走そうしていた。

　季節は春。雪も北側の斜しや面めんや木こ陰かげを残してあらかた解け、地面も固まるこの季節に、《学園》の基礎課程修しゆう了りよう式兼けん専門課程移行式が執とり行われる。何しろ雪解け真っ最中だと、来客の移動が大変なのだ。

　牧場の柵さくを跳とび越こえると、肩を並べて走るミカが怒ど鳴なった。

「あんっ、たねえっ、バカじゃないの！」

　リティーヤも息を切らしながら反論した。

「バカって、何よ！」

「バカはバカよ！　何もっ、式の日にっ、うろちょろするこたぁ、ない、でしょうっ！」

「ハッ、これだからっ、素人しろうとは困る、のよっ！　キタマダラドクロキノボリウサ、ギのっ、希き少しよう性もわかんないなんてね！」

「き、きた、まだら、どく……えっ？」

「キタ、マダラ、ドクロ、キノボリウサギよ！　いいっ、あんたにもわかるっ、ように教えてあげっから、よく聞きなさいっ！　そもそもっ、キタマダラドクロキノボリウシャあああああ舌嚙かんだぁあああっ！」

　激痛にもだえながら足を緩ゆるめず走ろうとするリティーヤを横目で見て、ミカは気の毒そうに言った。

「あんた、ほんとっ、バカだったのね……っ」

「し、しみじみ、言うにゃあっ、あああああっ、いたひ……──あ！」

　リティーヤは一声叫んで立ち止まった。

　それを見てミカも立ち止まる。

「今度は何！」

「さっきのにいちゃん！」

　リティーヤは荒あらい息をつき、ばたばたと足を踏ふみならした。

「ほらあ、さっきの、黒髪の、眉み間けん縦たて皺じわのにいちゃん！　この後どこ、行くんだろうっ？　子ウサギ預けてきちゃったけど、どこに取りに行ったら──」

「知るかそんなもんっ！　いいから走れ！」

「ぎああああ！」

　リティーヤはどつかれ、転がるようにまた駆かけ出した。

　丘おかを下り、増水した川を越え、純白の式服を汗あせと泥どろで汚よごしながら駆ける。広大な《学園》の敷しき地ちを──

　だが、たびたび行く手をツチヒツジの群れに遮さえぎられて、身動きが取れなくなる。まだ牧草の生えそろわないこの時期、牧場は彼らの天下になるのだ。彼らは体重が軽く新芽を踏まず歩き、長い口で枯かれ草と土だけを器用に食べ、しかも排はい泄せつ物で草を育ててくれる。

「ああああああっ、どけええええっ！」

　その善良なるヒツジたちに対し、ミカは伝説上の悪あつ鬼きのごとき形相で叫んだ。

　だが、そもそもそこは放牧場で、道ではない。場ば違ちがいなのは式服姿で疾走するリティーヤたちの方だ。

　そしてついに、鐘かねが鳴った。

　式典の開始を告げる八時の鐘だ。

　修了生代表で答辞を読み上げねばならないミカの顔が蒼そう白はくになった。

　リティーヤは腹をくくり、意識を集中した。

　体内の魔力を高め、腕うでを振り上げ──

「どけて！」

　ヒツジの群れに向かって命じた。

　魔力の込められたその命令に、ヒツジは敏びん感かんに反応した。

　リティーヤとミカに背を向けて一いつ斉せいに走りだし、

「やったあ！」

　柵を壊こわして牧場の外に出た。

「「あ」」

　リティーヤもミカも、声を揃そろえた。

　ヒツジの大群はそのまま丘を下り、木々をなぎ倒たおし、道に飛び出て、式典会場の前の車止めに列をなす、来客の黒くろ塗ぬりの馬車を弾はじき飛ばした。

　ぱかぁーん、と。

　青い空の下、黒塗りの馬車が空を飛んだ。




　中年の女教師は、穏おだやかな笑えみを浮うかべている。

　目は、まったく笑っていない。

　彼女の背後では、ヒツジが車止めに寝ね転ころがり、あるいは草を食はみ、攻せめ立てられた馬車が横転している。黒服の御ぎよ者しやや紳しん士しはヒステリックに文句を言い、ご婦人方は卒そつ倒とうし、それらに《学園》の牧夫や教師が必死で対応している。

　遅ち刻こくしそうになり焦ったリティーヤが、魔術を使ってヒツジを追い散らした結果だ。

「ミカさん。あなたは修了生代表で答辞を読むのでしたね」

　教師はそう言って、ミカを見やった。

「もうお行きなさい」

「でも、これはリティーヤだけじゃなくて私の──」

「ミカ」

「リティーヤさんはお黙だまりなさい」

　教師の小言を聞き流し、リティーヤはミカに、にっこりと笑いかけた。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶだから、もう行って」

「リティーヤ……」

「その代わり今度パイ奢おごってね」

「……今ちょっと頷うなずきそうになったけど、よく考えたらそもそも悪いのはいきなり魔術使ったあんたよね？　なのになんであんたはそこで平気そうな顔であたしにパイを要求できるの？」

「はっはっは、恩ってのは売れる時に売るもんだよ、ミカ」

「……なんでもいいからさっさとお行きなさいね、ミカさん」

　教師は温おん厚こうそうな笑顔でミカを強制的に送り出すと、あらためてリティーヤに向き直った。

「ではリティーヤさん」

「ほい」

　リティーヤは殊しゆ勝しような顔を作って背筋を伸のばす。

　説教など何度聞いても好きにはなれないが、聞いている振ふりだけはしておかないと、長くなるだけだ。

「《学園》の魔術師たる者、己おのれのために魔術を使ってはなりません。わかっていますね？」

「勿もち論ろんです」

「あなたも今日からは専門課程の研究生になるのです。今までのような態度では困りますよ」

「わかっておりますとも……あ、ダンダラクロオオジムシ──」

「はい黙って」

　教師はよそに逸それたリティーヤの頭をむずと摑み、自分の方に引き戻した。

「専門課程に移れば、《学園》の外に出る機会も増えるのです。自覚と責任を持って行動なさい。《学園》の知識と魔術のわざはあなたのためにあるのではありません、人類の繁はん栄えいと安あん寧ねいのためにこそあるのです。大寒波から人類を救うために私たちは……あら」

　駆け寄ってきた若い別の教師に何事か耳打ちされ、女教師はため息をついた。

「もう時間がありません。私も行きます。とりあえずここを片づけて、後は罰ばつ当番でもしていなさい。式が終わったらお話がありますから、それまでしっかり反省しておくように」

「そりゃあもう──え？　罰当番……ってことは」

「勿論、あなたのような落ち着きのない生徒には式典への出席を許しません」

「え？　えええええええ！　ちょっと先生待ってください、いくらなんでもそれは──式って、だって基き礎そ課程修了式と専門課程移行式ですよ!?　人生の大イベント──」

「だ・め・で・す」

　女教師は晴れやかな笑顔でリティーヤに宣告した。

「あなたには、式典の間罰当番を科かすことにします」

　リティーヤはがっくりとうなだれた。





２






　リティーヤの持っている教科書によれば、魔術というのは、特殊な力によって物理法則を無視し、あるいはねじ曲げ、意図した結果をもたらすわざを言う。そういった特殊な力──魔力という──がある人間はおよそ五百人に一人。実際に魔術師となり、自在にその力をコントロールできるようになるのは、一万人に一人程度と言われている。

　その希少な魔術師としての才に恵めぐまれ、本格的に魔術の道を究きわめたいと思うのであれば、師について学ばねばならない。

　大陸には様々な魔術師組織があるから師事する先も色々なのだが、その中でも最大の規模と最古の歴史とを持つ組織が、大陸東部辺境に本部を持つ、《学アカ園デミー》である。

　世界中に散る《学園》の魔術師たちにスカウトされるか、東部辺境の荒こう野やの中に建つ《学園》本部の門を自ら叩たたき、才能が認められれば、その出身階級にかかわらず、誰だれでも《学園》の生徒になることができる。ただ、魔術の才能が最も伸びるのは十代なので、普ふ通つうは十歳、遅おそくとも十二歳くらいまでの入学が一般的だ。

《学園》は名前の通り教育機関としての側面が強く、最初の基礎課程は六年にわたり、生徒たちはその中で一いつ般ぱん教養、礼れい儀ぎ作法から魔術の基本までたたき込まれる。基礎課程を終えた生徒たちは専門課程に進み、研究室に配属され、先せん輩ぱい魔術師の指導の下もと、より専門的な研究に入る。

　そして専門課程で実力を認められた者のみが、《学園》の正魔術師として第四位の位階《Ｊジヤツク》を授さずけられる。彼らはどこかの国の政府から引き抜ぬかれたりしない限り、大たい抵てい《学園》に残り、研究員として研究に従事することになる。

　その数、およそ五千。

　大陸中の魔術師のおよそ半数が、《学園》に所属している。

《学園》の魔術師は生しよう涯がいを研究に捧ささげ、《学園》に尽つくす。《学園》とは、彼らの研究の場であり、生活の場であり、たとえ研究や任務で遠く離はなれていても、第二の故郷なのだ。

　そしてリティーヤもまた、《学園》に所属する人間の一人として、今日で基礎課程を終え、専門課程に進むことになる。

　式典には出席できなくなったが、たぶんそれは変わらない。

　……はずだ。




　昼の十二時半。

　もうすぐ式典が終わろうかというその時刻、リティーヤは油染じみのついた作業服を着て、厩きゆう舎しやの裏手にある作業小屋に籠こもっていた。

　大きなテーブルには馬具が放ほうり出されている。本当はその手入れをするよう言われていたのだが、リティーヤの興味はとっくの昔に脇わきに逸れていた。

「うわー。美人だなー君」

　わざわざテーブルの上によじ上り、小屋の隅すみに巣を張ったクモをためつすがめつ眺ながめ回す。

　これだから教師から目をつけられているのだが、リティーヤにはちっともあらためるつもりはない。

「おー、君はアカネハイイログモ君だな。うーん、ナイスバディ。まったくこの魅み力りよくがわかんないんだからミカも大バカ者よねー。何しろ君が出てくると叫んで逃にげ出すんだから」

　リティーヤは友人が聞けば呆あきれ果てるような言葉をぶつぶつと呟つぶやく。

　その時、扉とびらが開く音が聞こえてきた。

　あの女教師か、それとも監かん督とくを任まかされた牧夫が見に来たのかと思い視線をやれば、扉の前に立っていたのはそのどちらでもなく、コートを着た若い男だった。

「あっ、あんた」

　リティーヤは思わず相手を指さす。

　それは、キノボリウサギの子どもを預けた、あの黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみの男だったのだ。

「もしかしてウサギ返しに来てくれたの？　なーんだ見かけによらずいいとこある……」

「ウサギ……？　ああ、おまえ今朝の生徒か。ウサギなら元の場所に返した」

「え？」

「どうせすぐに親が捜さがしに来る」

　男はそう言って、持ってきた鞄かばんの中を漁あさり始めた。

　リティーヤは呆あつ気けにとられたが、すぐに気を取り直してテーブルから下りると、何者とも知れない男を険けんのある目で睨にらんだ。

「あんたね、そりゃいきなり押しつけたのは悪かったけど、あたしが取りに行くまで待てないなら、野生生物の担当官に渡わたすとか方策があるでしょ」

「……暗いな」

　男はリティーヤの言葉などほとんど耳に入っていないふうで、ぶつぶつ言い、光を求めて窓の方へ書類を向け、目をいっそう細めた。

　その一連の仕し種ぐさから、リティーヤは男が目を細める理由に気付いた。

「……目、悪いの？」

「少し」

　男は短く答える。

「なら眼鏡めがねすれば？　《学園》から支給してもらえるでしょ？」

「どうせすぐ壊こわす」

「……？」

　リティーヤはわけがわからない。男の言葉はあまりに短く、ほとんど会話になっていない。

「《学園》の人……だよね？」

「ああ」

　男はやっと目当ての書類を見付けたのか、それを光にかざして言った。

「おまえはリティーヤだな」

「そう、だけど……なんで名前を」

「手を出せ」

「なんでよ」

「いいから」

「あ、ちょっと──」

　男は強ごう引いんにリティーヤの手首を摑み、その掌てのひらの上に小さな銀色の物体を載のせた。

　それは徽き章しようだった。

　その尾おを自らの首に絡からめる──あるいはその尾で自らの首を絞しめる銀色のヘビが浮うき彫ぼりにされている。

「『盲もう目もくのヘビ』だ」

　男の声は淡たん々たんと響ひびく。

「それで《学園》の人間であることを証明できる」

　それは勿もち論ろんリティーヤも知っている。専門課程の研究生以上に授じゆ与よされる徽章は通つう称しよう『盲目のヘビ』──ヘビの身体からだが作る円の中に菱ひし形がたが浮き彫りにされていれば正魔術師、菱形がなければ専門課程に在ざい籍せきしている研究生の身分であることを表す。

　リティーヤの掌の中の徽章には、菱形はない。

「…………あたしの？」

　声に出してみたが、それは勿もち論ろんそうなのだろう。

　男は相変わらずの淡々とした声で続けた。

「徽章を」

　言われるままに渡された徽章を男の方へ差し出すと、彼はそれに指先で軽く触ふれる。

　次の瞬しゆん間かん、僅わずかに徽章が熱くなった。

　ひっくり返すと、先さき程ほどは何もなかった裏面に、リティーヤの名前が刻まれている。

「記名した。以後、その徽章はおまえ以外身につけられない」

　そういえば、こういう儀式が移行式の時に執とり行われることになっていた気がする。

「それはおまえが《学園》の人間である証あかしであり、象しよう徴ちようだ。おまえと《学園》を繫ぐ、おまえの徽章だ。……なくすなよ」

　男の声は心ここ地ちよく、するりと耳に滑すべり込む。

　リティーヤは男を見上げる。

　それで、いったい──

　この男は、何者だ？

「あんた、誰……？」

「おまえの指導教官だ」

「……は？」

　指導教官というのは、専門課程の研究生たちの指導をする魔術師のことだ。

　リティーヤも今日からは専門課程の魔力環かん境きよう研究科に所属することになり、そこの魔術師が指導教官としてついてくれることが決まっている。

　その指導教官の名は──

「ヤムセ先生？」

「そうだ」

　男はこともなげに頷うなずいた。

　リティーヤはあらためて男を見上げた。

　まだ、あまりにも若い気がする。

　おそらく、三十にはなっていまい──下手をすると二十代の半ばを越こえたかどうか、というところだ。

「わ、若いね」

「うちの研究室では他ほかになり手がいなかったんだ。一応教官資格はある。私で我が慢まんしろ」

「はあ……」

　自じ虐ぎやく的とか自じ嘲ちよう的とか皮肉とかいうよりは単に事実を述べただけという感じの男の口調に、リティーヤは否定するのも忘れて頷いた。

　そして男は徽章を載せている彼女の手の上に、鞄から引っ張り出した書類と、白いシャツ、深い緑色の上着、スカートを載せていく。どれも真新しい。

「書類と制服だ。書類は後で記名して事務に提出。制服はその辺で着き替がえろ」

「着替えなら寮りように戻もどって──」

「寮に戻っている時間はない。汽車に遅おくれる。おまえの荷物は持ってきた」

「待ちなさ──いや、えーと待ってください？　ああもうとにかく汽車ってなんのこと？」

「アムブールからサマンデラに行く汽車だ。調査に行く」

「……調査？」

「カメの調査だ。汽車と馬車を乗り継ついで行く。さっさと着替えろ。外で待っている」

　啞あ然ぜんとした顔のリティーヤを置いて、男は戸口に向かった。

　リティーヤはその背に呼びかける言葉が咄とつ嗟さに出てこず、一瞬口ごもってから、叫ぶ。

「先生！」

　男は立ち止まらなかった。

　リティーヤは取り残され、制服を抱かかえてしばらくその場に立ち尽つくしていた。
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　制服を着込み、左胸の上に徽章を留とめて小屋を出ると、いきなり荷馬車に放ほうり込まれた。

　そして、あれよあれよという間に、《学園》の敷しき地ちを出てしまった。

　六年間を過ごした《学園》の敷地を。

「お、お別れも言えなかった……」

　ヤムセというリティーヤの指導教官はまるで人さらいのような素す早ばやさと強引さで、リティーヤを《学園》から引き離はなしてしまった。リティーヤは、遠ざかる白い講義棟とうや牧場、農場、寮、貴き賓ひん館などを、牧夫が御ぎよす荷馬車の最さい後こう尾びから眺ながめることしかできなかった。

「どうせ半月後には戻る。別れを言うほどのことでもない」

　そういう声が聞こえてきて、リティーヤは思わず指導教官を睨みつけた。

「今日は修了式ですよ？　専門課程に行って別れる友だちともっと話したかったし、開花予想の賭かけだってまだ結果が──とと」

　リティーヤは慌あわてて口を押さえた。級友と春先に咲さく花の開花時期を予想して食券を賭けて勝負していたのだが、そんなことを知られてはまずい。

「えーと、とにかく色々やりたいことがあったんです！」

　リティーヤの斜ななめ向かいで荷物に挟はさまれて座っているヤムセは、眉み間けんに皺しわを作って、そういうものだったかと呟つぶやいた。

　そういうものなんです、とリティーヤは言い、《学園》と外界を区切るアーチの方を見た。

「ウサギのようすは見にいかせてやっただろうが」

「でも結局元気なのかどうかわかんなかったし……あー、いや、わかんなかったですし」

　ヤムセが置いてきたという場所にすでにウサギの姿はなかったが、それが親たちと再会できたからなのか、イタチかヘビに食われたからなのかはわからない。時間がないからと、確かめる暇ひまさえ与あたえてもらえず荷馬車に連れ戻された。

　なんて強引で傲ごう慢まんな男だろう、とリティーヤは不満たらたらだった。

　──だが。

「あれ？」

　今し方潜くぐり抜ぬけたアーチの上に、何やら小さな生き物が見える。

　キタ（中略）キノボリウサギだ。

　一家族いるらしく、大きいのが二匹ひきと、小さいのが四匹。

　その小さいのの、一匹は──

「あっ、アレだ！」

　リティーヤは荷馬車の上に立ち上がりそうな勢いで叫さけんだ。

「？　何が」

「ほらアレ、石のアーチの上！　あそこにウサギがいるでしょ！　あの片耳がちょっと斜めになってるの、アレがさっきの子ウサギ！　心の中でナナメちゃんって名前つけてたんです！」

「……見えん」

「えっ、あ、そうか。えーっと、とにかくいたんです、ナナメちゃんが。ああ、良かった！」

　ん？

　リティーヤは元気に跳とび回る子ウサギの姿に胸をなで下ろしたが、すぐに妙みようなことに気付いた。

　跳び回っているのだ。あの、ぐったりとしていたウサギが。

「……なんか、ケガもしてないみたい……」

「治したからな」

「治した、って、どういうこと……ですか？」

「魔術で」

　リティーヤは、再び教官を振ふり返った。

　ヤムセは、目を細めてアーチの方を見ていたが、諦あきらめて首を振った。

「ダメだ、わからん。おまえは目がいいな」

　リティーヤはヤムセをまじまじと見つめた。

「……そんなことするんですね」

「何が」

「先生は血も涙なみだもない冷たい人かと」

「……出会ったその日にそういう目で見られねばならん理由が思いつかんが……」

　ヤムセはぶつくさ言いながら、口に何か放り込んだ。

「……なんですかそれ」

「飴ドロツプ」

　ほう、なるほど。頰ほおの膨ふくらみ方からして確かにそういうものだろう。

　だが、彼はがりがりと音をさせてそれを嚙かみ砕くだいている。

「……なんで嘗なめないで嚙んでるんですか？」

「嘗める？　悠ゆう長ちように嘗めていたらたくさん食べられないだろうが」

「……えーと、その断言っぷりから考えるに、これはあたしが少数派ってことなんですかね」

「おまえもいるか？」

　彼は紙かみ袋ぶくろの中をリティーヤに向かって見せた。中には色とりどりのドロップやスティック状のヌガーがぎっしり詰つまっている。




『おまえもいるか？』




　何か──以前にも、そんなことを言われた気がする。

　九歳の冬。雪。地じ吹雪ふぶきの凱がい歌か、乾かわいた布団ふとん、手の中のべとべとのドロップ。

　まさか、と思い、相手の顔を見上げる。

　鋭するどい双そう眸ぼう。不ふ機き嫌げんそうに寄せられた眉間の皺。黒髪。こんな男だったか？　確かに虹色ドロップさんも魔術師で、男で──

　いや、違ちがう。虹ドロさんはもう一回り身体からだが小さかった気がするし、眉間にこんな皺はなかった気がする。もっと優やさしそうな感じで、恰かつ好こ良よくて──えーと、とにかく違う。

　……はずだ。

　リティーヤは違うと思うのだが、どうも自信が持てない。虹ドロさんに看病してもらった時、熱を出して寝ね込こんでいて、記き憶おくが飛んでいるのだ。断言できるほどよく覚えていない。

「いらんのか」

　紙袋を振る音。リティーヤはハッとして顔を上げた。

「……いただきます」

　袋の中から選んだのは、オレンジ色のドロップ。

　リティーヤはそれをじっくり眺め、えいやっと口の中に放り込んだ。

　試ためしに端はしを齧かじってみる。

　がり、と力を入れて齧ると、ドロップの表面が砕けて、細かくなって口の中で溶とけていった。

　がりがりと嚙み砕いていくと、そのたびにドロップは大小の砕さい片へんになり、口全体に甘みを広げていく。

　少し顎あごが痛いが、まあ、確かに早く食べられるだろう。

　だが、早く食べることに何の意味があるのだろう？　リティーヤはむしろ、早くなくなってしまってもったいないという気がするのだが。

　あらためて、虹色ドロップさん候補兼けん指導教官の顔を盗ぬすみ見る。

　変なにいちゃんだ、と思う。

　ドロップを嚙み砕いておいしそうな顔もしない。ずっと眉まゆを顰ひそめ宙を睨にらんで難しい顔でいる。

　こんなのが虹ドロさんだったら、ちょっといやだ。

　だが、ドロップは甘くておいしい。

　……まあ、いっか。

　リティーヤは視線を男から外し、遠ざかる《学園》のアーチを眺めた。

　キノボリウサギが家族と一いつ緒しよになれたのが、リティーヤには嬉うれしかった。




　がたごとと荷馬車は揺ゆれ、リティーヤもヤムセも何も言わなかった。

　アーチとキノボリウサギは遠ざかり、やがて見えなくなった。
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「おおおお。クサリヘビムシガイ。珍めずらしー、筒つつ型がただ」

　リティーヤは這はいつくばり、ぶつぶつと呟つぶやきながら熱心に床ゆかを見つめていた。

「……お客さん？」

「うわっ、こっちのってヒゲナガエビかぁ。このまんま化石になっちゃったんだー」

「あのー、お客さーん」

「なるほどなあ、ここらって昔は海の底だったんだなあ。暖かくて極地の氷河が解けて水位が上がって。あー、でもこんなところまで？　凄すごいなあ、内陸で」

「お・きゃ・く・さ・ん！」

「え？」

　リティーヤは呼びかけられたことに気付いて、顔を上げた。

　目の前に宿の掃そう除じ夫ふらしい、こざっぱりとした身なりの少年が立っていた。手にはモップを持っていて、足あし下もとにはバケツを置いている。年は、リティーヤより一つ二つ下だろうか。

「何してんですか」

「……はっ！」

　少年の疑わしげな目に気付き、リティーヤは我に返った。

　そこは、《学園》から一日半汽車と馬車を乗り継ついで辿たどり着いた、田舎いなか町の宿──の、裏口に通じる細い通路だ。

　さっきまで、ヤムセがチェックインの手続きをしているのをロビーで待っていたのだが、床石に化石を見付け、這いつくばって他ほかにもないかと探しているうちに、ロビーを出てここまで来てしまったのだ。

「何してたんですか。宿のお客さん……ですよね？」

　リティーヤは、自分が泥どろ棒ぼうか何かと間違われそうになっていることに気付いた。

　まあ、確かに普ふ通つうの客はこんなところで這いつくばっていたりしない。

「あっ、勿もち論ろんお客様だよ。化石があったから、つい」

　リティーヤは立ち上がり、自分が先さき程ほどまで這いつくばっていた足下を指さした。

「ここに。ほら、貝があって」

「……ありますけど」

「これ見てたんだ。ロビーの方の床石にもあって、他にもないかって探してたら、こんな裏の方まで来ちゃったの」

「ふうーん……ああ、もしかして《学園》の調査チームの方ですか？」

「え？　そうだけど、なんでわかったの？　制服？」

　リティーヤは《学園》の制服を着ている。専門課程の研究生用の制服だからヤムセらとは違うが、見る者が見れば《学園》の生徒だと一目でわかるはずだ。

「いえ。去年も調査チームの方がうち泊とまったんですけど、やっぱりお客さんみたいな人いましたから。そうやって這いつくばって化石見付けて、大の大人が子どもみたいに楽しそうにしてらっしゃってて。微笑ほほえましいというか……間ま抜ぬけというか」

「……あ、あはは……」

　魔力環かん境きよう研究科の研究室で、去年もこの町に調査に来たという話は聞いている。少年が言っているのは、その時のことだろう。

「もっと近づきがたい感じの方々かと思ってたんで、拍ひよう子し抜けしました」

　少年の言い方には、少なくとも毒は感じられない。まあ、印象は悪くなかった、ということなのだろう。少し間抜けに見えたにしても。

「やっぱり、魔術師って怖こわいとか凄すごいとか思ってた？」

「そうですね。去年も、なんだかんだ言って役人たちがぺこぺこ頭下げてたし……その前から噂うわさは色々聞いてて、凄い偉えらいっていうか、近寄りがたいっていうか、人間離ばなれしてるっていうか、そういうなんか特別な感じなのかなって思ってたんです。でも、実際に話してみたら、なんだか楽しそうですよね。皆みなさん手品がお上手でしたし」

「は？　手品？」

「ええ。手品とか水芸とか動物の曲乗りとか──サーカス団が来たみたいで子どもたちも喜んでました」

「…………」

「あ、お客さんも《学園》の方ならできるんですよね？　手品」

　少年はにこやかに言い、リティーヤは絶句した。




　──リティーヤは最初の衝しよう撃げきから立ち直ると、魔術師は普通手品をしない、おまえが去年見たのは特別だったんだ、ということを言葉を尽つくして説明した。

「そうだったんですか。すいません」

　少年は頭を搔かいて謝罪した。リティーヤは腰こしに手を当て、偉そうに言った。

「いや、まあ、仕方ないけどさ。こんな田舎だもん、情報が少なすぎるんだね。あたしだって九歳まで《学園》のアの字も知らなかったし」

「はあ……俺、そこまでひどくはないですけど」

「そ、それは《学園》の本部がすぐ近くにあるからっ。もっと西の方じゃ、あたしみたいな感じのが普通だったんだよ」

「はあ、そうですか」

　少年はあまり興味がないようすで相づちをうち、裏口の扉とびらを開けてバケツの中の汚よごれた水を捨てた。建物を出て、ポンプのある水場へ向かう少年の後を追い、リティーヤはなおも言う。

「あんたが会った魔ま術じゆつ師しはたまたま手品をしたけど、あたしを含ふくめた大多数の魔術師はしないんだからね」

「わかりましたって」

　水場に辿り着いた少年がポンプを動かすと、水がごぶごぶとバケツに注ぎ込まれる。リティーヤは手伝うでもなく──他人の仕事を取るのはいけないことだ、たぶん──その傍かたわらで拳こぶしを振ふり上げ力説する。

「大事なのは手品やら何やらじゃなくて、少々の魔術の才能と、世界の神秘と真実を追い求める貪どん欲よくな探求心！　これ、これが魔術師の構成要素！」

「はいはい」

「……あんたほんとにわかってるの？」

「わかってますよ。化石を追ってここまで来たのも、その探求心の表れなんでしょう？」

「へえ、わかってるじゃない。でも化石だけじゃないんだからね。あんたが何気なく見てる雲や花にもすごい神秘が隠かくされてて──あれ？」

　リティーヤは花木を指さして、首を傾かしげた。

　宿の裏手には何本かの木が植えられていたが、春の早い時期に咲さくその花はすでに盛さかりを過ぎ、散りかけている。

「……ここらはずいぶん春が早いんだね」

　水を汲くみ終えた少年が、え、と聞き返す。

　リティーヤは散りゆく花をつけた庭木を指した。

「《学園》にもあの木あるけど、まだあんまり咲いてないなあ。あんたんとこの開花って毎年これくらいの時期？」

「ああ、言われてみたら、早い気がします。去年もこの時期に魔術師さんたちがいらっしゃったんですけど、その時にはまだ咲いてなかった気がするし……ここ何日か、暖かいんですよね」

「ふぅん……」

　その時風が吹ふき抜け、リティーヤは突とつ然ぜんの花はな吹雪ふぶきに驚おどろきながらも、その美しさに思わず微笑んだ。アイス・ブルーの、しかしどことなく温ぬくもりを感じさせる大きな目を細めて。

　──その笑みに少年がみとれ、顔を赤らめたことにも気付かずに。

「ここでこれだけ暖かかったら《学園》も結構開花早いよね……」

「え？」

「ふ、ちょっと早めに咲くって賭かけておいて良かった。これで来月分の食券はあたしの……」

「……お客さん？」

「え？　あ、いやいやこっちの話」

　リティーヤは少年の幻げん想そうが打ち砕くだかれる前に、はは、と笑ってごまかした。

　それから空を見上げ、また花吹雪に目を細め──

「──しまったぁあっ、今何時だ！」

　叫んだ。





２






　絶対怒おこられる。

　その確信がリティーヤにはあった。

　何しろあちこちふらふらしているうちに、気が付けばロビーを離れてから三十分は経たってしまっていた。ヤムセはさすがにチェックインの手続きを終えているだろう。

「いきなり指導教官待たせるって……まずいよなあ……」

　リティーヤはぶつぶつと呟つぶやき、ロビーへと急いだ。

　リティーヤは落第すれすれの問題児だったので、基き礎そ課程の六年間ですっかり怒られることにも慣れてしまったが、別に怒られたいわけではない。教師たちの大たい抵ていが生徒を怒りたくて怒っているわけではないのと一いつ緒しよだ。ただ、だからといってリティーヤもおとなしくしていられるわけでもない。リティーヤと教師たちというのは、いわば絶対に嚙かみ合わない歯車のような、不運かつ不毛な関係なのだった──少なくとも、これまでは。

「指導教官ともその関係ってのはなんだかあんまり将来明るくないなあ……」

　専門課程に何年いることになるかは生徒の力によって変わってくる。実績を上げ、研究成果を示せば数年で正魔術師になる道も開けるが、自分に限ってそんなにうまくいくとは思えない。ということは、何年も、下手をしたら十年近くもこの教官の下もとでやっていくことになるかもしれない。しかも専門課程を終えたとしても、途と中ちゆうで異動希望を出さない限り同じ研究室に居続けるわけで──関係が続くことに変わりはないのだ。

「……前途多難……」

　ロビーに戻もどってみれば、ヤムセの姿はなかった。部屋に行ってしまったのだろう。

　だが、フロントに部屋を訊きこうとした時、エントランスの方から歓かん声せいが聞こえてきた。

　声は外から漏もれているらしい。

　そちらへ近づき、大きな扉を開けてそっと覗のぞくと、そこに問題の指導教官と、数人の子どもたちがいた。

　ヤムセはこちらに背を向けて、扉の前から車寄せまで続く階段に腰こし掛かけていた。子どもたちは彼の前に座り、わあわあきゃあきゃあ言っている。

　彼は手を伸のばし、何故なぜか子どもの一人の耳に指を突つっ込んだ。

　そして、そこから、万ばん国こつ旗きを引っ張り出した。

「……は？」

　ずらずらと出てくる万国旗に、覗き見ていたリティーヤは目を丸くし、子どもたちは歓声を上げた。

「わあ、すごぉおい！」

「ねえねえ、どうなってるの？」

　万国旗を出し尽くすと、ヤムセは今度は傍かたわらに置いてあった新聞紙を丸め、筒つつ状じようにした中から、慣れた手つきで何本もの造花を取り出した。

　再び拍はく手しゆ。リティーヤは呆ぼう然ぜんと見入るだけだ。

　花と、鳩はとと、リンゴと──

　色とりどりの品々で、彼の周囲は埋うめ尽くされていく。

　そして最後に彼は丸めた新聞紙の端はしを子どもの一人の口に当て、

「吹け」

　と短く命じた。

　子どもは言われた通り新聞紙でできた筒の中にふっと息を吹き込んだ。

　すると、新聞紙のもう一いつ端たんから色とりどりの紙吹雪が吹き出て宙を舞まった。

　舞い落ちる紙吹雪を見つめ、子どもたちは大喜びで叫んだ──

「凄すごい、おじちゃんー」

　ヤムセは群がってきた子どもたちと目線を合わせ、淡たん々たんと言った。

「凄いか」

　子どもは顔を輝かがやかせて頷うなずいた。

「うん！　凄い！」

「恰かつ好こ良いいか」

「恰好良い！」
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「よし、孫子の代まで褒ほめ称たた──」

「先生、いい加減にしてください」

　リティーヤを振ふり返り、師はいつも通り眉み間けんに皺しわを寄せ、悪戯いたずらが見つかったからといって照れるでもなく理り屈くつらしきものを口にした。

「一いつ般ぱん人との交流は大事だぞ。魔術師は所しよ詮せん異能の者だからな、異質な者は排はい除じよされるのが世の常だ。そうならないよう、私たちは常に相そう互ご理解の努力をせねばならん。草の根的な活動が重要になってくるんだ」

「だからって子どもに手品見せて喜んでるんですか」

「子どもというのは」

　彼はそう言い、わらわらとしがみついてくる子どもたちを引きはがそうとして逆に引き倒たおされ、背中にのし掛かられて関節技わざをきめられたりしながらも、最終的にそれらから逃のがれ、立ち上がって言った。

「未来の大人だ。今のうちに親しみやすいという印象を刷すり込んでおくのは重要だ。他ほかにも、治ち療りよう院を建てたり、品種改良して寒さに強い作物を作って種を配ったり、活動は色々と行われている。まあ、研究成果の民間への還かん元げんだな」

「あたし、さっき魔術師だって言ったら、手品してくれって言われました。なんかこう、変な誤解が生まれつつありません？」

「……去年は少しやりすぎたからな。私のせいじゃない、ロードマスターが調子に乗って──」

「おいちゃーん、魔ま術じゆつも一回やってー」

　子どもの一人がヤムセの足にしがみついてそう言った。

　ヤムセはその場に膝ひざをつき、目線を合わせて言った。

「今のは魔術ではない。手品だ」

「えー、魔術でしょお？」

　子どもは首を捻ひねっている。ヤムセはその目を見つめ──ちなみにそうしている間にも彼の周りには子どもがたかり、背中に乗ってきたり髪かみを引っ張ったりしている──言った。

「魔術というのはもっと質しつ実じつ剛ごう健けんな感じのものだ」

「先生、それ説明になってません」

「ふむ──主観的世界を現実世界に押し広げるのが魔術の本質であり、この場合の主観的世界とは共通認にん識しきと願望と現実という三つの」

「それ余計わかりませんから」

「まあ、要するに今のは魔術ではない、ということだ」

「えええ～、でもこれが魔術だって教えてもらったよぉ」

　なんだって？

　リティーヤは師を冷たく見下ろした。ヤムセは子どもにヘッドロックをかけられたまま、その子どもを振り回す勢いでぶんぶんと首を振った。

「私じゃないぞ」

「…………」

「信じてないな」

「あのねえ、昨日ねえ、魔術師さんに、魔術たぁくさん見せてもらったの」

　子どもはヤムセの袖そでを引っ張ってそう言った。

「「……昨日？」」

　つい二時間ほど前にこの町に着いたばかりの師し弟ていは、声を揃そろえて聞き返した。




　ヤムセが借りたのは居間の他に二つの寝しん室しつがある部屋だった。

　リティーヤはそこへ荷物を運び込んで言った。

「手品なんてできたんですね」

　彼は居間のソファにどっかりと腰を落ち着けて返した。

「まあ、あれだ。ちょっと遊んでいただけだ。目くじらを立てるな」

　彼はコートのポケットをあちこちひっくり返し、手品道具のカードや造花や派手なハンカチなどを引っ張り出した末、来る途中で寄ったケーキ屋の紙かみ袋ぶくろを探さぐり当てた。中には、平べったいクッキー生き地じにジャムを挟はさんだジャムクッキーが入っていた。

「それで、結局なんだったんですかね、その、手品を魔術だって言った男」

「ふむ」

　ヤムセは思し慮りよ深げに唸うなり、クッキーを数枚一度に口中へ放ほうり込んだ。

　子どもたちの話したところによると、どうやら昨日、『魔術師』と名乗る若い男が現れ、帽ぼう子しから花を出したりハンカチから鳩を出したりする手品をして見せ、子どもたちにそれを『魔術』だと教えたらしい。

「普ふ通つうに考えれば、手品好きの旅行者とか手品師とかが、子どもをからかったか、楽しませようとして言っただけ、ってところですかね」

「普通、か」

「普通じゃ問題ありますか」

　彼は何事か深く考えているようだった。眉間に皺を寄せ、ばりばりとクッキーをほおばり続けている──いや、ひょっとしたら、難しい顔をしているのは考えているからではなく、単にクッキーを味わっているだけなのかもしれないが。その辺りの彼の心の機き微びは、出会ったばかりのリティーヤにはよくわからない。

「──調査チームの本隊が来るまで一週間ある」

　不意に、彼はそう言った。

「はい、伺うかがってますけど」

「この一週間は、事前調査の時間だ。それにおまえの研修期間も兼かねている。他のメンバーが着くまでに覚えてもらうことは山ほどある。だが──」

　自分に言い聞かせるようにそう言い、次の言葉を声に出す前に、また一いつ瞬しゆん考える。

「──だが、時間的余よ裕ゆうはある。手品師を捜さがすくらいは、してみてもいいだろう」

「わざわざ？」

　リティーヤは師の考えを理解できず顔をしかめる。

「何のために？　単によそ者が来て魔術師だと名乗って手品を見せて魔術だと言った、それだけですよ？」

「その男が魔術師である可能性が僅わずかでもあるのなら、動向を把は握あくしておきたい」

「なんでそこまで神経質になるんです。仮に魔術師だったとして、どんな問題があるんです」

　すると彼は急に眉間の皺を深くして、リティーヤを見やった。射い貫ぬかれるような視線にさらされ、リティーヤはびくりとする。

「座れ」

「は？」

　ヤムセは二度は繰くり返さなかった。リティーヤがどうしようか迷っている間に、ルームサービスのコーヒーを一口飲んで語り出す。

「半年前のことだ」

　半年前がどうした、とリティーヤは結局ソファに腰こし掛かけ、師に負けないくらい眉まゆを顰ひそめる。

「ここから二日の距きよ離りにある都市でちょっとした騒さわぎが起こった。《学園うち》と、よその魔術師組織の現場がぶつかったんだ。二つの組織から派は遣けんされた魔術師たちは、とある重要な魔導書の写本を巡めぐって争い──その結果、倉庫街の一角で火災が発生、二ふた棟むね全ぜん焼しよう、一般人にも死傷者が出た」

「……え？」

　リティーヤは、少し遅おくれて聞き返した。

　窓から入る日差しは赤く、それを背にして座る師の姿を黒く浮うき立たせる。

「魔術師組織は《学園うち》だけではない──《祝福チルドされレン・しオブ・明ブレス日ト・トのウモ子らロウ》、《貴ハウス族・オブ院・ローズ》、《幸ハツピ福ー・オ団ーダー》」

　彼はリティーヤが授業や噂うわさ話ばなしでちらりと聞いたことのある、あるいはまったく聞いたことのない名前を幾いくつか挙げて言った。

「他ほかにもある。私たちは様々な面で彼らと争っている。色々な利権や、土地や、魔導書や、研究成果や、優ゆう秀しゆうな人材を巡って──そして時には手を組み、騙だまし合いながらやってきた。昔に比べれば正面からぶつかることは少なくなったが、今でも抗こう争そうは絶えない」

　六年間の基き礎そ課程では聞くこともなかったその現実が、鮮あざやかな色を持ってリティーヤの目の前に広がっていく。

　どうやら魔術師の世界は、リティーヤが思っていたよりも遥はるかに血なまぐさいらしい。

　幾らかその世界に詳くわしいらしい男は、感情を窺うかがわせない目で彼女を見つめて言った。

「そして、今私たちがいるのは《学園》の同盟国で、特にここらは《学園》の影えい響きよう力が強い地域、いわば《学園》のテリトリーだ」

　リティーヤは先さき程ほど宿の裏手で出会った少年との会話を思い出した。あの時彼は、「役人たちも《学園》の魔術師にはぺこぺこする」というようなことを言っていた。子どもがそう言うほど、《学園》の名前や権けん威いはこの土地に浸しん透とうしているのだ。

「目的もなしに敵のテリトリーの、しかも鉄道もないこんな田舎いなか町に来る魔術師はいない」

　つまり、と言って彼はコーヒーカップを手に取った。

「よその魔術師を見たら、警けい戒かいし、相手がここにいる理由を考えねばならんということだ。結果的にそれが物もの見み遊ゆ山さんだろうがなんだろうが、まずは疑え。魔術師の数は少ない──」

　夕日が雲に隠かくれたのか、さあっと室内が暗くなった。

　指導教官は、コーヒーをもうひと啜すすりして、呟つぶやいた。

「こんな田舎町でたまたま出会うには、少なすぎるんだ」




　リティーヤはカーテンを閉め、部屋の灯あかりをつけてソファに座った。

「じゃ、魔術師だと名乗ったその男を捜すんですね」

「私がな。おまえにはおまえの仕事がある」

「仕事って」

「学生の本分は雑用と昔から決まっている」

「先生、それ勉強の間ま違ちがいです」

「ではおまえの辞書を書き換かえろ」

　言葉を失うリティーヤの鼻先に、クッキーの入ったケーキ屋の紙袋が突つき出された。

「…………」

「…………」

「食わんのか？」

「…………」

　リティーヤは言うべき事を十ほど考えたが、結局どうでもよくなって、遠慮なくクッキーを摘つまむことにした。

「あ。おいしい」

「うむ」

　ヤムセは深く頷うなずいた。

　リティーヤはあらためて彼を眺ながめた。

　正面から見る顔は、厳しいながらも整っている。気がする。もう先入観が入っているので素す直なおな気持ちで見られないのだが、たぶん心をまっさらにして見ると、素材は悪くない方だ。

　それにこうして無心にクッキーを頰ほお張ばっている姿はリスのようで愛らしい。

　……かもしれない。

　そういうことを考えていたせいだろうか、

「そういえばおまえはどうしてうちの研究室を希望したんだ？」

　唐とう突とつな、しかし彼にしては割と普通の問いを受けて、返答に詰つまった。

「え？　ああ、あれですね、他に空いてなくて振ふり分けられたんです。第一志望も第二志望も定員が埋うまってて。あたし成績悪いんで、優先順位低くて……うおっと」

　口にしてしまってから、あんまり正直すぎたか、と気付いて口を噤つぐむ。

　だが、ヤムセは気にしたふうでもなく、頷いている。

「ああ、どうりでな。新人が入ったというから不思議だったんだ」

「…………新人が入るのが不思議なことなんですか」

《学園》の研究室は幾つにも細分化されているから、毎年新しい学生が入るとは限らない。

　だが、それにしたって今の発言は……

「……魔力環境研究科の研究室っていうのは、確か魔力指標生物の研究調査とかがメインでしたね？」

「ああ」

「去年は調査で極地行ったって伺うかがってますが、どんなことしたんですか？」

「ペンギンの数を数えていた」

　彼は、コーヒーカップを手に取り、その中を覗のぞき込みながら、淡たん々たんと答えた。

「本当は氷ひよう床しようの魔術痕こん分ぶん析せきのために極地の観測所に行ったんだが、いろいろ不幸な事故が重なってな。結局半年間ペンギンの数を数える以外することがなかった」

「…………毎年南部に行って希少種の調査してるんでしたよね」

　彼は、沈ちん殿でんした砂糖をスプーンでかき混ぜ、リティーヤの理解を超こえた、シロップのようにクソ甘いコーヒーを一口すする。

「ああ。南部の沼ぬまだな。毎年行っている──が、国境線のすぐ近くだから、毎年のように兵士に銃じゆうをつきつけられるんだ。おまえもケガしないように気を付けろ。治すのは私だからな、仕事が増えるのはご免めん被こうむる」

「…………あー、さようで」

「後こう悔かいしてるか？」

　ヤムセは、静かに訊きいてきた。

「うちに入ったことを」

　その声には、意外なことに笑えみが含ふくまれていた。

　その声の柔やわらかな響ひびきに面めん食くらい、リティーヤは口ごもりながら答える。

「えーと、いえ……配属は決定したわけですし、今いま更さらどうこう言っても遅おそいですから。まあ、机に向かって勉強してるよりは外に出て自分の目で観察して色々考える方が好きなんで、とりあえずはいいんじゃないでしょうか」

「そうか」

　ヤムセはコーヒーカップを置き、ほとんどわからないくらいの笑みを漏もらした。

　ふむ、とリティーヤは心のノートにこっそりと書き付ける。

　笑顔は、これで案外悪くない。
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「まずはリングを用意する」

　と言ってヤムセは金属製のリングを取り出した。その表面には識別のための番号が刻まれ、番号の上にはＹ字に似た図形が刻印されている──図形は魔術に使う原始文字の一つで、釣つり針ばりを意味する。

「それから、対ついになるコインを一枚」

　リングと同じ金属でできているらしいコインを取り出し、腰掛けている倒とう木ぼくの上に置く。表面に刻まれているのは先程のリングと同じ番号だ。ただし、番号の上には、右に長い線、左に短い線が一本ずつ平行に引かれている。

　先程のＹ字と同じく原始文字で、意味するのは漁師。

「調査対象の脚あしにこのリングをはめる。で、取れないようにしっかり固定し、元の場所に放す」

　ヤムセは鞄かばんの中を漁あさり、この辺りの大きな地図を引っ張り出した。

　地図を倒木の上に広げ、現在地に先程のコインを置く。

「あとはこのコインがリングをつけた対象の居所を教えてくれる。リングの動きに連動して、コインも地図上を動くんだ。わかったか？」

　顔を上げ、ヤムセはリティーヤに確かく認にんする。

　リティーヤは汗あせみずくになって倒木の上に俯うつぶせに倒たおれ込み、動かない。

「おい」

　リティーヤの顔は一応ヤムセを向いていたが、その目はぼうっとして焦しよう点てんは定まらない。

「……生きてるか」

　問いかけに、リティーヤは掠かすれる声で答えた。

「……しぬ」

「あちこち動き回るからだ。少し落ち着け」

　非情に言い放つ師を見上げ、リティーヤは身体からだを起こすことにした。汗はまだだらだらと流れ続けていたが、少なくとも肩かたで呼吸しなければならないところからは回復した。

　ヤムセから身体を冷やすなと言われて渡わたされたタオルで、汗を拭ぬぐう。

　宿を出て、町の北に広がる森に入ったのが今朝早く。それから短い休きゆう憩けい時間以外はずっと歩きづめで、今回の調査現場に向かっている。

「田舎育ちだし、山歩きは慣れてたんですが……」

　氷の粒つぶのようになって踏ふむたびにしゃくしゃくというシャーベット状の雪も、ぬかるみも、硬かたい岩だらけの斜しや面めんも、体力は消しよう耗もうするが予想以上のものではない。予想以上だったのは──

「暑すぎて」

　リティーヤは恨うらめしげに空を見上げる。

　そこには、今にも中天に達しそうな太陽が、燦さん然ぜんと輝かがやいている。

　季節は、まだ春、のはずだ。

　なのに、この日差しは真夏以上だ。

　リティーヤは革製の水すい筒とうの水を口に含み、その革臭くささに顔をしかめながらも飲み下した。

「この辺だけ季節が夏になったみたい」

「……そうだな」

　リティーヤの呟つぶやきに、ヤムセも太陽を眩まぶしそうに見上げて同意した。




　結局翌日も、気温は高いままだった。

　朝から降り続けた雨が残された僅わずかな雪を一気に解かし、斜面には昨日はなかった水の流れができ、土をえぐり、押し流していた。

　土ど砂しや崩くずれでも起こりそうな状態だ。

　ヤムセは外がい套とうのフードの下からそれを見上げ、その日の調査実習兼けん下見の中止を決めた。




　昼過ぎまで続いた雨も夕刻には上がり、雲間からは青空すら覗いていた。

　調査実習が中止になったので、リティーヤは午前中から居間のテーブルとお友だちになり、ひいひい言いながら山積みの資料と向き合っていた。

　現地に入ってから町の郷土史家が古い統計資料を提供してくれたのだが、今回の調査対象であるカメについての記述もあったため、それに基もとづきデータをまとめ直すことになったのだ。

「これって課題なんですかね、それとも雑用なんですかね」

　リティーヤは永遠に続くかのような資料解読と再計算に音ねを上げ、ペンを投げ出して頰ほお杖づえをついた。ちなみに午前中は計算式の出し方やら専門用語の略し方やら辞書の引き方やらを教わっているうちに過ぎ去ったから、もし雑用ならものの役に立っているとは思えない。

　ヤムセはその向かいで、テーブルに広げた地図と下調べの結果とを見比べ、調査ルートの選定をし直しているところだった──土砂崩れが起き、通れなくなった箇か所しよが出てきたのだ。

「大して変わらん」

　彼はドロップを片頰に寄せ、地図から視線を上げずに言った。

「雑用だとしたら何か問題でもあるのか」

「雑用が大好き、なんて人間いませんよ。課題なら仕方ないけど……」

「ならば今からそれは課題だ」

「…………」

「それとももっと雑用らしい雑用がいいか？」

　リティーヤが資料に戻もどりかけていた視線を上げると、目の前に一枚のメモが揺ゆれていた。

　きょとんとするリティーヤに、ヤムセはメモをぴらぴらと振ふって言った。

「《学園》への電報だ。女将おかみに電信局の場所を聞いて行け」

　一枚の紙し片へんが、リティーヤには救い主のように見えた。

「はい！」

　調べ物という名の拷ごう問もんから救い出してくれるものなら何にでもすがるつもりで、手を伸のばしてメモをつかみ取り、制服の上着のポケットにねじ込む。

「寄り道は用事を済ませてからにしろ」

　弟で子しの行動パターンを把は握あくしてきたらしい師はそう言ったが、リティーヤは椅い子すを蹴け倒たおす勢いで立ち上がり、力強く頷うなずいた。

「そう心がけます！」

「いや、行動で示せ」

「努力します！」

「…………頼たのむからメモはなくすなよ」

「はっはっは。幸運を祈いのっててください」

「何故なぜ遣つかいを一つ頼むのに幸運を祈らねばならんのだ……」

　不安かつ不服そうな師を置いて、リティーヤは意い気き揚よう々ようと部屋を出た。
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　リティーヤは、一応師の言い付けを守った。

　電信局で用を済ませてから寄り道をしたのだ。




「うーん、聞いたことないねえ」

　露ろ天てんで古着を商あきなう女性は、賑にぎやかな周囲のざわめきにかき消されないよう、大きめの声で言った。

「丘おかの上の宿にいるんだって？　後で何か思い出したら、そっちに知らせてやるよ」

「ほんと？　ありがとう」

「いいんだよ。見つかるといいねえ」

　別れようとするリティーヤに、店主はそばの籠かごに入っていた小さな果実を一つ、放ほうって寄よ越こした。

「やるよ。この陽気でね、もうよーく熟うれてる」

「おおっとありがと！」

「それ、ここらの特産として売り出そうとしてるんだ。あんた、よそ行ったら宣伝しといてよ」

「ほいほい、任せて。他ほかのとどう違ちがうの？」

「ふふ、何もかもさ。果か汁じゆうの爽さわやかなことって言ったら！　甘みもばっちり。ジャムもいいよ。しかも名前の響ひびきがまたいいんだ」

　店主は自じ慢まんげに胸を張って言った。

「その名も赤い宝石・ユローナ！」

「……それ、賞金首になった魔ま術じゆつ師しの名前でしょ？」

「そう、あんたも知ってるかい？　相当な悪さをしたっていう、女魔術師さ」

　勿もち論ろん知っている──《学園》から史上最高額の賞金をかけられ、今も逃とう亡ぼう中の希き代だいの天才魔術師の名だ。

「そりゃ知ってるけど、ユローナとこの町と、何の関係があるの？　出身地とか？」

「違うよ。十年くらい前にね、この町にその女魔術師がやってきたんだ。で、《学園》から派は遣けんされた討とう伐ばつ隊が、うちの町から通報受けてやっつけたってわけ」

「あー……なるほど」

　ユローナは今も逃亡中のはずだから、《学園》の討伐隊が彼女を『やっつけた』というのはおかしいが、まあそういうふうに伝わっているか──さもなくば、『やっつけ』て、捕つかまえた後で逃にげられたかしたのだろう。

「本当にね、すごい戦いだったんだ。突とつ然ぜん嵐あらしが来たり、雹ひようが降ったり──いや、ほんと怖こわいもんだね、魔術ってのは！　あたしもまだ若くてさ、ガキ抱かかえて家の中で震ふるえてたもんだよ」

　リティーヤの制服が《学園》のものとは知らないのだろう店主は、本当に恐おそろしそうにぶるぶると震えてみせた。

「ところが、討伐隊とユローナの戦いの後で、その戦場跡あとに行ってみたら、あらびっくり！」

　今度はぱっと両手を広げ、大げさに喜びを表現する。

「なんと地面がえぐられ、温泉がわいてたって寸法さ！」

「ははあ……」

「で、以来この町は温泉もある保養地として、名を知られるようになったんだ」

「でも、そんならなんでユローナの名前なんてつけたの？　討伐隊の誰だれかの名前とかにしとけばよかったんじゃない？」

「ああ、そりゃあそうだけど、討伐隊の名前は伝わってないんだよ。ほら、《学園》ってのは、ちょっと秘密主義なところあるだろう？　そんで、ユローナしかわからないから、ユローナ。その果物も、温泉の近くで、地熱を使って栽さい培ばいしてるんだ」

「あー、それで『ユローナ』」

「そう。ユローナ温泉にユローナの赤い実ってね。宣伝よろしくね！」

　店主は片目を閉じて愛あい嬌きようを振りまいた。




　その日は三月に一度ののみの市が開かれていた。

　近きん隣りんの町や村からも人が集まるかなり大きな市で、町の中心部はお祭りのように賑わっている。居酒屋からは少し気の早い酔すい客きやくの声が聞こえてくるし、市の人出を見越したのか、飲み物や食べ物を売る屋台も出ていた。

「あれ？　お客さん？」

　露店の店主と別れ、物もの珍めずらしさからあっちへふらふらこっちへふらふらと寄り道しながら歩いていると、横手から声をかけられた。

　見れば、すぐ隣となりに宿で会った掃そう除じ夫ふの少年がいた。

「ああ、あの時の。お遣いか何か？」

「ううん、休みもらったんです。午後だけ。お客さんも今日の調査は休みですか？　買い物？」

「いや、人を捜さがしてて……あ、そうだ。あんた、去年魔術師に会ったって言ったよね？　その中に、虹にじ色いろのドロップ配ってる人、いた？」

「はあ？　いえ、いませんでしたけど……その人捜してるんですか？」

「うん……とと」

　立ち止まっていたリティーヤと少年は、人の流れに押し出され、店の出ていない路地の方まで追いやられた。

「命の恩人でさ」

「えっ」

　驚おどろく少年に、リティーヤはけろりとしたようすで話した。

「昔、行き倒だおれてたのを助けてもらったんだ。魔術師の男の人で、別れ際ぎわに虹色のドロップをくれたんだけど、手て掛がかりはそれだけで」

「……そ、それだけなんですか？　どこの人かもわかんないんですか」

「うん。だからとりあえず、虹色のドロップ売ってる店を探してるんだ。他に探すあてもないし」

「はあ……」

　いったいこの世に何なん軒けん菓か子し屋があると思っているんだ、という、呆あきれたような、感心したような顔で、少年はリティーヤを見上げた。

　リティーヤは幾いく分ぶん恥はずかしげに、へへ、と笑った。

「どうしても会ってお礼言いたくて。すっごい恰かつ好こ良よかったから、憧あこがれちゃってさ～」

「でも……魔術とかで、居場所わかんないんですか？」

「あたしも実は同じこと考えたんだけど、無理だったんだよね。魔術でその人も家族も見付けられたら良かったんだけどねえ」

「……家族？」

　リティーヤは相変わらずのあっけらかんとしたようすで、ぱたぱたと手を振ふる。

「あ、こっちはね、よくある話。九歳になったばっかりの頃ころかな。国が戦争で負けたらしくてさ、植民地からばたばた引き揚あげてる途と中ちゆうで、あたしだけはぐれちゃったの。手、離しちゃったんだね。それっきり。それで、ひとりぽっちになって死にかけてるのを助けてくれたのが、その虹色のドロップくれた人。あたしは家族と命の恩人、両方捜してるってわけよ」

「そうですか……」

「そうなんです」

　リティーヤは笑ってそう言い、目の前の賑やかな通りを眺ながめる。

　人の流れは尽つきない。この世界にはたくさんの人間がいる──ありふれた農民一家も、命の恩人も、なかなか見つからない。

　簡単に捜し当てられるとは、リティーヤも思っていない。

「あの、ご家族とはどこではぐれたんですか？」

「ん？」

　振り返れば、少年は真しん剣けんな顔でリティーヤを見上げていた。

「俺、宿の人たちに訊いてきます。ここらって、温泉もあるから保養地としては結構有名なんです。あちこちから人が来るから、何かわかる人いるかも」

「…………そんなことしても手品は見せられないよ」

「な……そんなのわかってます！　別に見返りが欲しくて言ったんじゃ──」

「ああ、うん、わかってる、ごめんごめん」

　リティーヤは慌あわてて謝あやまった。

「なんかねー、混ぜっ返したりするの、くせになってて」

「……素す直なおじゃないですね。人の好意はちゃんと受け取った方がいいですよ」

　頰ほおを僅わずかに赤らめて言う少年に、リティーヤは思わず噴ふき出した。

「あんた、結構言うんだね」

「俺は──」

「にいたん！」

　その時、突然幼い声が響き、六歳くらいの子どもが人混みを割って現れ、少年に抱だきついた。

「うわっ、おまえあっちで待ってろって──」

「早く行こうよぉ、お休み時間もうすぐ終わっちゃうでしょー」

「バカっ、俺は今この人と──」

「ああ、いいよ、行きなよ。あたしとはまた宿で会えるんだから。その時話すよ」

「でも」

「じゃあ、後で。協力よろしくねー」

　少年もそう言われてはそれ以上食い下がれず、弟らしき子どもに手を引かれながら、雑ざつ踏とうの中に消えていった。

　それを見送り、リティーヤはそのままその路地に立ち尽くす。

　目の前の明るい大通りを、市の客たちが通り過ぎていく。

　市には家族連れの客も多く来ていた。

　子どもの手を引く母親、父親の手を引っ張る子ども。

　はぐれないように、固く手を握にぎりあって──

　人が流れていく。リティーヤを置き去りにして。

「あああああん」

　子どもの泣き声が遠く尾おを引く。

　リティーヤはまた歩き出した。

「ああああああん」

　市の隅すみ、街路樹の下に、三歳くらいの男の子が立ち尽くして泣いている。

　周囲に大人の姿は見えない。

「どうしたの？　はぐれたの？」

　声をかけると、子どもはびっくりしたように突然泣きやみ、しかしリティーヤの顔を見てまた泣きだした。

　リティーヤはその子どもより視線が低くなるよう、しゃがんで、手を差し出した。

　その掌てのひらの上には、赤い果実。

「おなか減ってない？　食べる？」

　子どもは泣きじゃくりながら、リティーヤと掌の上の果実を見る。

　そちらに気を取られたのか、泣き声が少し小さくなる。

　やがて子どもは大きな空色の目でリティーヤを見つめ、おずおずと果実に手を伸のばした。

　その時。

「リコ！」

　女性の高い声が響ひびいた。

　突とつ然ぜん現れた白い腕うでが、子どもを抱き上げた。その拍ひよう子しに子どもの足がリティーヤの手に当たり、赤い果実は弾はじき飛ばされ地面に落ち、潰つぶれる。

「あ」

「ああもう、手を離しちゃダメって言ったでしょ！」

　女性は子どもを抱きしめて口早に叫さけぶ。

　それからようやくリティーヤに気付き、声をかけてきた。

「あの、もしかして見ててくれたの……？」

「え？　ああ、少しだけ」

　リティーヤは立ち上がった。

　礼を言う母親とぐずり続ける子どもを見送り、ぼんやりとその場に立ち尽くす。

　先さき程ほどの、子どものように。

「お母さん、か……」

　朝は酷ひどい雨だったはずなのだが、石いし畳だたみは急速に乾かわきつつあった。

　空気にはすでに雨の臭においは僅わずかしか含ふくまれず、むしろ砂混じりの埃ほこりっぽい臭いがする。

　視線をそっと落とすと、落ちた果実には虫がたかり始めていた。

「おー。クロヤマアリ……」

　呟つぶやくが、いつものような集中力は保たもてない。

　人の波はリティーヤの前を通り過ぎていく。

　素早く流れていく雲の合間から、時折太陽が顔を覗のぞかせてはまた隠かくれる。

　晴れ、また曇くもるその下で、リティーヤは一人だった。

「……みんな元気かなー」

　リティーヤはゆっくりと歩き始め、人の流れに乗る。

　ぬるい風が、リティーヤの金の髪を、こぼれ落ちた呟きをさらい、吹ふき抜ぬけていった。

「嬢じようさん！」

　袖そでを引かれ、リティーヤはびくりとして立ち止まった。

　だが、振り返ってみても袖を摑む者などいない。人々はリティーヤのことなど気にせず、あるいは──《学園》の制服が珍めずらしいからか、それともその制服のためにリティーヤが近きん隣りん社会における明らかなよそ者と判別されるからか──ちらちらと見やり、通り過ぎていく。

　誰だれ？

　気のせい、で片づけるにはずいぶんしっかり袖を引っ張られた。声だってほとんど耳元で聞こえたように思う。

　次の瞬しゆん間かん、その同じ声がまた聞こえた。ただし、今度は少し離れたところから。

「嬢さん。買ってかない？」

　振り向けば、古着を売っている店と中古楽器を売っている店との間に、よくわからないものを売っている店が出ていた。舗ほ装そう道路に布を敷しき、その上に品物を並べているのだが、薄うす汚よごれた装そう飾しよく品やら片方だけのブーツやら欠けたティーカップやら柄えのねじ曲がった銀の匙さじやら、がらくたにしか見えないものばかりだ。

　そしてそれらの奥で魚が入っていたらしい木箱に腰こし掛かけ、商品と同じくらいうさんくさい、がらくたまがいの男が一人、リティーヤに愛想良く手を振っていた。

「ほらほら、これ見てこの銀の匙。な、なぁんとこれは私めがヘビの国から持ち帰ってまいりました宝物！　この匙がほらこのように恐おそろしげにねじ曲がっておりますのは、ヘビたちの国で出会った根こん性じようのねじ曲がった巨きよ人じんが、私を怯おびえさせんとぐぐっとたったの指二本で捻ひねり上げたからなのでございます！」

　視線が合うと、男は人なつっこそうに笑った。よくよく見ると、案外若いようだ。ひょっとしたら、リティーヤとあまり変わらないくらいかもしれない。

「指二本で」

　リティーヤは男のよどみない説明に半ば呆あきれ、半ばおかしさも込み上げてきて、なんとなく言葉を返してみる気になった。

　──人ひと恋こいしかった、のもあるかもしれない。

「どうやって匙を捻るの？　握り潰すならともかく、捻るなら両手がいるよ、どんな怪かい力りきの巨人でもね」

「おっと、嬢さんはご存じないのかな？　ヘビたちの国では何でもあり、不可能なことは何一つない。そこにはなんでもあるのです、ただ一つ、常識という面おも白しろくもおかしくもないものを除いて」

　男は妙みように優ゆう雅がにお辞じ儀ぎを一つしてみせた。

「ハイ、では可愛かわいらしい嬢さんにはこれなんかどうかな～、この綺き麗れいな石。これは長い年月をかけて、魔ま力りよくが結けつ晶しよう化した世にも珍しい石なんだ。首くび飾かざりにするもよし、指輪にするもよし。ほら、きっとお似合いだよ～」

「へえ……、綺麗」

「でしょでしょぉ、よく見ていってよ～」

「うん、ほんと綺麗な硝子ガラス玉」

　男は、おや、と言って首を傾かしげる。

「いったいどういう意味かな？」

「そのまんま。あたしも一応そのくらいはわかるんだよね。そこらの『嬢さん』と一いつ緒しよにしない方がいいと思うよ」

「何をおっしゃる！　これは本物！」

「はいはい。取り締しまりにあわないうちに店畳たたんだら？　じゃあね？」

　リティーヤはにやりと笑い、男に背を向けた。

　その袖が、また引かれた。

「…………」

　リティーヤは訝いぶかしく思い、立ち止まって振ふり返る。男は前と同じ位置で木箱に座り、動いたようすはない。そばにはその男しかいないが、手の届く距きよ離りではない。

　男は笑った。細い目がすいとさらに細められ、糸のようになった。

「もうちょっと見ていってよ」

　陳ちん列れつされている古いトップハットを手に取って、それをいきなりリティーヤに放ほうる。

　リティーヤは驚おどろいて受け取り、すぐに突つっ返した。

「いらないって」

「でもこっちなら？」

「いい加減に……」

　して、と言いかけたリティーヤの目の前で、男は帽ぼう子しの中に手を突っ込み、中からひと摑みのドロップを取りだした。

「……え？」

　リティーヤが受け取った時には確かに何も入っていなかった帽子の中から、ドロップが出てきたのだ。

　手品？

　手品、だろう。だが、何かおかしい。何か、違ちがう気がした。

　リティーヤは後あと退ずさりしそうになった足を、意志の力でその場に留とどめた。

「……あんた、何者？」

「え？　魔術師だけど」

　その途と端たん、リティーヤの頭の中で、先日宿で聞いた話が蘇よみがえる。

　手品をする魔術師。

「あんただったの……！」

「は？」

「二日、いや、三日前？　丘おかの上の宿に行って、魔術だとか言って手品見せたでしょ!?」

「え？　さあ？　どうだっけかなあ。三日も前のことなんて昔すぎて覚えてないよ。それに俺は手品なんかしないし」

「噓うそつくんじゃないの！　じゃあ今やったのはなんだったって言うの！」

　男は、大げさなそぶりで肩かたをすくめた。

「俺がやるのは、魔術だけさ」

「……あー、はいはい。とにかく一緒に来てねー。事情を聞かせてもらわないと」

「あっ！」

　男は突とつ然ぜん短く叫んで木箱から飛び上がった。道に広げていた布を品物ごと瞬時に畳み、それをそのまま背負って両端を首の前で結ぶ。リティーヤが呆あつ気けにとられる間にドロップを彼女の手に押しつけ、「じゃ！」と言って人混みの中に飛び込んでいった。

　リティーヤはドロップを握にぎりしめて立ち尽つくす。そこへ、野太い声が聞こえてきた。

「くそっ、もういやがらねえっ、逃にげ足の速いやつめ！」

　フライパン片手に登場したのは、背が高く、体格のいいいかつい顔の男だった。剃そっているのか禿はげているのか頭とう髪はつはまったくない。男は、シャツを肘ひじまでまくり上げた太い腕うででフライパンをぶんぶん振り回しながら、リティーヤをキッと振り返った。

「今ここに若い男がいただろう！　こう、キツネ顔の」

　そう言いながら、手で自分の目め尻じりを押さえ、つり上がり気味の細い目を作る。リティーヤはこくんと頷うなずいた。

　男は鼻息荒あらく訊きいてきた。

「どっち行ったかわかるか!?　あんにゃろう、貸した金やっと返してきたと思ったら、ただの目くらましの木の葉だったんだ──これだ、見ろ！」
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　フライパン男は懐ふところからばさばさと木の葉を取りだし、それを道にばらまいた。リティーヤは、男が去っていったと思われる方向を、あっち、と言って指さした。

　フライパン男は「ありがとよ！」という声とともに走り出し、すぐに見えなくなった。

「……なんだったの……」

　古着屋と楽器売りの間に、別の店が開いていた形けい跡せきはすでにない。キツネ顔の──フライパン男がそう形容していた──男が座っていた木箱も、気が付けば見当たらない。

　まるで最初からいなかったかのように、男は消え去ってしまった。

　道路に散らばった木の葉と、ひと摑みのドロップを残して。

　その時、先刻から何度も感じていた袖そでを引っ張られる感覚がまたあった。また誰もいないのだろうかと思いながら、リティーヤは振り返った。

「ども」

　しかし、振り返った先にはキツネ顔があった。しかも、かなり近い。身長はリティーヤとあまり変わらないようだ。リティーヤは慌あわてて後退ったが、袖を摑まれたままだったので、思うようにならなかった。

　キツネ顔の男は袖を摑んでいた手を軽く捻ひねって、いともたやすくリティーヤの手首を摑んでしまった。

　そしてそれをひっくり返して、身をかがめ、手の甲こうにキスをした。

「ぎょああっ」

　リティーヤはとても乙おと女めのものとは思えない悲鳴を上げて、自分の手を相手から奪うばい返し、制服の裾すそで擦こすって拭ふいた。

「き、気持ち悪っ」

「……それ、ものすごくひどい行こう為いだと思うよ、嬢じようさん」

　しょぼくれたようすで男は言った。リティーヤは構わず、男が去っていったはずの方向と、今目の前にいる男とを、何度も交こう互ごに見比べた。

「あんた、どっから出てきたの!?」

「あ。言い忘れてたことがあったから」

　リティーヤを指さす。




「失われているものを、取りもどしてみませんか？」




　男は笑っている。つり上がり気味の目を糸のように細くして。キツネの毛皮のような茶色い髪かみと相まって、男は本当にキツネのように見えた。

「──え？」

　リティーヤが聞き返した時には、男は素す早ばやく身を翻ひるがえし、雑ざつ踏とうの中に消えていくところだった。

　リティーヤは市の隅すみで、手の中のドロップを無言で見下ろした。

　暖かな陽気のせいもあって、それはすでにべとべとと手にくっついていた。
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「お連れ様は調べ物があるとかで、夕方頃ごろお出かけになられましたよ」

　フロントにいた宿の女将おかみはそう言って、リティーヤに鍵かぎを渡わたしてくれた。




　宿で再会した掃そう除じ夫ふの少年に家族のことを話したり、課題の続きを適当にこなしたりして師を待っているうちに、リティーヤはテーブルに突つっ伏ぷして眠ねむっていた。

　寒気を覚えて目を開ければ、すでに明け方らしく、居間はほの明るいような、薄うす暗ぐらいような光に包まれていた。

　テーブルから身体を起こそうとすると、毛布が肩からずり落ちた。自分でかけた覚えはない。

　立ち上がり、ヤムセが使っている寝しん室しつを覗のぞいてみた。

　扉とびらを開けて最初に目に入ったのは、検体と検査道具と硝子ガラス管とメモの山の散らばるテーブルと、そのテーブルの上から今にも落ちそうになっている顕けん微び鏡きようだった。

　リティーヤは慌てて顕微鏡を安定する位置に置き直した。

「……あらまあ」

　ベッドがあるんだからその上で眠ればいいものを、ヤムセは何故なぜか床ゆかに座り込み、ベッドの側板に背を預けた状態で目を閉じている。

「いくら暖かいって言っても……」

　リティーヤはぶつぶつ言い、彼の上にさっきまで自分にかけられていた毛布をかけた。寝ねていても眉み間けんの縦たて皺じわが消えない師の顔をひと通り観察してから、腰こしを伸のばして窓の方を見やる。

　カーテンを透すかして差し込む光はまだ弱々しく、空気はあまり温められていない。

　昼になれば、また気温も上がるのだろうか？

「このまんまずーっと暖かくなったり……は、しないかな」

「何が」

　唐とう突とつに聞こえてきた声は、寝起きのせいか常よりやや低い。

　リティーヤは驚おどろいて師を振ふり返った。

　彼は毛布にくるまったまま、目を擦こすっていた。

「……いつから起きてました？」

「最初から」

「あー、心臓に悪い。寝たふりするなら最後まで寝たふりしててください」

「悪かったな。おまえがぶつぶつ独り言など言うから──で、なんだって？」

「別に大したことじゃないです」

　ヤムセは目を擦る。寝起きで眩まぶしいのか、いつもよりいっそう目を細め、眉間の皺も深くしている。

「うわ……土ど台だい台無し……」

「何が」

「あー、なんでも。そうそう、こんなに暖かいのは、世界がまた元通りの気候になったからかなー、なんて想像して、自分で、そんなわけないかーって突っ込んでたんです」

　リティーヤは話を元に戻もどしてごまかした。

「元通り、というのはつまり、二百年前に戻る、ということか？」

　まあ、そうです、とリティーヤは言った。




　──今から二百年前、大陸全土は大寒波に襲おそわれた。

　いつもに倍する長さの冬が続き、春を迎むかえた頃には世界は様変わりしていたそうだ。夏は短く、またすぐに冬がやってきて、一年の半分を雪と氷に閉とざしてしまった。

　そして、それが毎年続いた。

　雪によって交通は分断され、寒さと飢うえとその後に生じた混乱のために多くの人命が失われた。支配体制は崩ほう壊かいし、人類は暖かい南方への移動を余よ儀ぎなくされた。かつて人類を統すべた王国は北部の廃はい墟きよを残してすでにない。温暖な気候も、雪のない冬も、豊かな実りも、ぬるい水も、すべては過去のこととなった。

　そして寒冷化は今も続いている。

　だが、その事実はこの暑さの中ではなんだかばかばかしいものに感じられてしまう。

　ひょっとしたら突とつ然ぜん世界は元の──つまり大寒波以前、二百二十二年前の気候に立ち返ってしまったのではないだろうか？　冬の時代はこれで終わり、温暖な夏の時代が逆回りで始まるのでは──？

　リティーヤはそんなふうに思ってしまったのだ。




　なるほど、とヤムセは言った。

「大寒波の時はいきなり寒くなったんだ。今度はいきなり暑くなってもおかしくはないだろう」

「…………そうですか」

「そうだ」

　いつもの不ふ機き嫌げんそうな顔で頷うなずくヤムセを見て、不意にリティーヤはある光景を思い出した。

　何年も前、薄暗い室内、誰だれかがこんなふうに毛布にくるまり、ベッドに背中を預けて、床に座っていた。そう、あの時同じ恰かつ好こうで座っていたのは──

　虹にじ色いろドロップさん。

　リティーヤは、慌てて頭を振ってその残像を振り払はらった。虹ドロさんはこんなにがっちりした体つきではないし、眉間にこんな皺を寄せてはいない。

　とはいえ、リティーヤが助けられたのは七年前のことだ。彼が仮に虹ドロさんだったとして、その頃はまだ二十歳はたちになったかならないかというところだろう。ならば当時の方が線が細いのは納なつ得とくできる。目を細め、眉間に皺を作る癖くせも低い視力でものを見ようとするせいだろうから、当時は目が良くて、そういう癖もなかった、と考えれば辻つじ褄つまは合う。

　では、この砂糖手品傍ぼう若じやく無ぶ人じん教師が虹ドロさん？

　いやいやいやいや、それは勘かん弁べんしてくれ、とリティーヤは思った。別に教師としては今のところ特に嫌きらいではないが、だからと言って命の恩人であってほしくはない。命の恩人はいつまでも恰かつ好こ良よく永遠の憧あこがれの人でいてほしい。

　だいたい、そんな偶ぐう然ぜんがあるわけがない。

　そうだ、違ちがうのだ──これ以上珍ちん妙みような妄もう想そうに振り回されるなどご免めんだ。

「あ……そっか、確かく認にんしちゃえばいいんだ」

「何？」

「そーだ、そうしたらもう違うってことで確定しちゃうもんな」

　リティーヤはぶつぶつと呟つぶやき、意を決して顔を上げた。

「先生」

「おまえ、独り言が激しいが悩なやみでもあるのか？　思い詰つめて凶きよう行こうに走る前に相談しろよ」

「黙だまっててください──いいですか、今からあたしが言う質問に答えてください」

「む。何故なぜ私がおまえの質問に──」

「いいから！」

「…………」

　ヤムセは一応口を噤つぐんで、仏ぶつ頂ちよう面づらでリティーヤを見上げた。

　リティーヤは師の従順な態度に満足し、口を開く。

「いいですか、もし先生の借りてるアパートの前に──」

　しかし、ノックの音が、リティーヤの言葉を封ふうじた。




　宿の人間が持ってきたのは、一通の電報だった。

「せっかく人が訊こうと決心したのに……」

　リティーヤがぶつぶつ言っている間に、ヤムセは運び込まれた電報にざっと目を通し──読み終えた途と端たん、それを乱暴にリティーヤに放ほうり、居間の椅い子すに腰を下ろした。

　リティーヤは師のようすから何か問題が起こったことを悟さとり、渡された電報の、タイプされた文章を急いで読んでみた。

　が、なんだかよくわからない。

「『積み荷変へん更こうあり』？　これなんのことですか？　《学アカ園デミー》から、ですか？」

「符ふ丁ちようだ」

　ヤムセはテーブルに頰ほお杖づえをついて言った。

「こんな田舎いなかでは電報一つ打つにも電信局を通すしかないからな。隠いん語ごを使ったり、法則を決めて別の言葉に置き換かえたりしているんだ」

「あー、暗号ってやつですか。探たん偵てい小説みたい。で、なんて言ってきたんです？」

「この町で他の組織が魔ま導どう書売買をするからなんとかしろ、とのことだ」

　魔導書というのは、魔術の理論や使い方、儀式の仕方などを記した書物だ。大寒波以前大陸南部を支配していた《ヘビの一族》の遺い跡せきから見つかるものもあるし、高名な魔術師が書き残していったものもある。書かれている魔術や書かれた時代によって色々な資料になり、価値もさまざまだ。

「ふうん。なんとかってことは……つまり殴なぐって奪うばえって意味ですか？」

「よくわかったな」

「……げ。ほんとにそうなんですか？」

「国際法やら条約やらこねくり回して建て前は通すが、結果的には『殴って奪う』だ。鼻先で貴重な魔導書の取引が行われるのを黙って見過ごすわけにはいかない、というのが《学園》の考えで、《学園》の考えを体現するのが魔術師である以上、私に回かい避ひ手段はない」

　ヤムセはぶつぶつと呪まじないの言葉のように単調に言い、テーブルの上に上半身を投げ出した。

「……めんどくさい……」

　言葉通り、全身全ぜん霊れいで面めん倒どうくささが表現されている。よほど嫌いやなのだろう。

《学園》の魔術師は基本的に研究者だが、研究の他ほかに、《学園》という組織を成り立たせるための様々な仕事──基き礎そ課程での教職や農場の管理、莫ばく大だいな資産の運用等々──を割り振られている。魔術師としての位階が高位になればなるほどハードな仕事が与あたえられることが多く、そのために研究の時間を奪われることも多い。

　ヤムセがリティーヤの指導教官をしているのも、そういった『《学園》を成り立たせる仕事』の一つだ。後進の指導は《学園》の魔術師にとって、重要な仕事の一つなのである。

　今舞まい込んできた命令も、そういう『仕事』の一つということだろう。

「こんな《学園》の間近で取引ということは、国外に持ち出す手段がなかったか、《学園》をよほど甘く見たか……何にせよ首しゆ謀ぼう者しやはバカだ」

　ふてくされたように、いやふてくされてテーブルに突つっ伏ぷしたヤムセは、昨夜彼を待って眠ねむってしまったリティーヤとほぼ同じ姿勢だ。その子どもっぽさに、リティーヤは呆あきれる。心のノートに書き付けるネタがまた一つ増えた。

「で、魔導書ってなんの魔導書ですか？」

　ひらひらと電報を振ふって訊きくと、ヤムセは長く息を吐はいて答えた。

「《グリーンワードの魔導書》、〈昼〉の石板だ」
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　今を遡さかのぼること、二百有余年──

　寒冷化により土地を捨て南下した人類は幾いくつものグループに分かれていた。

　当時の人類は魔術を知らず、王を失い、混乱の極きわみにあった。

　だが、ある日突然、ラガロという男の前に、一匹ぴきの物言うキツネが現れた。

　キツネはラガロにこの世界の成り立ちや不思議を語り、四つの贈おくりものをした。




　一つは〈夜〉の魔術。静せい寂じやくと冷気を生むもの。

　一つは〈夢〉の魔術。人の心を見み透すかし、操あやつるもの。

　一つは〈流れ〉の魔術。流動と変化を司つかさどり、肉体を支配するもの。

　残る一つは〈昼〉の石板の欠片かけら。炎ほのおと熱と光の世界の欠片。




　ラガロが三つの魔術を自在に使いこなし、石板に興味を持つようになると、キツネは石板の来歴と、大寒波到とう来らいの理由を語った。

　それによると、世界には元々、〈昼〉、〈夜〉、〈夢〉、〈流れ〉という四種類の力を宿した石板があり、それぞれが台座に収まることでバランスがとれていたそうだ。

　ところが、今そのうちの〈昼〉の石板だけが失われ、五つに砕くだかれてしまった。

　そのために世界全体のバランスは崩くずれ、大寒波が到来し、寒冷化が始まった──

　キツネがラガロに与えたのは、その五つに砕かれた〈昼〉の石板の一つだというのだ。




　ラガロはキツネの言葉を手て掛がかりに、失われた〈昼〉の石板を集め、世界のいずこかにあるという台座を見つけ出し、そこに石板を戻そうと考えた。

　そして、その目的のために一つの組織を作り上げる。

　それが、《学アカ園デミー》だ。

《学園》は大陸最初の魔術師組織であり、すべての魔術師組織はこの《学園》に源みなもとを持つ。




　五つに砕かれた〈昼〉の石板と、今も大陸のどこかで台座に収まる〈夜〉〈夢〉〈流れ〉の三種の石板を、まとめて《グリーンワードの魔導書》という。




「すすすっ、すすすすごうえぁあああっ!?」

　混乱するリティーヤに、ヤムセは短く命じた。

「落ち着け」

「おおおお落ち着けってあんたアホですか！　〈昼〉の石板ってあれでしょ、ほらあのキツネが魔術と一いつ緒しよに持ってきたやつの、残り四つ！」

　キツネの話は、民間では伝説として語られているが、魔術師たちの間では二百二十二年前の歴史的事実と見なされている。物言うキツネが何かの比ひ喩ゆか、それとも実際にそういう生き物がいたのか、あるいはキツネの言葉がすべて真実なのか、噓うそなのかはわからない。ただ、その時もたらされた魔術と石板の欠片は確かに存在している。

　人類は、キツネによって初めて〈夜〉〈夢〉〈流れ〉という三種の魔術を得たのだ。

　キツネのもたらした〈昼〉の石板は今も《学園》が保管しているが、残る四つの〈昼〉の石板の在あり処かはわかっていない。それは時折歴史の表おもて舞ぶ台たいに現れたかと思うとまた不意に姿を消し、まるで意思ある生き物のように魔術師たちを翻ほん弄ろうしてきた。

「どうせ偽にせ物ものだ」

「え？」

　ヤムセは上着に袖そでを通し、リティーヤを見もせず繰くり返した。

「九割九分九く厘りん偽物だ。今までにも〈昼〉の石板の噂うわさは散々流れている。どこぞの市に出ていただの、高名な魔術師の遺品から見つかっただの、中央部の遺跡から発はつ掘くつされただの。だが、金と時間と人命をかけて確かめてみればどれもまがい物だ」

「……でも、本物かもしれないんですよね？　だから《学園》から命令が来たんですよね？」

「勿もち論ろん、本物である可能性は常にある。ほんの僅わずかでもな。そしてどれほど信しん憑ぴよう性せいのない噂であろうとも、大陸中の魔術師組織の頂点に立つと自負する《学園》としては、放っておくわけにもいかない、とまあ、そういうことだ」

　そうして、取引が行われるという町に、たまたまヤムセがいた。

　それだけのことなのだと彼は言い、コートを手に取った。

「今から取引現場に行く」

「場所わかるんですか？」

「電報で言ってきた。売り手が郊こう外がいに借りた古い屋や敷しきがあるらしい。おまえはここにいろ」

　師に倣ならって身み支じ度たくを調ととのえていたリティーヤは、驚おどろいてヤムセを見やった。

「ここにいたってすることありませんよ！」

「道具の手入れ」

「昨日のうちに終わらせました！」

「……部屋の片づけ」

「必要なものまで捨てる自信があります！」

「……報告書の作成」

「まだ書き方教わってません！」

　ヤムセは嘆たん息そくした。

「何故なぜ行きたがる」

「見たいから！」

「見たいっておまえ……」

「見たいんです！」

「だから偽物の可能性が……」

「本物かもしれないんでしょう!?」

　リティーヤは青い大きな目をめいっぱいに開いて、ヤムセを見上げて訴うつたえる。

「見たいんです！」

　その顔からはまだ見ぬもの、触れぬ世界への好こう奇き心があふれ出ている。

　胸の高鳴りが聞こえてきそうなほど、輝かがやく顔。

　だが、師は弟で子しの好奇心を淡たん々たんとかわす。

「これはただの片づけだ。人が痛めつけられるのを見たいのでなければ見物はやめておけ」

　ひどく冷めた物言いだ。それでリティーヤもその言葉に含ふくまれる警告に気付く。

「……もしかして、危険なんですか？」

「当たり前だ」

　彼は頭の痛そうな顔で答えた。

「現状では石板の欠片こそ、世界の謎なぞを解くための最も有力な手掛かりだと考えられているし、その欠片があれば失われた〈昼〉魔ま術じゆつも使えると言われているし、くだらない偽ぎ書しよでは願いが──」

　そこで彼は急に口を閉とざし、ため息をつく。

「とにかく、どこの組織も、なんとかそれを手に入れようと躍やつ起きになっている、ということだ。そして当然向こうもそれはわかっているから守りは固めているだろう」

「はあ……でも、危険なら応おう援えん待った方がいいんじゃないですか？　だいたい、魔導書関係って魔導書調査委員会の仕事ですよね？　ほら、あのエリート集団」

「調査委員会を待てないから私に言ってきたんだろう」

　ヤムセは居間の隅すみに積まれた荷物の中から細長い鞄かばんを引っ張り出して、テーブルに置いた。それを開け、中身を確かく認にんしながら舌打ちする。

「こうならないように問題の芽は摘つんでおきたかったのに──」

「？　なんのことです？」

「手品をする魔術師だ」

「──あ」

「昨夜は幾つか調べてみたが、結局尻尾しつぽを摑ませてくれなかった。ひょっとすると今回の件に絡からんで──」

「ああああ！」

　リティーヤは突とつ然ぜん絶ぜつ叫きようした。

　ヤムセはびくりと顔を上げ、何事かと身み構がまえる。

「あの男！　そうか、あの男だ、商品なんてすっごい怪あやしいものばっかりだったし！　売り手でも買い手でもあり得そう！」

　リティーヤは昨日出会った男のことをかいつまんで話した。怪しげな品ばかり売っていて、手品のようにドロップを取り出し、リティーヤに押しつけ、あっという間に去っていった男。

「何故捜し回っていた私のところに現れないで、おまえのところに出てくるんだ……」

　ヤムセは世の無情をぶつぶつと歎なげいた。

「あの男が怪しいです！　あっ、あたし顔覚えてるから一緒に踏ふみ込んで確認──」

「不許可」

「えー」

「確認なら危険を排はい除じよしてからで間に合う」

「でも──」

　リティーヤは反はん駁ばくしようとしたが、次の瞬しゆん間かんその言葉を吞のみ込んだ。

　ヤムセが、テーブルに置いた細長い鞄の中から、剣けんと剣帯を引っ張り出したのだ。

　リティーヤの見ている前で、彼は剣帯を腰こしに巻き、剣を吊つるした。明らかに重そうな、しかも使い込まれているとわかるサーベルだ。

「……そんなのなんで持ってるんですか」

「急な任務は多い」

　彼は淡々と言う。

　昨夜デザートの味を批評していた時や、二日前朝の挨あい拶さつをかわした時と、まったく同じ。

　淡々と、感情を込めず。

　自分の命を守り、他人の命を脅おびやかすものについて語る。

　──これは、なんだ？

《学園》の魔術師が護身用に銃じゆうを持つのはそう珍めずらしいことではない。彼らは魔術を使わずに事が済めばその方が良いと考えている。

　だが、この剣は、護身用などではない。

　何か、もっとこう……殺伐としたものだ。

　変なにいちゃんだ、とリティーヤは思い、しかしそれで済ませていい問題ではないと、ぼんやり考えた。

　この男は、いったい何者なのだろう。

　胸に浮うかんだ問いは、答え手のないまま、虚こ空くうにいつまでも宙ぶらりんになった。
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　そして、それで終わるはずだった。

　リティーヤは宿で待たされ、ヤムセが仕事を終えて帰ってきて、石板は残念ながら偽物で、また調査を続ける。

　そのはずだった。

　それなのに、その電報が遅おくれて入ってきた。




　部屋に届けられた電報を前にして、リティーヤは戸と惑まどっていた。

《学園》からの二通目の電報だ。

「こんな短時間に二通、か……」

　ひょっとすると、前の電報に間ま違ちがいがあって、それを訂てい正せいしてきたのかもしれない。

　だが、開いて中を見ても暗号文でさっぱりわけがわからない。

「……さあてどうしますかね」

　声に出して呟つぶやいたその時、外からがらがらという音が聞こえてきた。

　窓の方を見やれば、馬車が通りを曲がって宿に戻もどってくるところだった。

　ヤムセを取引現場まで乗せていった馬車が、彼を降ろして、帰ってきたのだ。

　御ぎよ者しやに訊けば、彼の向かった先──石板の取引現場がわかるだろう。

　リティーヤは電報をもう一度見つめた。

　もしもここに書かれているのが、一刻を争うような重要な情報だったら？

　脳のう裏りに閃ひらめいたのは、まだ見ぬ〈昼〉の石板のこと。

　偽にせ物もの、とは言われたが。

「──この機会を逃のがす手はない、か」

　彼女は電報を手に取り、部屋を飛び出した。




　馬車が停とまったのは、両側に果樹園の広がる並木道だ。少し先に屋や敷しきが一つ二つ見える。

　御者は、ヤムセはその屋敷の方へ向かって歩いていった、と教えてくれた。

　リティーヤは礼を言って馬車から降りた。手には、勿もち論ろんあの電報を握にぎりしめている。

　並木道の向こうを見み透すかすように目を細める。

　戦いの気配も、火の手も、何もない。

　ひょっとしたら、もう仕事は終わっているのかもしれない。

　並木道は果樹園に挟はさまれて延のびている。左手奥に、白い石いし壁かべのこぢんまりとした家が見える。あれだろうか、とリティーヤは考える。あるいは、そのさらに奥に見える、もっと大きな屋敷の方だろうか。

「どっちだろう……」

　確認しようにも御者はもう馬車に乗り込み、来た道を戻り始めている。

　だが、答えはすぐにわかった。

　爆ばく発はつ音とともに、手前にあった白壁の家の窓硝子ガラスが割れ、炎ほのおが噴ふき出したのだ。

　煽あおられたカーテンがみるみるうちに炎に吞まれる。

　炎は立て続けに、二度、三度と窓から噴き出し、鮮せん烈れつな色を散らす。怪かい物ぶつの吐と息いきの様に吐はき出される黒い煙けむりが、雲で覆おおわれた白い空に強きよう烈れつな対比を生む。

　鮮あざやかな炎の華はなを前にして、リティーヤはただその場に立ち尽つくす。

　最初に感じたのは恐きよう怖ふだ。

　足が竦すくみ、動かなくなる。

　へな、と腰が抜ぬけて尻しり餅もちをつく。

　だが、心臓は恐怖以外の感情で、どくんどくんと暴れ出す。

　リティーヤの視線の先で、炎が屋敷を包み込もうとする。

　その中に、ひょっとしたら──

　──ひょっとしたら、《グリーンワードの魔導書》があるかもしれない。

　まだ見ぬ世界。まだ触れぬ世界。

　今に繫つながる過去の遺産。

　魔ま術じゆつと神秘の魔導書。

　──見てみたい。

　リティーヤはその衝しよう動どうに突つき動かされ、勢いよく立ち上がった。




　白壁に枯かれた蔦つたが這はっている。

　小さいが、しゃれた構かまえの家だ。屋敷と言ってもいいだろう。

　二階部分の幾いくつかの窓からは炎が噴き出していたが、一階はまだ無事のようだった。

「井い戸どはあっちね」

　いざという時の魔術のために水の在あり処かを確かく認にんしてから、両開きの玄げん関かん扉とびらに飛びつく。

　その扉を開けた途と端たん、再び足が竦んだ。

　見知らぬ人間が入ってすぐの廊ろう下かに倒たおれていたのだ。

　大の字に寝ね転ころがり、その身体からだの下には血ち溜だまりができている。

　リティーヤは唾つばを吞み込み、その動かぬ身体にそろそろと近寄った。目も口もカッと開かれ、息がないのは明らかだった。

　手を伸ばし、目を閉じてやった。

　リティーヤには、それだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　立ち上がり、煙に備えて大きく息を吸い、階段を駆かけ上る。

　二階の廊下にはまだ煙はなかったが、吸い込む空気は熱く、息苦しい感じがする。

　その時──




　目の前で、扉が吹ふき飛んだ。




　木もく片へんがリティーヤの方にも飛び、二の腕うでを掠かする。

　扉が吹き飛び向かいの壁にぶち当たって砕くだけた一秒後、黒いケープを翻ひるがえし、廊下に転がり出てくる人ひと影かげがある。

「!?」

　ろくに反応できずにいる間に、その影に突き飛ばされる。

　尻しり餅もちをつく隙すきに背後に回り込まれ、腕で喉のどを絞しめ上げられる。

　さらに目の下に硬かたいものをあてがわれる──ナイフだ。

「まあ、可愛かわいい子」

　楽しそうな女の声が、リティーヤの耳元に囁ささやかれた。

「ヤムセ、もしかしてあなたの後こう輩はい？　それなら、私も可愛がってあげなくちゃ、ね」

　その言葉とともに、ぐ、と目の下を刃は先さきで押される。

　だが刃が眼球をえぐる前に、女のナイフは突とつ然ぜん砂となって崩くずれる。あら、と女が残念そうに呟く。

「リティーヤ！」

　自分の名を呼ぶ声に顔を上げれば、ヤムセが廊下に飛び出てきたところだった。

　距きよ離りは五歩。彼は一気にそれを詰つめる。

　ケープ姿の女はそれを見計らい、リティーヤを彼の方へ突き飛ばす。

　ヤムセはリティーヤを受け止める他ほかない。リティーヤはあまりの事態に目を閉じるが、彼はリティーヤの金きん髪ぱつの向こうに、女の笑えみと素す早ばやく取り出された二本目のナイフを見る。

　ナイフが煌きらめく。リティーヤの背中めがけて振ふり下ろされる。

　今度は、魔術では間に合わない。

　彼は咄とつ嗟さにリティーヤを自分の背後に突き飛ばした。

「きゃ」

　床ゆかに倒れ込むリティーヤの悲鳴を背中に聞きながら彼自身も身を捩よじる。が、一いつ瞬しゆん遅おそく、女は手首を返してさらに踏ふみ込む。

　ず、とナイフがヤムセの脇わき腹ばらを貫つらぬく。

「形勢逆転ね」

　ユローナの笑みがヤムセの目の前に迫せまる。吐息のかかりそうな距離。ユローナは手首を捻ひねってナイフを抜き、ヤムセは脇腹をえぐる痛みをねじ伏ふせ、剣を横ざまに振るう。

　ユローナは後ろに跳とんでそれを避よける。

　剣を振りきったヤムセは堪たまらず片かた膝ひざをつく。

　その膝が床に落ちた時、彼の背後に庇かばわれていたリティーヤも声を取りもどした。

「先生っ、血……！」

「逃にげろ！」

　ヤムセが怒ど鳴なるが、リティーヤは彼の足あし下もとに徐じよ々じよに形成されていく血溜まりに目を奪うばわれ、動けない。

「せん──」

「廊下の突き当たりの窓から外へ出ろ！」

　そう指示する彼は、血溜まりに膝をつき、傷口を手で押さえながらも、剣を支えに立ち上がろうとしていた。

　彼の向かいには、黒いケープを身にまとった美しい女が闇やみのように凝ぎよう然ぜんと立っている。

　女は、笑っていた。

　緩ゆるくウェーブした金髪が丸みを帯びた輪りん郭かくを縁ふち取どり、肩かたより長く伸びている。黒い衣い装しようの中で浮うき立つ白い顔。長い睫まつ毛げの下からは紫むらさきの虹こう彩さいがちらちらと覗のぞく。ひどく美しく、蠱こ惑わく的な容よう貌ぼうの女だ。そしてなおかつ、その笑顔には独特の気品というか、穏おだやかな気高さのようなものがにじみ出ていた。

「ごきげんよう、可愛いお嬢じようさん」

　女は、濡ぬれたナイフを一振りし、血を払はらった。

　──あれは師の血だ。

　女が何者なのかリティーヤにはわからない。わからないが、明らかに敵だ。

　だから身構え、魔力によって大気に命じた。

「吹っ飛べ！」

「やめろリティーヤ！」

　ヤムセがそう叫び終える、前に。

　女の身体がリティーヤの言葉通り廊下の端はしまで吹き飛び、突き当たりの壁に激突する。

　リティーヤの魔術が大気に圧力差を生み、突風を発生させたのだ。

　リティーヤはすぐさまヤムセの方へ駆けた。

「先生！」

「ダメだ、逃げろ！」

　ヤムセに怒鳴られた時、リティーヤは彼の傍かたわらに辿たどり着き、その顔を覗き込んだところだった。逃げろ？　どうして？　あいつ、飛んでいったじゃないの──師の言葉を、リティーヤは理解できない。

「リティーヤ！」

　彼はリティーヤを睨にらみつけ──いや、その背後にあるものを睨みつけ、リティーヤの身体を押しのけて立ち上がろうとする。

　だがそれが果たされる前に、リティーヤは、背後から至近距離で囁かれる声を聞いた。

「自己紹しよう介かいもしてくれないの？」

　高く、甘く、柔やわらかな声。脳を引っかき回すような、女の声。

　ついさっき、リティーヤの魔術で吹っ飛ばされたはずの。

「そいつに手を出すなユローナ！」

　ヤムセの絶叫の意味するものを理解する前に、リティーヤは女に蹴けり飛ばされた。

　倒れ込んだリティーヤの背後で、鋼はがねと鋼の打ち合わされる音が響ひびく。ヤムセがユローナに斬きりかかり、ユローナがナイフでそれを受け流したのだ。なおも数合彼らは斬り結ぶ。リティーヤはその間に逃のがれようと部屋に飛び込む。

　だが、その途端思わぬ熱気に不意を打たれ、足を止めてしまう。

　部屋中、いたるところで、火の手が上がっていたのだ。

　カーテンは燃え、家具は部屋の隅すみに押しつけられるようにして壊こわれ、やはり燃えている。絨じゆう毯たんや天てん井じようもその炎ほのおに包み込まれつつある。

　そして熱い空気に咳せき込んだリティーヤは、再び背中に衝しよう撃げきを受ける。

　倒れ込む。目の前がちかちかする。立ち上がれず、床に這はいつくばる。

　足音を聞き、怯おびえながら手をついて顔を上げると、そこにはリティーヤにたった今蹴りを放った女が立っていた。

　女はその視線に気付き、肩をすくめて言った。

「私があの程度の魔術で吹き飛ばされるわけないでしょう？　吹き飛ばされたように見えたのは、私があなたに見せた幻まぼろし。ふふ、ダメよ。〈夢〉魔術の使い手相手に、目で見えたものを信じていては」

　授業で習わなかった？　ほら、こんなふうに、と言って指を鳴らす。

　床について身体を支えていたリティーヤの腕が、突然ヘビになってうねった。リティーヤは悲鳴を上げてのけぞる。

　だが、気付いた時には、ヘビは消え、腕は元通りになっている。

　女は滔とう々とうと説明した──教師のような口調で。

「〈夢〉魔術は人の精神こころを操あやつるの。思い通りの印象を刷すり込み、現実の光景を置き換かえてしまう。特に気をつけなくてはならないのは魔術を使う時ね。勿もち論ろん、瞬まばたきなんてもっての外ほか。その隙に私の魔術はあなたの精神に入り込む。覚えておきましょうね、生きていたら。わかった？」

　リティーヤは答えなかった。何がなんだかわからなくて、まだ混乱し続けていたのだ。

　女は柳りゆう眉びをひそめ、リティーヤの腹をずだ袋ぶくろでも蹴るように蹴り上げた。

　リティーヤは悲鳴を上げ、這いつくばった。

「ほら、わかりました先生って言ってちょうだい。ね？　会話を楽しみましょう？」

　女は笑った。ころころと、おかしそうに。

　──怖こわい。

「ああ、いい顔ね。ほんと素敵。綺き麗れいな顔」

「あんた、なん──あっ！」

　もう一度腹を蹴られた。
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「あ……ぅ」

「いい声。ねえ、ヤムセ、聞いてる？　あなたの後こう輩はい、とってもいい声で歌うの」

　女がすぐそばに膝をつき、ナイフを掲かかげる。刀身が炎を映して明るく輝かがやく。

　それが、空気を切り裂さきリティーヤの肩口に振ふり下ろされる。

「……あっ」

　刃やいばが肉を切り裂き体内に侵しん入にゆうする。骨を掠かすめる。その音を聞く。

　骨を掠めたナイフの深い衝撃。目の眩くらむようなはっきりとした痛み。

　リティーヤは悲鳴を上げた。

　女は、苦痛に泣くリティーヤを睥へい睨げいして女王のように傲ごう然ぜんと笑う。笑いながらリティーヤを何度も蹴り上げ、なぶる。アリを踏ふみにじる子どものように容よう赦しやなく。

　このままでは殺される。

　恐きよう怖ふが、緊きん張ちようが、混乱が、苦痛が、リティーヤの内部で膨ふくれあがる。

　アリのように殺される。踏みにじられ、殺され、殺さ──




　死にたくない！




　膨ふくれあがった恐怖が、限界を超こえて弾はじける。

　感情の爆ばく発はつが頭を真っ白に焼き尽つくす。身体からだがびくんっと跳はね上がる。目を見開く。

　生に向かう本能が扉を開ける。

　リティーヤの身体の奥で、熱と炎と光の世界への扉が開け放たれる。

　燃えさかる石炭を吞のみ込んでしまったかのように腹の底が熱くなる。その熱は全身を駆かけめぐり、髪かみの先から火花を散らし、指先から陽炎かげろうを立ち上らせ、爪つめを立てた絨毯を燃え上がらせる。

　全身を内部から焼き尽くす熱さに、絶叫がリティーヤの喉のどをついて出る。

「あああ！　ああああああああっ！」

　同時に、室内のあちこちで燃えていた炎が、勢いづいて伸のび上がる。灯油でもばらまいたような激しさで、黒い煙けむりと赤い炎が急速に部屋を嘗なめ上げていく。

　そのさまを、黒いケープの女は呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「まさか」

　絨毯を這って伸び上がった炎が、その呟つぶやきごとケープの女を足あし下もとから包み込む。

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべる美しい顔が、白い指が、炎の中に吞み込まれる。

　黒いケープが熱風を孕はらんで翻ひるがえる。

　ケープの女を吞み、なお天井まで燃え上がる炎の柱を前にして、リティーヤは這いつくばって呻うめきとも叫さけびともつかない声を上げる。全身が焼けるように熱く、苦痛のあまり喉を搔かきむしり絨毯に爪を立てもがく。炎は今や明確にリティーヤの声に従って伸び縮みを繰くり返し、天井を焼いてさらに燃え広がっていく──

　熱と炎と光の世界が、物理法則をねじ曲げ現実を侵食して部屋一いつ杯ぱいに顕けん現げんした。

「リティーヤ！」

　いつもは決して荒あららげられない声が、耳が痛くなるほど間近でリティーヤの名を呼んだ。

　頰ほおに衝撃──二度。強く。それで、やっとリティーヤを内部からさいなむ熱が和やわらいだ。

　同時に、周囲に満ちていた熱気も弱まっていく。

　女を包み込んでいた炎の柱もかき消える。

　炎の中から再び現れた女の顔には、火傷やけど一つない。僅わずかにケープが焦こげているだけだ。

　ただ、その胸むな元もとから赤い光が漏もれ出ている。

「なんてこと……」

　女は懐ふところから赤い光の正体を引っ張り出した。

　それは、三角形をした、平たい石の板だった。

　その石板が、リズミカルに明めい滅めつを繰り返す。

　明滅の間かん隔かくは次し第だいに広くなり、やがて完全に消える。

　女は呆ほうけたような顔で、リティーヤを見やる。

「今のは……あなたの魔術ね？」

　その顔が、突とつ然ぜんうっとりとした笑え顔がおに変わる。

「素す敵てき」

　熱に浮かされたように呟く。

「なんてこと──素敵！　こんなことがあっていいのかしら、石板とこんな子が一度に手に入るなんて。運命ってあるのね──ううん、違ちがうわね、そうじゃない、そうじゃなくて──」

　だが、女はそこで口を閉とざし、その場から跳とび退のく。

　ケープの裾すそがぱっくりと切り裂かれ宙に舞まう。

「悪いが《学園うち》の生徒だ。私を無視して話を進めないでくれ」

　ヤムセがリティーヤを背後に庇かばってそう言った。

　女は端はしを切り裂かれたケープを摘つまみ、軽くヤムセを睨にらみつけた。

「私がその子にばかりかまうものだから、放ほうっておかれて寂さびしくなったの？」

「ああ寂しいとも。だから私との用件に集中しろ」

　それはそれまでの指導教官の声とは少し違った。ざらついたような悪意が──いや、憎ぞう悪おが、はっきりと表れていた。初めて出会った彼の激情に、リティーヤは知らず身を硬くする。

「傲ごう慢まんな男ね」

　女は笑って後方へさらに跳ぶ。ヤムセの魔術がさらに彼女の髪を、ケープを切り裂く。その風の刃をことごとくかわし、女は倒たおれた扉のそばに立つ。

「でも今日はここまでよ。この屋や敷しきはもう保もたないもの。人も来るし──」

「ユローナ!!」

　リティーヤは愕がく然ぜんとして、ヤムセの背中をまるで別人のものであるかのように見上げた。

　彼のそんな声を聞いたことはなかったのだ。そんな──せっぱ詰つまったような声は。

　その声に、女もまた足を止めた。

　止めて、まっすぐにヤムセを見つめた。

「……大だい丈じよう夫ぶよ」

　小さな、睦むつ言ごとを囁ささやくような声で、女は言う。

「また会えるわ──」

　だが、その後の女の言葉も、ヤムセの返答も、リティーヤは聞くことができなかった。

　熱と入れ替かわるように襲おそってきた悪寒とともに、意識を失ったのだ。




　小さな、睦言を囁くような声で、女は言う。

「また会えるわ──」

　彼女の声は予言じみた響ひびきを持っていたが、実際には確固とした意志に基もとづく宣言だった。

「──だって、私はその子を奪うばわなきゃ」

　紫むらさき色いろの双そう眸ぼうに、部屋を焦がす炎ほのおが閉じ込められている。

「私は、あなたからその子を奪わなきゃ」

　炎に当てられ火ほ照てった頰に美しく残ざん酷こくな微笑ほほえみを浮かべ、彼女は囁く。

「私はわがままだから、欲しいものは幾いくつもあるわ。私は石板もその子も欲しい。でも一番欲しいのは、あなた」

「ユローナ」

　喉から絞しぼり出す様に、彼はその名を口にする。

　そこに、常の淡たん々たんとした色はない。

　ただ、切実に、狂くるおしく、

「ユローナッ！」

　その名を呼ぶ。

「あなたの苦く悩のう。あなたの憎悪。あなたの孤こ独どく──だから私はその子を奪う」

　彼らの間で互たがいの生み出した魔術がぶつかり合い、余よ波はが突風となって吹ふき抜ぬける。風は一いつ旦たん炎を押しやり、しかしすぐにそれを勢いづかせる。

「そしてあなたも私が欲しい──」

　再び魔術がぶつかり合う。家屋が衝しよう撃げきに耐たえきれず、壁かべが、床ゆかが、びりびりと揺ゆれる。

　恋こい人びとに向けるような艶つややかな笑みを、彼女は彼に向ける。

「私の命が」

「ユロォナぁああああ！」

　仇かたきに向けるようなはっきりとした憎悪を、彼は彼女に叩たたきつける。

　どぅん、と。

　みたび殺意と魔術が交こう錯さくし、家屋はそれに耐えきれず本格的な崩ほう壊かいを始めた。
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　地じ吹雪ふぶきの凱がい歌かが聞こえる。




　指が冷たくて動かない。

　ブーツを奪われた足はもう感覚がない。

　頰ほおが痛いのは、冷たいからだろうか、殴なぐられたからだろうか。

　目の前を通り過ぎていく人々は、小こ汚ぎたない子どもに見向きもしない。

　誰だれもリティーヤを視界に入れようとしない。

　入れても、すぐに視線を逸そらす。

　九歳の冬、世界はリティーヤに冷たかった。

　街灯の陰かげで、馬車の音を聞きながら、リティーヤは静かに冷たくなっていく。

　熱を奪われ、平らに均ならされ、世界と同じ温度になっていく。

　死は、その平均化の向こうにある。




　絶ぜつ叫きようして飛び起きた。

　それでもそこはまだあの地吹雪の吹きすさぶ白い街角であるかのように寒く、リティーヤは泣いて震ふるえる。

　時間の感覚がわからない。

　自分の歳としすらわからない。

　背中を丸めてベッドの上で泣いていたら、撫なでてくれた手があった。

　リティーヤは突然現れた手に怯おびえて悲鳴を上げ、振ふり払はらった。

　だが、その手はリティーヤを強ごう引いんに捕つかまえる。

　捕まえ、抱だき寄せ、抱きしめる。

　冷たくなった手足をさすられ、背中を撫でられ、リティーヤはその腕うでの中でもう一度凍こごえながらまどろみ始める。
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「むぐ」

　リティーヤは重くて目が覚めた。

　明るい光が目を刺す。

　まぶしさに目を閉じ、しかし二に度ど寝ねするには布団ふとんが重すぎたので、もう一度目を開けた。

「ああ……」

　やっぱり、布団が多すぎる。一、二、三、四……五？

　五枚ものかけ布団に押し潰つぶされていたのだ。それでは眠れない。第一、暑い。

　リティーヤはもそもそと動きだし、布団から這はい出るか、何枚かはぎ取ろうとして──

　──寝間着しか身につけていない自分の胸の上に載のった、一本の腕に気付いた。

「……あれ」

　ぐるりと反転して、背後を、つまり今まで自分がもたれかかっていたものを振り返って見る。

　そこにいたのは、銀ぎん髪ぱつの見知らぬ青年。

　リティーヤは凍こおり付いた。

「──ん？」

　青年は薄うすく目を開け、瞬まばたきをし、リティーヤと目を合わせた。

　そして、どういう神経の持ち主なのか、大変愛想良く、穏おだやかに微笑んだ。

「あ、おはようございま」

「ひあ、ああっ！」

　リティーヤは青年を突つき飛ばし、蹴け飛とばし、とにかくベッドから追い出し、自分から遠ざけた。青年は寝ぼけ眼まなこを擦こすりつつ、床に尻しり餅もちをついてリティーヤを見上げた。

「何か誤解を──」

「そこで待てぇえっ！」

　リティーヤは布団で胸むな元もとを隠かくし、びしっと青年に指を突きつけて叫さけんだ。

「いえ、イヌじゃないんですし」

　青年の呟つぶやきを聞かず、リティーヤは布団を被かぶり、その陰で自分の着衣やら何やらを確かく認にんする。

「寝間着……下着も大丈夫……ええと、それから、それから──」

　それから何を確認すれば良いのだ？

　あの青年は誰で、どうして自分は彼と一いつ緒しよに朝を迎むかえているのだ？

「大だい丈じよう夫ぶですか？　まさか精神面への影えい響きようが──」

「ひいっ」

　ごく近くから聞こえた声に驚おどろいて顔を上げると、再び目の前に青年がいた。ベッドに手をつき、リティーヤの方に身を乗り出している。

　ぎしり、とベッドがきしむ。

「ま、待てと言った！」

「落ち着いて下さい、僕は魔ま導どう書調査委員会の──」

「やああああっ、寄るなあああっ！」

「あ、ちょ、と、蹴らないでください、暴力反対──」

　リティーヤの裸足はだしの足が青年の端たん整せいな顔にめりこみ、青年がまたベッドから転がり落ちそうになり、それを避さけようともがいてリティーヤの腕を摑んだ、その時。

　扉とびらが壊こわれそうな勢いで開き、不ふ機き嫌げんを絵に描かいたようなヤムセが現れた。

「先生っ！」

　リティーヤはこの時ほど指導教官を頼たのもしく思ったことはなかった。飛び起きて青年の手を振り払い、ベッドから転がり落ちるようにしてヤムセの背後に回る。

「あ、あのですねっ、先生、この男がいきなりベッドの上にあたしを押し倒たおして──」

「事実に反はんします。押し倒してません」

「目が覚めたらこの男があたしの胸をーっ！」

「え？　胸？　胸ってどこかにあったんですか？」

「ううう、もう嫁よめに行けない……っ、あたし初めてだったのに……っ！」

「ああ、その点に関しては大丈夫ですよ、この春の統計では、《学アカ園デミー》の魔術師で死ぬまでにまともに結けつ婚こんする人間は一割以下だそうですから。皆みな生しよう涯がいを研究に捧ささげているんです。お嫁に行けないことは不ふ名めい誉よなことではありません。むしろ婚こん姻いんは出世を阻そ害がいするものの一つとして」

「そういう問題じゃないのよぉおおおっ！」

「……二人とも黙だまれ」

　ヤムセが一言そう言い放つと、リティーヤも青年も口を噤つぐんだ。

「ゼストガ」

　ヤムセはまだベッド上にいる青年に言った。

「本当のところどうしたんだ」

「僕の個人的な統計結果では初対面の女性の八割が僕の容よう姿しにほだされてくれるはずなんですが、今回は残る二割の事態が発生したようです。はは、口を開いてから嫌きらわれることはよくあったんですが、挨あい拶さつしただけでこんなに嫌われるのは初めてです」

「事実を簡かん潔けつに、ゼストガ」

「つまり、ちょっとした誤解です。一分ほどいただければ解決されます。問題はありません」

　青年はにこやかな顔で答えた。リティーヤは師の背後から顔を出し、青年を睨にらみつける。

「問題がないっ!?　あんた何言って──」

「わかった。では後は任まかせた」

「って先生！　どういうことですか！」

　部屋を出て行こうとするヤムセの腕を摑み、リティーヤは詰つめ寄った。

「この男とあたしを二人きりにしておくんですか！　また襲おそわれたらどう──」

「リティーヤ」

　ヤムセは自分の腕を摑むリティーヤの指を一本一本外して言った。

「彼はゼストガ。《学園》の魔導書調査委員会の魔術師で、位階は《Ｊジヤツク》。この二日、おまえの看病をしてくれていた」

「二日……え？」

「礼を言っておけ」

　師は弟で子しを置いてさっさと部屋を出て行った。




「つまり、僕はリティーヤさんに手を出していない、ということです」

　相手を落ち着かせるような穏やかな声と笑顔で、青年は言った。

　だまされるものかと、リティーヤは目の端はしに涙を溜ため、青年をキッと睨みつける。

「ベッドに入り込んで何が看病よ！　噓うそついたって──」

「本当です。僕は、リティーヤさんの体温を維い持じするために、添そい寝をしていただけです」

　思わぬ言葉に勢いをそがれ、リティーヤは聞き返した。

「…………添い寝？　体温？」

　青年はにこにこと笑顔で説明した。

「リティーヤさんは、この二日間、日中は発熱していて、日が沈しずむと体温が急に下がる、という状態を繰くり返していたんですよ」

「…………そ、」

　そんなバカな症しよう状じようがあるものかと言おうとして、リティーヤは口を噤つぐんだ。

　そういえば、夢の中のことのようで判然としないが、何やらひどく寒気がしたり、熱にうなされたりしていたような気がする……

「たぶん、ユローナとヤムセ先生の魔術に当てられて、体温調節機能に異常を来きたしてしまったんだと思います。似たような状じよう況きようではまた同じことが起こる可能性もありますが、ひとまずはもう大丈夫です」

「…………は、えと」

「というわけで、二晩ほど添い寝はいたしましたが、別に妙みようなことはしてません。その気も起こりませんでした。はは、リティーヤさんの貧ひん弱じやくな身体からだを前にしたところで妙な気が起こるわけないじゃないですか。ほら、僕、服もちゃんと着てるでしょう？」

　リティーヤは自分の身体をあちこち確かめた。

　だが、特に青年の言葉を否定するような証あかしは出てこない。

　思い返してみれば、先さき程ほども師はベッドの上にいるゼストガを見たのに何も言わなかった。あれは彼がいるのが当たり前だからで、つまり師の言った看病というのは添い寝のことで──

　リティーヤは事態を理解した。

　つまり、すべては自分の勘かん違ちがいだったのだ。

　勘違いで、自分は恩人を足あし蹴げにしたのだ。

「……お、お世話になりまして、その」

「お礼もお詫わびもなしで結構ですよ。添い寝は仕事のうちです。今回派は遣けんされた人間の中に女性メンバーがいればよかったんですけど、そううまくいかなくて。かといって外部の人間に任せて、妙な噂うわさでも流されたら面めん倒どうです──体温が昼夜で上下するなんて、ちょっと症状が怪あやしすぎますからね、下手したら奇き病びようだって騒さわぎになりますよ……あ、まだあんまり長く起きていてはダメですよ、休んでください」

　青年は、病やみ上がりのリティーヤをもう一度きちんとベッドに寝かせ、自分は騒そう動どうで倒れていた椅い子すを元に戻もどし、そこに腰こし掛かけた。

「では、あらためまして。ゼストガと言います。魔導書調査委員会の下したっ端ぱです」

「…………リティーヤです。どうも……お世話になりました……」

「それはもううかがいました」

　青年は灰色の目を細め、にこりと微笑ほほえんだ。

　銀髪は肩かたにかかりそうな長さで、肌はだは白い。身体はヤムセより細くて、柔にゆう和わで綺き麗れいな顔立ちをしている。その顔に善人然とした笑みがよく似合う。

　──と。

「うひっ」

　リティーヤは足首の辺りに冷たいものが当たるのを覚え、悲鳴を上げた。

「？　どうしました？」

「あ、ああ足に何かっ」

　リティーヤは慌あわてて足を引っ込め、布団をめくった。

　シーツの上には、何故なぜか拳こぶしほどの大きさのカメがいた。

「!?」

　しかも甲こう羅らから鳥のような翼つばさが生えていて、それをぱたぱたと動かしたかと思うと、突とつ然ぜん宙に浮ういた。

「あ、ヤバイヒトクイガメですね」

　青年の呟つぶやきを聞き、リティーヤはずさあっとベッドの端まで退しりぞいた。

「やばい人食いガメ!?」

　小さなカメはリティーヤを見て、しぎゃあと口を開けた。

　少し可愛かわいい。

　リティーヤは我に返った。この翼の生えたカメのことなら、たぶん知っている。

「……違いますよね？」

「あれ？　えーと、ヤバイ……ヤバサ……ツバサ？」

「……ツバサカミクイガメ」

「そうそう、それです。はは、女性の名前は間違えたことないんですが。あ、カメって泥どろ臭くさくて大だい嫌きらいですから、できるだけ僕に近づけないでくださいね」

「……いいですけど」

　リティーヤはふらふらと浮いているカメを捕つかまえた。

　カメはゆっくりと手足を動かすが、宙を搔かくだけであまり抵てい抗こうになっていない。

「おお、星形模様。こんな感じだったんだ……」

「こんな？」

「あ、これ、今回の実地調査の調査対象だったんです。あたしはまだスケッチでしか見たことなくて。そろそろ冬とう眠みんから覚める頃ころなので、あたしと先生だけ先にこっちに来て、下調べとか、準備を始めてたんですが……」

「ああ、そういえばこちらには調査でいらしてたんでしたね」

　カメと少女という微笑ましい光景に、青年は目を細める。

「ずいぶん大量発生するんですね。この二日でもう町中カメだらけですよ。部屋にまで入り込んで、書類食い散らかすわ、髪かみの毛引っ張るわ……ふふ、あの時はよっぽどこのまま魔術で吹ふき飛ばしてやろうかと思いました。ほんといやですね、人間以外の生き物って」

　リティーヤは目の前のカメが吹き飛ばされないよう、そっと背後に庇かばった。

「あ、いやだなあ、実際に吹き飛ばしたりはしませんよ。ツバサカミクイガメの甲羅ってダイヤモンドより硬かたいんでしょう？　さすがに吹っ飛ばした拍ひよう子しに周りに被ひ害がいが出てはなんですからねー」

「出なきゃやるんですか」

「あははははは、愚ぐ問もんですね。まあ、それはともかく、もう少し暖かくして休んでください」

　カメ以外には優やさしいのか、青年が布団をかけてくれた。

「あ……どうも」

「まだ熱が少し上がるかもしれませんね、安静にしていてください。気温も元に戻り始めてますし……」

　青年はリティーヤを寝ねかしつけ、布団をきっちり肩までかぶせて言った。

「石板が奪うばわれてしまいましたからね、今はもう平年並みに戻りつつありますよ」

「？」

「ああ、知られていませんが、〈昼〉の石板には存在するだけで周囲の環かん境きように影えい響きようを与あたえる力があるんです。ここ数日の気温の上じよう昇しようはそのせいですよ。石板があったから、気温が上がっていたんです。過去の資料を基もとに石板による環境変化のモデルパターンを作っていたんですが、それにぴったり当てはまりました。でも、それを知らせる電報とヤムセ先生が行き違ってしまって──」

「…………」

　リティーヤは、十秒ほども経たってから、やっと事態を吞のみ込んだ。

「…………えっ!?」

　がばりと身を起こす。

　つまり、今回の《グリーンワードの魔導書》は、本物だったのだ。
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　青年は、ざっと事情──つまり、今回取引されていたのが本物の〈昼〉の石板の欠片かけらだったこと、売り手が殺されそれを奪われたこと、奪っていった女がユローナという名であること、などをリティーヤに話して聞かせてくれた。

「屋や敷しきの一階にあった死体は、たぶん、売り手のものですね。ユローナが取引相手だったけれど交こう渉しようが決けつ裂れつしたため争いになったのか、それともそもそも取引相手は別にいて、ユローナは情報を得てそれを妨ぼう害がいし石板を奪だつ取しゆしたのか、どちらかはまだわかっていませんけど」

「はへえ」

　リティーヤは気の抜ぬけたような声を出した。

「はは、可愛らしい声ですが、事態を理解した第一声がそれというのは《学園》の魔術師として少し恥はずかしいことだと思いますよ」

「事が大きすぎて実感がわかないんです」

「あなたの実感は路ろ傍ぼうの石並みにどうでもいいんですが、とにかく僕たちはユローナを取り逃にがし、〈昼〉の石板をも奪われてしまったわけです。意識を失う前のことは覚えてますか？」

「えーと……あれ？　確か屋敷が炎ほのおに包まれて──ヤムセ先生がいて、ユローナが……？」

「ああ、ずいぶんすごい状じよう況きようだったみたいですから、記き憶おくが飛んでるのかもしれませんね」

「あ！」

　リティーヤは悲鳴じみた声を上げた。

「先生、確かケガして……！」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。ヤムセさんは肉体関係の魔術がお得意な方ですから、傷を癒いやすのならお手の物ですよ。ほら、リティーヤさんの傷もちゃんと治ってるでしょう？」

「傷？　あ……そっか」

　リティーヤは指し摘てきされて初めて、自分の肩の傷が痕あとも残さず治っていることに気付いた。同時にその傷を負った時の痛みを思い出し、思わず目を閉じる。

　傷を負う前後の記憶はひどく混乱している。傷の痛みの他ほかに思い出せるのは、ユローナという名のあの女が恐おそろしかったことと、部屋を包みつつあった炎の熱くらいだ。

　癒いやされたはずの傷がまだ痛む気がして、リティーヤは肩を手で押さえた。

「ユローナの名は、ご存じですね？」

　リティーヤはハッとして目を開け、頷うなずく。

「はい。元《学アカ園デミー》の魔術師……ですよね？」

　この町の特産品になりつつあるユローナだが、元々は一人の天才女魔術師の名だ。

　彼女は、《学園》の魔術師として将来を嘱しよく望ぼうされながら、ある日突とつ如じよとして《学園》を飛び出し、フリーの魔術師となった。

　大量の研究資料を持ち出して。

　そのために《学園》が被こうむった損失は計り知れない。ユローナは最さい先せん端たんの研究に関かかわり、多くの機密情報も扱あつかっていた。それらすべてが流出したのだ。

「《学園》を出しゆつ奔ぽんしてからも、どこかの国を裏から動かしてるとか、人体実験をしてるとか、とんでもない魔術を開発したとか……まあ、そういう噂うわさには事欠かない人です。研究資料を奪われた件もありますから、《学園》は彼女の首に賞金をかけています。とんでもない額のね」

「そのユローナが、今度は石板に目をつけた……」

「そういうことです」

「……で、実際に石板は奪われてしまった……て、あ、え？」

　リティーヤはようやく事の重大さを悟さとり、すうっと血の気が引くのを覚えた。

「……も、もしかして、あの、その」

「はい？」

「ユ、ユローナに石板奪われたのって、あああああたしのせいですか!?」

「あはははは。やっと気付いてくれましたか。そうです、そうそう。あなたのせい。あなたがヤムセ先生の命令破って宿抜け出して取引現場に行ったせいです。あれがなければヤムセ先生が石板確保もできてたかもしれませんからねえ。はははは」

「は、はははってあのぉおお!!」

　リティーヤは涙なみだ目めで青年を見上げた。

　だが、青年は思いもよらないことを言った。

「でも、リティーヤさんの監かん督とく責任はヤムセ先生にありますから、過失を問われるとしたらヤムセ先生の方でしょう」

「…………は？」

　ですから、と青年は指を一本立てて説明する。

「リティーヤさんはまだ専門課程に入って一週間足らずでしょう？　そんな状態で責任取れなんて無茶ですよ。監督しきれず、リティーヤさんを危険な目に遭あわせ、ユローナを取り逃がしたヤムセ先生にこそ問題の責任はありますから」

　リティーヤは口をぽかんと開けた。

　先生の責任問題？

「で、でも、先生はあたしに宿で待ってろって言ったんですよ？　それに従わなかったのはあたしなのに」

「それでも、ですよ」

「そんな！　先生に責任はありません、あたしが自分で──」

「あのですね、リティーヤさん」

　青年は子どもに理り屈くつを教えるように──実際子どもを説得するようなつもりなのだろう──ゆっくりと語った。

「責任がどこにあるのかを決めるのは、僕でもリティーヤさんでもありません。《学園》の偉えらい人たちです。僕は、彼らがたぶんヤムセ先生に責任があると判断するだろう、という話をしただけです。僕に食ってかかっても、どうにもならないんですよ。先生が悪くないと思うのなら、僕の前でなく、そういう偉い人たちの前で言ってください」

　リティーヤは愕がく然ぜんとして、まだ納なつ得とくできないまま、シーツを握にぎりしめた。

「……もしも、ユローナが捕つかまらなかったら、先生はどうなるんですか」

「さあて、どうなるんでしょうねえ。さすがに《グリーンワードの魔導書》ですからねえ……でもヤムセ先生も今回の件は引き続き参加されますし、そこでの働き如何いかんではないでしょうか」

　再び予想外の言葉を聞いて、リティーヤは青年を見やった。

「先生、まだ捜そう査さに参加するんですか？」

「ええ、そういう命令が本部の方から来てたみたいですよ」

「でもこれって本当は調査委員会の仕事ですよね？　ヤムセ先生はたまたま人がいなくて臨時で関わっただけなんですから、これ以上この件に関わる理由はないと──」

　そこまで言ってしまってから、リティーヤはその理由に思い当たってしまった。

　あのサーベル。

　あのサーベルは決して護身のためのものではない。そんな代しろ物ものではない。

　そんなものをただの調査にまで持ち歩かねばならないのだとしたら──

「……ゼストガさん」

「はい？」

「正魔術師って色々仕事を任されるんですよね。ヤムセ先生の場合、あたしの指導の他にどんな仕事をしてるんですか？」

「渉しよう外がい担当官と聞いています」

　つまり外部との交渉や折せつ衝しように当たる専門官だ。

「中でも他の魔術師組織との交渉がご専門だそうです」

「他の魔術師組織ということは、たとえば、あんなふうな……その、荒あら事ごと、も仕事の一部なんですか？」

　青年は曖あい昧まいな笑えみを見せただけで、答えなかった。

　リティーヤは、それを肯こう定ていととった──そして、それで間ま違ちがいはなかった。

　サーベルは、そのためのものだ。

「…………だから、先生は、今回の件に今後も関わるんですね」

「そうなります。……実は、僕も少し不思議なんです」

　青年はヤムセの出ていった扉とびらを振り返り、独り言のように呟つぶやいた。

「あの人が、どうして生徒を持つことになったのか。指導役に回るにはまだお若くて、むしろ担当官のお仕事に専念された方がいいような気がするのですが……」

「…………」

「こう言ってはなんですが、あの人は、現場にいるべき人間です。あなたのような研究生のお守もりをしているのは、到とう底てい適材適所とは言えません」

　リティーヤには肯定も否定もできない。リティーヤは指導教官について何も知らない。彼がどんな実績を今まで上げてきたのか、どんな仕事をこなし、どんな人間と関わってきたのか、まったく知らないのだ。

　だが、それでも、自分が指導教官にとってとんでもないお荷物なのだ、ということはわかってきた。




　ヤムセが再びリティーヤの寝ねかされている部屋を訪おとずれたのは、それから間もなくのことだ。

　彼はリティーヤについていた青年をよその部屋に送り出すと、椅い子すに座りもせず言った。

「調査は中止。私はしばらくこの件に関わる。おまえは片がつくまでよそにいろ」

「……はい」

　ヤムセは書類を持った手を腰こしに当てリティーヤを一いち瞥べつし、訝いぶかしげに眉み間けんの皺しわを深くした。

「神しん妙みようだな」

「事情、聞きました。ご迷めい惑わくをおかけしたのはわかりましたから」

「……そうか」

　ヤムセは少しの間言葉を探すように沈ちん黙もくしたが、結局事務的な用件を告げた。

「急で悪いが、この件が片づくまでだ。私の師がおまえを預かってくれる」

「先生の……先生？」

「ヴォルド先生という。今は《学園》をやめてこの近くで牧場をやっている。彼のところなら、《学園》に戻るよりは近い。期間は最長で一週間。捜査にそれ以上かかるようなら、うちの研究室の人間におまえを引き取りに行ってもらう。後はその指示に従え」

「わかりました。先生、あの」

「謝罪や反省文は必要ない。質問は受け付けん」

「一つだけ」

　リティーヤは今自分は、路頭に迷った子どものような、情けない顔をしているのだろうなあと思いながら、ヤムセの仏ぶつ頂ちよう面づらを見上げた。

「……先生って、なんであたしの先生なんですか」

　ヤムセは不ふ機き嫌げんそうにリティーヤを見下ろした。

「知るか」

　こっちが知りたいくらいだ。

　吐はき捨てるような声こわ音ねに、彼は不機嫌そうなのではなく紛まぎれもなく不機嫌なのだとリティーヤも悟り、自分のお荷物加減をあらためて自覚した。
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　車窓を流れる景色を、リティーヤはぼんやり眺ながめていた。

　先さき程ほどまでツバサカミクイガメが飛んでいるのが見えていた。彼らの棲せい息そく地域は狭せまく、もう車窓にカメが見えることはない。ダイヤモンド並みかそれ以上の硬こう度どを持つ彼らがぶつかると車体の方に被ひ害がいが出るので、棲息地域を通る時は汽車はカメ除よけの笛を鳴らしかなり減速するのだが、今は徐じよ々じよに速度を上げ始めている。

　二等車は空すいていた。目的地には、夕方まで汽車に揺ゆられていれば自動的に着く。

　ぼんやりとため息をつくと、窓硝子ガラスが曇くもった。

　リティーヤは問題児だったから、叱しかられるのなら慣れていた。説教もよくされたし、罰ばつ当番だって何度も食くらった。それでも説教されるのが自分一人である限りは、大して応こたえなかった。

　だが、今回の事態はそれらとは違った。

　自分の行こう為いで、他人が責任を取らされる。

　連帯責任でミカや級友を巻き込んでしまった時もかなり応えたが、今回はそれ以上だ。何しろ、連帯責任どころか、自分の尻しりぬぐいを他人に完全に任せて傍ぼう観かんしていなければならないのだ。

　自分の行為に対する責任すら、リティーヤには取れないのだ。

「……あたし、何やってんだろ……」

「リティーヤさん？」

　突とつ然ぜん名を呼ばれ、リティーヤは半分閉じていた瞼まぶたをびくりと持ち上げた。

　向かいの座席には若い男が座っている。名前は……確か、ゼストガ。昨日リティーヤが目覚めた時、そばにいてくれた魔導書調査委員会の魔術師だ。

　彼は何か用があるとかで、途と中ちゆうの駅まで一いつ緒しよに乗っていくことになったのだ。

「具合がお悪いんですか？」

　愛想の良い笑顔で問いかけてくる青年に、リティーヤは首を振る。

「いいえ。大丈夫です。ぼうっとしていただけですから」

「そうですか、ところでその……それはなんですか？」

　青年は、リティーヤの座席の隣となりに積まれた一ひと抱かかえもある荷を指さした。

「あ、あの町の名産でユローナ・ジュースです」

「……は？」

　リティーヤは荷を解き、幾いくつかの瓶びんを取り出した。

「えーと、こっちがユローナ・ジャムですね。甘酸ずっぱくてなかなかです」

「……繰くり返しになりますが、だからそれはなんなんですか」

「ユローナの名前をつけた果物があるんですよ。あ、お一つどうぞ」

　リティーヤは青年にジャムの瓶を一つ渡わたした。青年はその赤いどろりとしたジャムを気味悪そうに眺ながめ、呟いた。

「なんでまたそんな悪あく趣しゆ味みなものを大量に持ってるんですか……」

「もらったんです。さっき、駅で会ったおばさんから。前にちょっと話したことのある人で、町を出るって言ったら、じゃあ持ってけ、と。いつの間にかあたしユローナの赤い実宣伝部長に就しゆう任にんしてたようです。関連商品の命名まで頼たのまれてしまいました。これも人徳でしょうか」

「……十中八九売れ残りを押しつけられただけだと思いますが。……まあ、ユローナ・ジュースもジャムも、ヤムセ先生にはお勧すすめしない方がいいと思いますよ」

　何故なぜそう言われたのかわからず、リティーヤはきょとんとして小首を傾かしげ──ようやく理由に思い当たり、配はい慮りよの足りない自分に、自分でまた呆あきれた。

「……ああ、石板奪うばっていった相手ですもんね。そうですよね、思い出したくもないですよね」

「いえ、それ以前の問題で──ん、あれ？　もしかしてご存じないんですか？」

「？」

「ユローナは昔ヤムセ先生の指導教官だったことがあるそうですよ」

　ブレーキの音。

　レールを擦こするその振しん動どうが車体に伝わる。

　汽車がカーブを曲がり終えるまで、長く、長く、リティーヤは沈黙した。

「……え？」

　長すぎる沈黙の末、ようやくそれだけ聞き返す。

「ですから、この件が無事解決しても、ヤムセ先生の前で気軽にユローナの名前は出さない方がいいと思いますよ」

　青年は車窓を眺め、ただそう言った。

「でも──ちょっと待ってください、ヤムセ先生のお師し匠しようさんってあたしがこれから会いに行くヴォルド先生って方じゃないんですか？　それに、ユローナの関係者は《学園》では遠ざけられているはずでしょう？　なのに、先生の位階は第二位の《Ｋキング》です。二十代で《Ｋ》って出世早すぎるくらいですよね？　それって、おかしくありませんか？」

　青年はその問いには答えなかった。

　車窓を叩たたき始めた雨を見つめ──反対に、リティーヤに訊きいてきた。

「……リティーヤさんは、ヤムセ先生とユローナの戦いの場面にいたんですよね？　あの二人の間でかわされたやりとり、何か覚えてませんか？」

「……いいえ」

　リティーヤはそう答えた。

　噓うそだ。

　ちらりと脳のう裏りを過ぎるやりとりはあった。ユローナの名を、ヤムセが呼んだ。前後の状じよう況きようは忘れたが、それは覚えている。

　まるで、仇かたきの名を呼ぶように、彼は彼女の名を呼んだのだ。

　だが、それはなんとなく、あまり人に言ってはいけないことのような気がした。

「本当に？」

　青年のその声には、ねちっこいような響ひびきがあった。

「本当です。尋じん問もんされてるみたいですね」

「気のせいですよ。たぶんね。僕は普ふ段だんからこうなんです」

　青年は車窓を眺めたままくすりと笑い、リティーヤに視線を戻した。

「ただ、気になっただけです。だって、仮に、ヤムセ先生が《学園》を裏切り、出しゆつ奔ぽんしたとして、あなたは彼を討うてますか？　勿もち論ろん、実力的な問題ではありませんよ」

「……さあ……まだ、出会って一週間も経たってませんから」

「ああ、そうでしたね。あなたの答えでは参考にはならないでしょうね。まあ、とにかく、かつて師であった人をヤムセ先生は討てるんだろうか、と。それが少し、気になったんです」

　彼は窓を覗のぞいて駅が近づいてきたことを確かめ、立ち上がって鞄かばんを手に取った。ゆっくりとブレーキがかかり、車体が止まる──

「もう行かないと。すいません、色々訊いてしまって。不快に思われました？」

「……ええ、幾いく分ぶん」

「そういう顔してますものね。でも、あなたのむくれた顔も好きですよ」

「はあ？」

「美しくはありませんが、泣き顔よりはずっと前向きで、似合ってますから」

「……あたしの泣き顔なんて見てないでしょう？」

「さあ、どうでしょう？」

　青年は今の空のような灰色の目でにこりと笑い、

「では、このジャムはいただいていきますね」

　一礼してコンパートメントを出ていった。




　リティーヤがタラップを降りて、迎むかえが待つはずの駅に降り立ったのは、青年と別れて二時間後のことだった。

　プラットフォームは薄うす汚よごれていた。練ねり歩くコーヒー売りの声はやる気が感じられない。隅すみのベンチは緑色のペンキが鮮あざやかだが、それがいっそう寒々しくすらある。

「リティーヤ、か？」

　低い声で名を呼ばれ、リティーヤは振ふり返った。

　そこに、一人の男が立っていた。

　背が高く、肩かた幅はばがあり、胸むな板いたの厚い五十代と思われる男だ。
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　男の傍かたわらにはイヌが一匹ぴき座っている。毛は長く、白と黒の二色が入り混じり、両の耳と右眼の周り、それに脇わき腹ばらや背中が斑まだらに黒い。イヌはリティーヤを見て、ばふ、と吠ほえた。

　男は火のついた煙草たばこを指の間に挟はさんでいた。

　その灰がイヌの毛先を掠かすめて落ちる。イヌは耳を動かし灰を払はらい、迷めい惑わくそうに主人を見上げた。

　男は煙草を挟んだ指でリティーヤを指し、もう一度確かく認にんした。

「あんたがリティーヤだな？　俺がヴォルドだ」

　リティーヤは深呼吸を一つして、頷うなずいた。
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　駅のある町から牧場までは、ヴォルドの幌ほろ馬ば車しやで二時間ほどかかった。

　牧場に着いたころには日はとっぷり暮れて、月のない空には星が瞬またたいていた。




　リティーヤは母おも屋やの食堂の大きくて頑がん丈じようそうなテーブルの上に、瓶びんを幾いくつも並べていった。

「えーと、ユローナ・ジャムにユローナ・シロップ、ユローナ茶……」

「…………」

　ヴォルドはうんざりした顔で紙巻き煙草をくわえ、頰ほお杖づえをついている。手で押され、頰杖をついた方の頰の肉がぶにっと目元に寄せられている。

　彼は煙草を指でつまみ、白い息と一いつ緒しよに色々なものを吐はき出して言った。

「なあ、一つ聞いてもいいか、あー……」

「リティーヤです」

「おう。リティーヤ。そりゃなんだ」

「名産です」

「…………名産か」

「はい。慌あわただしくて何も用意できなかったので、せめてお土産みやげにと」

「…………そうか、俺ぁてっきり嫌いやがらせかと思ったが」

「なんであたしが初対面の方にいきなり嫌がらせなんかするんですか」

「まあいい、あいつからなんか受け取ってるか？」

「ヤムセ先生からですか？　ああ、手紙を──」

　ヴォルドは音高く舌打ちした。

「くそ、酒の一本も寄よ越こせってんだあのバカ。ほんと気がきかねえな」

「まあまあ、お酒ならこれどうですか。地酒ユローナ」

　いらねえよ、と彼は短くなった煙草を灰皿に押しつけて立ち上がる。

「来な。荷物は部屋に置いてもらう。そのクソ忌いま々いましい土産もだ」

　リティーヤは忌々しいと言われた名産を眺ながめ、これを部屋に運ぶにはまた荷造りした方がいいだろうな、と考えた。




　ヴォルドはベッドサイドのテーブルに手て燭しよくを置き、ランプに油を入れ火を移した。

「へえ……」

　案内されたのは東向きに窓のある小さな部屋で、ベッドにはキルティングのカバーがかけられている。

　リティーヤは鞄をベッドの上に置いた。

「前に手伝いのばあさん住まわせてたんだ。空気は入れ換かえてあるが、掃そう除じはしばらくしてない。気になるなら自分でやれ。道具は廊ろう下かの奥の納なん戸どにある」

「ほいです。あ、先生の手紙──」

　リティーヤはヤムセから預かっている手紙を渡わたそうと、鞄を開けた。

　その途と端たん、鞄から飛び出す小さな影かげがあった。

「うおっ!?」

　出てきたのは、ツバサカミクイガメだった。

「あれ、どうしたの君～、こんなところ、に、入っ──」

　リティーヤは鞄の中を見てぎょっとした。着き替がえの服の上に、紙し片へんがちらばっていたのだ。

「や……やられたっ！」

「なんだ。どうした、おい」

「ヤムセ先生からの手紙食われました！　ツバサカミクイガメの主食は特別な水草なんですけど、それが紙に似てて──」

「ああ、いい。前もって連れん絡らくは受けてる。こっちのはどうせ挨あい拶さつだけだ」

　ヴォルドは鞄の中に手を突つっ込み、比ひ較かく的てき大きな紙片をつまみ上げた。

　確かに、見る限りでは余白が多いようで、文字は少ない。大した内容ではないだろう。

「……つうか余白多すぎ……」

「一行しか書いてねえな、こりゃ」

「ヤムセ先生らしいというか……あ、ちなみにカミクイガメはこういう植物繊せん維いの紙だけじゃなくて髪かみの毛も食べるので気をつけてください」

「知ってる」

　ヴォルドは室内をざっと見回して言った。

「食堂の荷物はこっちに運んでおけ。次俺が見た時にもそのままだったら捨てるぞ。トイレは裏。何か知りたいことは？」

「ええと──ヴォルドさんのことは先生と呼んだ方がいいんですか」

「何もつけるな」

「……ってことは呼び捨て？」

「若いねえちゃんに呼び捨てにされんのが好きなんだ」

　ヴォルドはにやりと笑った。

「呼んでみろよ」

　リティーヤはにっこりと笑え顔がおを作り、ヴォルドの言葉を完全に無視して切り返した。

「ヤムセ先生がヴォルドさんは若く見えても結構年だから労いたわってやれって言ってました。そういえばあたしおじいちゃんっていなかったんです。おじいちゃんって呼んでいいですか？」

「…………そう来たか」

「はっはっは。そう来ますよ。おじいちゃんたらお茶目なんだからもー」

「……まあ、好きにしろ」

　ヴォルドはごま塩頭を搔かくと、手燭を持って部屋を出て行った。




　リティーヤは夜中にトイレに行ったが、その帰り、食堂から廊下へ灯あかりが漏もれていることに気付いた。

　覗のぞくと、ヴォルドが食堂の椅い子すに腰こし掛かけ、蒸留酒の酒瓶を傾かたむけ、グラスに酒を注ついでいる。

　だが、かちんという音とともに酒瓶の口はグラスにぶつかり、グラスは倒たおれ、酒はテーブルに零こぼれてしまう。

　室内に入り、手伝おうとするリティーヤの手を拒こばみ、彼は左手に瓶を持ち直し、己おのれの右手を笑った。

「へ、まったくこのくらいのこともできやしねえ」

　その手首から前ぜん腕わんの内側にかけて、深い傷きず痕あとがちらりと見える。

「土産、部屋に運んだんだな」

「ふあい」

　リティーヤはあくび混じりに答えた。外の冷たい空気を吸ってきたので少しは眠ねむ気けも飛んでいたが、まだ頭の深いところは眠っているような感覚だ。

「ふあ、ああ、もしかして未み練れんわいてきました？　なんでしたら今からでも差し上げますが。そうそう、名前付けたんですよ、宣伝部長として」

「あ、名前？」

「お酒の名前です。名酒ユローナ汁じる」

　ヴォルドは沈ちん黙もくし、痛々しいものを見るような目でリティーヤを眺めた。

「…………まあ、それはさておくとしてだ。何突っ立ってる？」

「あー、いえ、なんでもないです。おやす──」

「ヤムセのこと、聞きてえのか？」

　ヴォルドはグラスを持ち上げ、嘗なめるように酒を吞のんだ。

　ヒゲについた雫しずくを先の尖とがった舌で嘗め取る。

　リティーヤはヴォルドに会った時から気になっていたところを言い当てられ、目を擦こすって少々の眠気を拭ぬぐった。

「……知りたいのは知りたいですけど、こう、そういうのって嗅かぎ回るのはよくないんだろうなあとも思うわけでして」

「どっちだ。教えてほしいのか、ほしくないのか」

　グラスの向こうから、ヴォルドは丈夫そうな歯を見せて笑った。

「あいつの話なら売るほどあるぜ」

「まさか金取るんですか？」

「当たり前だろ。いやなら俺の名前呼んでみろよ、呼び捨てで。耳元で囁ささやいてみろや。ん？」

　リティーヤは彼の物言いに幾いくらか鼻白みながらも、向かいの椅子を引いて腰掛けた。

「悪あく趣しゆ味みですね。こーんな可愛かわいい女の子虐いじめて何が楽しいんですか？」

「可愛いからだ。わかるか？　あんたが可愛いからついつい虐めたくなっちまうのよ」

　きしし、と笑い、またちびりと酒を嘗める。

「『ヴォルド、教えて』って辺りかな。それとも『ヴォルド、お願い』の方がいいか？　げはは、別のこと手取り足取り教えちまいたくなるなあ、おい」

「『おじーちゃん教えてぇー』」

「……死なすぞ？」

「はっはっは、やだなあ、ヴォルドさんてば、そんな若造みたいにお手軽に死なすのなんだの言わないでくださいよ」

　ヴォルドは鼻で笑うと、いつのまにか空にしていたグラスを逆さまにして、最後の一いつ滴てきまで嘗め尽つくしてから、テーブルに戻もどした。

　リティーヤは、なんとなくテーブルをかりかりと引っ搔かく。

「どんな質問でも答えてくれるんですか？」

「どうだかな」

「ユローナとのことは？」

「…………」

　ヴォルドは答えず、懐ふところから煙草たばこを取り出し、一本くわえてテーブルの上のランプで火をつけた。鼻から白い煙けむりを出し、目を閉じ、椅子の背に深くもたれかかる。

「ユローナはヤムセ先生の指導教官だったって聞きました。でも、ヤムセ先生の先生ってヴォルドさんですよね？　どうなってるんですか？」

　ヴォルドはゆっくりと目を開ける。

「……どうなってんだと思う？」

「わからないから訊きいてるんですがー……」

「ヤムセに直接訊け」

「…………何かあったんですか？」

「なあ、リティーヤ」

　彼は言い、漂ただよう煙を手で払はらった。

「人間二人いたら、何かは起こるもんさ」
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　牧場の朝は早い。

　が、《学アカ園デミー》の朝も同じくらい早かったので、リティーヤとしては夜明け前に動きだしても大して早いという気がしない。自給自足を旨むねとする《学園》本部には牧場も農場もあって、その手伝いは生徒の務めだった。

　その日、ヴォルドを手伝って搾さく乳にゆうを終え、少し自由になる時間ができたのは、遅おそめの朝食後のことだった。

　リティーヤは朝食の皿を洗い終えると、食堂のテーブルにずらずらと瓶びん詰づめを並べ始めた。

「……あのだな、リティーヤ」

「ほい」

「また何の嫌いやがらせだ？」

「やだなあ、可愛い相手ほど虐めたくなるって言ったのはヴォルドさんですよー」

「……俺もそろそろ虐め殺してやりたくなってきたよ、可愛いリティーヤ」

　リティーヤは家主の殺気のこもった視線を無視してテーブルにユローナ・シリーズ商品を並べ終えた。

　ノートとペンを片手に、それらを眺ながめて言う。

「うーん、壮そう観かん」

「まあ、ある意味その通りだが、俺の家でそれが展開されているという点が気に食わん」

「あ、ちなみに昨夜の名酒ユローナ汁はこれです」

　リティーヤは小さな樽たるを叩たたいて言った。

　樽の表面には、すでに赤いペンキで『ユローナ汁』という文字が書かれている。

「……あんたには絶対に子どもの名前をつけさせたくないな」

「さあ、他のも考えましょう！　何しろあたし宣伝部長に選ばれちゃったんでー。うふふ、部長ですよ部長。偉えらいんですよー」

　ヴォルドは朝から酒さか瓶びんを抱かかえてちびちび吞みながら──酒瓶を置くべきスペースはユローナ・シリーズに占せん拠きよされている──言った。

「せめて、こう、『ユローナの雫しずく』とか……そういうのにしないか？」

「あ、それいいですね。『ユローナの雫』。じゃあそれはジュースの方に採用ってことで」

「酒は汁のままなのか……」

「後は何からつけようかなー。そうそう、昨日考えてたんですけど、ユローナ・ジャムを挟はさんだクッキーとかも名産ぽくていいんじゃないかなーと思うんです。名付けて秘技・ユローナ挟み！」

「…………」

「ヴォルドさんどう思います？　ヴォルドさん？」

　ヴォルドは答えず、グラスに残った酒を一息に飲み干した。

「あのバカはどんな具合だ」

「へ？」

　リティーヤは目を丸くしてヴォルドを見つめた。

「指導なんてできてんのか？」

「あー……」

　リティーヤは天てん井じようを見上げ、しばらく指導教官の言動を思い起こしてみた。

「指導、はしてもらってますよ。たぶん。学生の本分についての新たな知識を授さずけられました」

「ほう」

「あと、日々着々と餌え付づけされてます。クッキーとかドロップとかケーキとか」

「なるほど」

「あー、あんまり怒ど鳴なったりしない人ですよね。あたし他ほかの先生には毎日怒鳴られてたんですけど、ヤムセ先生は怒おこるけどほとんど声の調子変わらなくて。アレはアレで怖こわいなー」

　ヴォルドは一ひと際きわ深く頷うなずいた。

「まったくだ」

「……怒られたことあるんですか」

「ああ、顔合わせるたびに怒られちまう。きっとあいつは俺が可愛くて仕方ないんだろう。だから虐めちまうのさ。俺は愛でもってそれに耐たえてるって寸法だ」

「へ、へえ」

「まあ、聞いた限りじゃあうまくやってそうだな」

「……うーん、でもあたし今回の件ですごい迷めい惑わくかけちゃったから、ひょっとしたら先生が指導教官降りちゃったり、そうでなくても教官替えられちゃったりするかもしれませんね」

「ふん」

　ヴォルドは酒瓶を小こ脇わきに抱え、少々危なっかしい手つきで煙草を一本取り出すと、平へい炉ろの中の燃える泥でい炭たんで火をつけた。

　それをうまくもなさそうにふかしてリティーヤを見やる。

「あいつ、あんたと別れる時機き嫌げん悪かったろ？」

「え？　ええ、まあ。あたしのせいでユローナ逃にがしたし……」

　自分の吐はき出した煙を見つめ、彼は呟つぶやく。

「あいつぁな、仕事を押しつけられるのは嫌きらいだが、押しつけられた仕事に関しては真っ当にこなそうとするんだ」

「はあ……」

　ヴォルドは酒瓶を再び傾かたむけて、二杯はい目を注ついで言った。

「あんたのことも真っ当にこなしたがってたんじゃないかと俺は考えてる。だから、相当応こたえてたんじゃねえか。自分の仕事にあんた巻き込んで二日も寝ね込こませたこと」

「……え」

　応えて──いたのだろうか？　ヤムセの表情や態度にはその辺りの感情は出ていなかった気がする。リティーヤには、出会ったばかりの師の心情をそこまで察することはできない。

「あいつはそういうやつなんだ」

　長く息を吐き、目を閉じ──目を開け、彼はぽつりと訊いた。

「あんたはどうだ、あいつとやってけそうか？」

「え。あ」

　リティーヤは口ごもる。

「……でも、あたしまだ先生のことよくわかんないですし。これからも、先生があたしを指導するのかどうかもわかんないですし……」

「指導してもらいてえと思うか？」

「……えっと」

　それすらもよくわからず、リティーヤは返答に困った。

　ヤムセのことは、たぶん嫌いではない。嫌えるほど、彼について知らない。

　だが、今後も彼が忙いそがしくなるたびにどこかよそに預けられ、指導してもらえなくなるのだとしたら、いっそ別の先生に指導してもらった方がいいような気もする。

　答えられないリティーヤを眺ながめ、ヴォルドはヒゲの下で笑い、その話題を打ち切った。

「俺ぁ、今から出かける」




　リティーヤは幌ほろ馬ば車しやに荷の積み込みをするヴォルドを手伝った。

「今朝も牛乳の配達に行ってましたよね？」

　ヴォルドは木箱を幌馬車の後ろに押し込みながら言った。

「今度は町までバター売りに行くんだよ。いつもやらせてる住み込みのやつが今日はいねえからな。母ちゃんが病気で町に見み舞まいに行ってんだよ──ったく役立たずが」

「帰りは何時ですか？」

　ヴォルドは幌馬車への積み込みを終えると、前の方へ回って馬の鼻はな面づらを撫なでた。

「午後には戻る……つもりだったんだがな。《学園》の用事が一つできちまった。幾いくらか遅おそくなるかもしれん。牛舎の掃そう除じをして、寝ね藁わらを替かえておいてくれ」

「《学園》の？　何か知らせてきたんですか？」

「あのバカの野や暮ぼ用済ませてやるんだよ、俺が──おいワン公！」

　イヌは日差しで温められた玄げん関かん前の石の上に寝ころんでいて、なかなか起きようとはしなかった。が、ヴォルドが強く呼ぶと、のっそりと腰こしを上げ、近づいてきた。

　ヴォルドはイヌの耳の中に指を突つっ込んで搔かいてやりながら、強く語った。

「いいか、おまえはここに残れ」

　ばふぅ、とイヌはあくびのような声を上げ、それに応こたえた。ヴォルドはこの老いぼれめ、聞いているのか？　などと文句を言い、イヌの頭を乱暴に撫でた。

「じゃあな、頼たのんだぞ」

　ヴォルドの馬車が出ていくと、イヌは眠そうに家の中に入っていった。
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　夕方には戻る、とヴォルドは言った。

　だが、結局前日の就しゆう寝しん時刻を一時間過ぎた頃ころになってもヴォルドは戻らなかった。

「……どうしたのかねー」

　リティーヤは時折物音が聞こえたような気がして玄関まで出てみるのだが、幌馬車が近づく気配も、ヴォルドの重い足音が聞こえてくるようすもない。

　気が付くと待ちくたびれて、食堂のテーブルに頰ほお杖づえをつき、うつらうつらしていた。イヌはそのリティーヤに寄り添そうようにそばにいる。足の上にイヌの腹が載のっていて、幾らか重いが、温かい。その重さと温かさが心ここ地ちよく、眠りは次し第だいに深まっていく──

　だが、不意に側頭部が激痛に襲おそわれ、覚かく醒せいした。

「い、痛っ」

　目を開けるとツバサカミクイガメがリティーヤの髪かみを一ひと房ふさくわえ、ひっぱっていた。

「ちょっと、あんたっ」

　カメはリティーヤが抵てい抗こうすると、毛先を嚙かみきって逃げていく。

　目覚めたリティーヤは痛む頭皮を揉もみ、周囲を見回した。炉の火はまだ明るく、部屋を暖めている。

　が、イヌの姿はない。

　今日一日、リティーヤの周りを常にうろついていたというのに。

「……ヴォルドさん、帰ってきたのかな」

　リティーヤは目を擦こすって立ち上がり、玄関の方へ向かった。




　だが、ヴォルドが帰ってきたようすもなければ、イヌの姿も見えなかった。

　代わりに、カメがいた。

　翼つばさを畳たたみ、廊ろう下かの隅すみで寒そうにしている。

「……そっか。あんたら、石板の気温上じよう昇しようで冬眠から覚めたんだもんねえ……」

　このままだとまた冬眠しそうだったので、リティーヤはカメを抱だき上げ、肩かたにかけていたショールでくるんでやった。

「あんたの仲間も寒い思いしてんだろうなあ。まだ雪降ることもあるし……うわ、町に行ったら大量死とかしてたらやだなあ……」

　リティーヤはぶつぶつ言い──廊下に吹ふき込む冷たい風に気付き、顔を上げた。

　玄関の扉とびらが開いているのだ。

　そういえば、あのイヌは取っ手に飛びついて勝手に扉を開けることができるのだった。

　リティーヤは玄関に置いてあったランタンに火を入れて、外へ出てみた。

　外気は思いの外ほか冷たくて、白い息が出る。

　月も星もない曇くもり空の下、ぬらりとした闇やみがそこかしこに吹き溜だまり、足あし下もとをすくおうと手を伸のばしてくる。ランタンを掲かかげ、闇を振ふり払はらおうとするが、それはひどく空むなしい行こう為いで、むしろ近くの灯あかりに目が眩くらんで、遠くが見えない。防風林が風にしなり、唸うなり、叫さけび、小石か何かが、家の屋根や壁かべに当たってからころと音を立てる。

　玄関前の花か壇だんも、並木道も、何もかもが今は黒と白と灰色に塗ぬりたくられている。

　イヌの名を呼ぶ。

　だが、応えるものはいない。

「あのイヌ……まさかご主人様捜さがしに行ったわけじゃないでしょうねえ……」

　リティーヤはもう一度ランタンを掲げ、周囲を見回し、名前を呼んだ。

　だが、そう長時間は捜せなかった。

「──っくしょい！」

　薄うすい寝間着一枚のリティーヤはくしゃみをして、洟はなを啜すする。

「うー、ダメだ、一回戻らないと……そうだ、あのイヌだって家の中で寝てるのかもしれないし。だったらそっち先に捜すべきだな。こんなんで風邪かぜ引いたらバカらしいし。うんうん」

　一度家に戻って、捜して、それでもいなかったら、コートを着て外へ出てみよう。そう思い、リティーヤはきびすを返した。

　そして、自分のすぐ後ろに、明らかにヴォルドではない人間が立っていたことを知った。

　僅わずか二歩の距きよ離りだ。振り返ってそれを知ったリティーヤはあまりに驚おどろき、心臓を握にぎり潰つぶされたかと思った。一いつ瞬しゆん、リティーヤは相手が近所の誰だれかかと思った。だがそうではなかった。

　それは闇夜よりもなお黒いケープをまとった女性だった。ランタンの炎ほのおが照らし出すその顔は整って美しく、手て袋ぶくろに覆おおわれた指先にまで、ある種の気品が行き渡わたっている。

　相手の正体に気付いた途と端たん、リティーヤは一歩後あと退ずさった。だが、相手はリティーヤが空けた距離を正確に詰つめてきた。それどころかもう一歩踏ふみ込んで、リティーヤの頰に手を伸ばしてきた。

　狂きよう気きを孕はらんだ紫むらさきの双そう眸ぼうと、間近で目が合った。

「ごきげんよう」

　ユローナはそう言って穏おだやかに微笑ほほえみ、リティーヤの頰を手袋に覆われた指先で撫でた。

　リティーヤはその手を振り払い、叫びたかった。だが、指先は僅わずかも動かなかったし、声帯は微かすかに震ふるえもしなかった。

　ユローナの顔が視界いっぱいに広がった。そして、赤い、ぬらぬらと輝かがやく唇くちびるが、リティーヤの額ひたいに、瞼まぶたの上に押し当てられた。膝ひざから急に力が抜ぬけ、リティーヤは目を開けていられなくなった。

　そして、春の闇の中に沈しずんだ。
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　リティーヤは色々な夢を見た。

　あまりにもたくさんの夢を見たので、一つ一つを覚えていられなかった。目覚めた時にはどんな夢を見たのか忘れていて、しかし何か胸に残る温ぬくもりと湿しめり気けがあった。

　リティーヤは身体からだを起こし、そこがヴォルドの牧場ではないことを知った。

　カーペットも、壁紙も、ランプも、暖だん炉ろも、ベッドも、テーブルも、椅い子すも、カーテンも、何もかもが上等だった。深い艶つやのある家具や、レース編みのカーテンや、美しい装そう飾しよくのされたランプシェードや、あらゆる家具にかけられた重じゆう厚こうな房のあるカバーといったその部屋を構成するすべてが、そこが田舎いなかの小さく住みよい牧場ではないことを主張していた。

「……どこ……」

　呟つぶやいても答える者はいない。服は寝間着のままだが、サイドテーブルの上にはきちんと畳まれた新しい服が置かれている。カメをくるんでいたショールも、その隣となりに畳んでおいてある。

　リティーヤは最後に見た現実の光景を思い起こす。

　ユローナ。

　赤い唇が肌はだを伝う感かん触しよくを思い出し、吐はき気を覚え、胸むな元もとを押さえる。

　その手に、何か硬かたいものが当たった。

　リティーヤは寝間着の胸元をそっと覗のぞいてみた。

　そこに、銀色のヘビがいた。

《学園》の徽き章しよう、それもリティーヤの徽章が、寝間着と下着との間に転がり込み、下着から出た糸に絡からまってくっついていたのだ。

　そんなバカな、とリティーヤは思う。この徽章は確かに制服にピンで留とめたままにしておいたはずだ。こんなところにあるはずがない。

　だが、現実問題としてないはずのものが目の前にあるわけで──つまり、何かの拍ひよう子しに外れて、下着にくっつき、その上から寝間着を着てしまった、ということなのだろうか？

　リティーヤは訝いぶかりながらも絡まっている糸を解ほどき、徽章を掌てのひらの上に置いた。




『それはおまえが《学園》の人間である証あかしであり、象しよう徴ちようだ。おまえと《学園》を繫ぐ、おまえの徽章だ。……なくすなよ』




　初めてこれを与あたえられた時、ヤムセに言われた言葉を思い出す。

　リティーヤは見つかって取り上げられたりしないよう、徽章を下着にピンで留めた。
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　窓には密ひそかに鉄てつ格ごう子しがはめられていたし、扉には外から鍵かぎがかかっていた。壁も床ゆかも天てん井じようも鉄格子も扉も頑がん丈じようそうだ。

「ねえ、リティーヤ」

　ユローナは椅子に座り、優ゆう雅がに茶を飲んでいた。リティーヤは寝間着のままで、ベッドに腰こし掛かけ、身じろぎもせず俯うつむいていた。

「あなたのことは調べさせてもらったわ。ヤムセの教え子ですってね？」

　リティーヤは答えず、膝の上に置いた自分の手を見つめ続ける。震えそうになるのを必死で抑おさえて。

　気にしたふうもなく、ユローナは言葉を続ける。

「ふふ、彼が先生、だなんて。不思議ね。でも、彼が教師として優ゆう秀しゆうだとはとても思えないわ」

　朝の光に溢あふれた部屋の真ん中にはテーブルが置かれ、一人分の朝食と、二人分の茶の用意がされていた。

　ユローナは足を組み替かえ、窓の外で歌う小鳥を見やり、ほうと息を吐いた。

「私のところに来る気はなあい？」

　リティーヤは唾つばを吞のみ込み、乾かわいた唇を湿らせ、やっと声を出す。

「そのつもりはありません」

「あら、そう？　そうね、まだ専門課程の一年目ですものね。でも、あなたもすぐにわかるわ。《学園》がどんな組織か──あそこはね、大陸一の魔ま術じゆつ師し組織、なんて言ってるけど、その体制はとても古くさくて、非人道的なものなのよ。異能の者たちが集まってできたのが《学園》であるはずなのに、その内部ですら飛び抜けた異能の者は排はい除じよされてしまう。バカらしいことね」

　ユローナがティーカップをソーサーに戻もどし、ちん、という小気味よい音を立てた。

「だから私は飛び出したの。あの古い箱庭をね。ねえ、私思うの。あなたも自由になるべきなんじゃないかって。押し潰つぶされる前に、逃にげ出した方がいいわ。私が助けてあげる」

　リティーヤは思わず右みぎ肩かた──ユローナにナイフで肉を貫つらぬかれた右肩を押さえた。恐きよう怖ふと痛みと混乱が蘇よみがえりそうになるのを、必死で抑おさえ、言葉を絞しぼり出す。

「さっさと……本題を言ってください」

「つまり、私はあなたが欲しいの」

　その手に乗るものか──リティーヤは自分を励はげましながら言った。

「やめてください。あたしみたいな問題児をあなたが本気で欲しがるわけない。あたしをおだてたって──」

「本当よ」

　ユローナは軽かろやかな足取りでリティーヤの前に来ると、笑いながらその鼻にキスをした。

「石板はあなたの魔力と共鳴したの。あの時のことを覚えてるでしょう？」

　そう言って、懐ふところから平たい石の板を取り出す。

　三角形で、近くで見れば表面に細かな文字が刻み込まれているのがわかる。

「あなたが〈昼〉魔術を使った時のことよ」

「……は？　え？　〈昼〉魔術──って、使えるわけが……」

　今この世界に存在する魔術は、〈夜〉〈夢〉〈流れ〉の三種類だけだ。〈昼〉の石板が壊こわれ失われているためか、〈昼〉の魔力もまた失われ、使えなくなっているのだ。

　だが、ユローナは、だだっ子を咎とがめるように美しい額に小さな皺しわを作った。

「もう、いい加減にしてちょうだい。あなたは使ったじゃない。キツネが私たちに与えなかったはずの〈昼〉魔術を。この世界から失われた力を──あなたは持っている」

　リティーヤは絶句し、口を金魚のようにぱくぱくと動かし──やっと言葉を声にした。

「……ユローナ・シリーズの販はん売ばい中止を求めてきたんじゃないんですか……？」

「……なんですって？」

　お互たがいの思考に隔へだたりがあることに、彼らはやっと気付いた。




「えーと、つまりユローナの赤い実宣伝部長であるあたしに、自分の名前のついた商品の販売中止を」

「求めるためにわざわざあなたをヴォルドのところからさらったと思ってるの？　あなたって本当に感動的なくらい頭が悪いのね」

　ユローナは一気に疲つかれが出てげっそりしたような顔で椅い子すに座り、冷めた茶を啜すすった。

　リティーヤはベッドに腰掛け、放心した顔で呟く。

「そうか……違ちがったんだ……じゃあ、名酒ユローナ汁じるの販売戦略はこのままで……」

「……ちょっとお待ちなさい！」

　ユローナはがしゃんとティーカップをソーサーに置いて立ち上がった。

「ユローナ汁ですって？　な、なんなのその私の──えーとなんというのかしら怪あやしげな液体が入ってそうな名前は!?　あなたそれインチキじゃなくて!?」

　怒ど鳴なられたことでさらに萎い縮しゆくしながらも、リティーヤは一応反論した。

「で、でもユローナって名前の果実があって、それを使って造ったお酒だからユローナ汁で間違ってないと思うんです」

「でも汁はダメ！　ダメよ！　下品だわ！」

　叫さけんでしまってから、ユローナは我われに返って咳せき払ばらいをし、椅子に戻った。

「……まあ、話を戻しましょう」

　こめかみをもみほぐしながら言う。

「つまりね、本物の《グリーンワードの魔導書》の〈昼〉の石板が世に現れたのは五十年ぶりのことなの。そしてそこにあなたが現れた──共鳴し、〈昼〉の魔術を使うあなたがね。偶ぐう然ぜんとは思えない。対ついになり、引かれ合っているのかもしれないわ。だとしたら、あなたが〈昼〉の石板集めの鍵になる。そして勿もち論ろん、〈昼〉魔術研究の鍵にもね」

　リティーヤは困こん惑わくしきって言った。

「でも……覚えてないんです」

「〈昼〉魔術を使ったことを覚えてないの？」

「その、すごく暑かったな、とかいう記き憶おくはあるんですけど……」

「まあ、いいわ。石板があなたの魔術に反応したのは確かなんだから。ねえ、私は、〈昼〉の石板の謎なぞを解き明かしたいのよ。だからあなたが必要なの。助けてくれないかしら？」

　リティーヤは沈ちん黙もくした。

　迷っているわけではない。答えは決まっている。

　だが、その答えを口にするには、心の準備が必要だった。

　たっぷり深呼吸をし、虚こ空くうを睨にらみつけてから、リティーヤは口を開いた。

「お断り、します」

「あら」

　ユローナは意外そうに眉まゆを上げた。

「どうして？　《学園》にどんな未練が？」

　膝ひざの上に置いた手でぎゅっと寝ね間ま着きを摑み、リティーヤは言葉を紡つむぐ。

「……あたしは、何日か前にあなたとヤムセ先生との戦いの場面に顔を出して、ヤムセ先生の足引っ張ってしまいました。ここでまたあなたの方になびいたら、二回も先生を裏切ることになってしまいます。それは、やっぱりやなんです。

　……あたしは、あなたみたいにはなりたくないんです」

　ユローナはゆったりと微笑ほほえんだ。

「ヤムセのこと、結構気に入ってるのね？」

「そういうのじゃ──」

「でもあの男は、あなたの誠意に応こたえはしないわ。《学園》も、《学園》から割り振ふられた教え子も、どうでもいい男なの。ほんと、どうしようもない男」

　紫むらさきの虹こう彩さいが、カーテン越ごしの柔やわらかな光を拒こばみ、暗く鈍にぶく輝かがやく。

「そうでなかったら、あなたを私に対する餌えさになんかしないわ」

　餌、という単語を、ユローナは注意深く、ひどく美しく発音した。

「あなた、何故なぜ《学園》ではなくて牧場へ行かされたと思ってるの？　《学園》では、私が手出しできないからよ。ヤムセはね、私にあなたを誘ゆう拐かいしてほしかったの。私があなたを欲しがっていることに気付いて、わざとあなたを無防備な状態においたの。私の跡あとをつけるためにね。そうして私と再会するために──たぶんどういう手段でか今いま頃ごろあなたの後を追って、ここを目指しているわ」

　惑まどわされるな──

　リティーヤは唾つばを吞み込み、拳こぶしを握にぎりしめる。

「噓うそです」

「あら、どうして？」

「先生があたしを《学園》じゃなくヴォルドさんのところに預けたのは、そっちの方が近いからです。それに、《学園》が幾いくら安全だって言っても着くまでには一日半かかります。その間にあなたが襲おそってくることだって考えられるんです。ヴォルドさんのところに行かず《学園》に行くことが安全だったとは限りません」

「必死ねえ」

　リティーヤは精神力を総動員して、ユローナを睨みつけた。

「だいたい、もしあなたの言葉が真実だとしたら、どうしてあなたは先生が追ってくるとわかっていてあたしをさらったんですか？　おかしいじゃないですか」

「勿論、邪じや魔まの入らないところで殺し合うためよ？」

　ユローナは、とても綺き麗れいに、微笑んだ。

　その笑みに、リティーヤは知らず息を吞む。

「……狂くるってる……」

「その感想は思考停止ね。理解できないものを狂きよう気きで片づけるのはとても簡単だけど愚おろかなことよ。狂気は世界に残された神秘の一つなんだから──もっと丁てい重ちように扱あつかわなければダメ。ね、ウサギさん」

　ユローナは突とつ然ぜん立ち上がると大おお股またでリティーヤの方へ近づいてきて、目の前で止まった。ユローナを見上げるリティーヤの視界に、果物ナイフが飛び込んでくる。

「っ！」

　リティーヤはのけぞってそれを避よけた。もしそのまま留とどまっていたら、目を貫つらぬかれていたかもしれない。ユローナはリティーヤを見つめたままナイフを逆手に握り直し、さらに逃にげようとするリティーヤの胸むなぐらを摑んで引き寄せた。

「やっ……やめてっ！」

「安心してね。リティーヤ」

　ユローナの手が閃ひらめき、リティーヤの寝間着の胸元を切り裂さいた。浅く肌はだを切りつけられる。

　ユローナはベッドに仰あお向むけに倒たおれたリティーヤの上にのしかかり、視線を合わせてきた。

　狂気を孕はらんだ紫の瞳ひとみ。

　それと目が合って、リティーヤは、痛みよりも驚おどろきと恐きよう怖ふで動けない。

「私は必ずヤムセを殺してあなたを手に入れる。あの男はしつこいけど、殺せばもうあなたに声をかけることもできないんだから」

　ナイフがリティーヤの喉のど元もとを優やさしく撫なでる。そのナイフの刃はが急に立てられ、正確に頸けい動どう脈みやくの上にあてがわれる。

「その後で、選ばせてあげる。私に協力して《学園》から自由になるのと、誘さそいを断って廃はい人じんになるのと。ねえ、可愛かわいくて頭の悪そうなウサギさん。鍋なべに入れて煮にて食べられたくなかったら、ちゃんと考えてね？　私は《夢》魔ま術じゆつの使い手よ、あなたの心を壊こわして思い通りに操あやつることだってできるんだから」

　ユローナは慈じ愛あいに溢あふれた笑顔で、ナイフについた血を嘗なめた。
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　ユローナが部屋を出て行った後も、リティーヤはそのままベッドの上で仰向けになり、天てん井じようを睨みつけていた。

　心臓の鼓こ動どうが治まるのにはしばらくかかったし、混乱した頭と動どう揺ようした感情が一応の平静を取りもどすのには、もっとかかった。

「あんな男のことで悩なやんでるの？」

　明るい声が降ってきた。

　慌あわてて身体からだを起こせば、扉とびらの前に男が立っていた。

　リティーヤは驚いて後あと退ずさり、ベッドから転がり落ちそうになった。

　男はキツネ顔に満面の笑みを浮うかべ、どうも、と頭を下げた。

「あ……あんた」

　リティーヤは声を上げながらも、いったいどの点を最初に問うべきなのかわからなくなった。『なんでここにいるんだ？』、『ユローナとはどういう関係なんだ？』、それとも、『いつの間に部屋に入ってきたんだ？』。何しろリティーヤは扉を開け閉めする音も、男の足音も、何一つ聞いていなかったのだ。

　リティーヤは扉に遠い側からベッドを降りて、男を睨みつけた。

「それ以上近寄らないで！」

　男は警けい戒かい剝むき出しのリティーヤを見て、ぼりぼりと首の後ろを搔かいた。

「参ったなあ……ええと、俺はあの怖こわいおばさんとは無関係なんだけど？」

「ならなんでここにいるの！」

「それは俺がどこにでもいるから」

「理由にならない！」

「ねえ、落ち着いてよ。俺が嬢じようさんに危害を加えたことがあった？」

　男はベッドの端はしに腰こし掛かけ、首を捻ひねって背後のリティーヤに笑いかけた。男の目は、見えているのか、見えていないのかわからないくらい細くなって、一本の皺しわのようになった。




『失われているものを、取りもどしてみませんか？』




　そう言った時と、同じ笑顔だった。

　その笑顔がいっそ不気味にすら思えて、リティーヤは警戒を強めた。

「あんたの目的は何？　あたしに何かさせたいの？　何を──取りもどさせたいの？」

「嬢さんに何かさせたい、というのとは少し違ちがうね。嬢さんの元に、勝手にそれが集まってくるんだよ。嬢さんはこれから始まる渦うずの中心か、それに近いところにいるよ、と。まあ、そう教えてあげただけだよ」

「何……？　何さ、決まったことみたいに言わないで！」

「決まったことなんだって。ほら、あのおばさんも言ってたじゃないの、嬢さんと石板は引かれ合ってるって。それから俺の目的、というやつだけど」

　男はベッドを飛び越こえ、いきなりリティーヤとの距きよ離りを詰つめた。

　そしてリティーヤに逃のがれる隙すきを与あたえず、あっという間に壁かべ際ぎわに追いつめた。

「な」

　魔術を使われたかのような早はや業わざに、リティーヤは目を見開くだけだ。

　肉食動物のような、生なま臭ぐさい、生ぬるい息が、リティーヤの頰ほおをくすぐった。

「決まったことを破は壊かいすること、だよ」

　リティーヤは男の言葉を考え──混乱した。

　リティーヤが失われたものを取りもどすのは決まったこと。男は決まったことを破壊したい。でも男が言ったのは、『失われているものを取りもどしてみませんか』という言葉。

　矛む盾じゆんしている。男の言う通りリティーヤが失われたものを取りもどすのが決まったことで、男がそれを破壊したいのなら、男は取りもどすべきではないと忠告するはずだ。

「矛盾してる」

「だって、俺が取りもどしてみませんか、と誘えば、あんたはそれに反発し、疑うだろう？」

「……それは」

　リティーヤは確かにそうかもしれないと思う。だが、それならこの男は今ここでそんなふうに自分の思おも惑わくを口にすべきではないのでは？

　疑わしげな顔に気付いたのか、男は額を押さえて声を上げて笑い、身体をリティーヤから離はなした。

「あはは！　今、それならそんなふうに言わなければいいのに、って思っただろう？　俺の言葉を疑っただろう？　本当は俺はあんたを逆方向に誘ゆう導どうしたいのかもしれないね。あんたが失ったものを手に入れるのは、決まったことなんかじゃなくて、俺が決めたこと、だったりして！　ぷふー！」

「なんなのあんた！　あたしを混乱させたいだけなの？」

「俺は運命」

　男は背筋を伸のばして芝しば居いがかった節回しで言い、リティーヤにもったいぶったお辞じ儀ぎをする。

　男がその頭を上げた時には、リティーヤはさらに一歩、踏ふみ込まれている。

「理解しようとしてもさらなる深みに吞のみ込まれるだけ」

　男の顔が。

「ならば目を閉じ、流されてしまうのも一いつ興きよう」

　近づく。




　ぱん。




　唇くちびると唇が触ふれ合う寸前で、リティーヤの正確にして強力な平手が、男の横っ面つらを引っぱたいた。

「……ひ、ひどい」

　男は頰を押さえ、涙なみだ目めでリティーヤを見つめる。リティーヤは頰を叩たたいた痛みでじんじんする掌てのひらを振ふりながら、男の視線を受け止めた。

「あんたが何者だかわかんないけどこれだけはわかった。あんたは目め障ざわりでどうしようもなくむかつく相手だ！」

「えー、なんでー。先生より俺の方が絶対おいしいよー。見た目若いし」

「ちょ……っと、なんでそこで先生が出てくるの！」

「ん？　でも嬢さんって、今先生のことで悩んでたんだよね？」

「悩んでなんかない！」

　叩きつけるように怒ど鳴なってしまってから、これでは内心の動揺を表現してしまったようなものだと気付く。

　案の定、キツネ顔の男は面おも白しろそうに笑った。

「悩んでたんでしょ？　ほんのちょっとしか一いつ緒しよにいなかったけど、割とうまくいってたし。信用してもいいんじゃないかなあって思い始めてたんでしょ？　虹にじドロさんかも、なあんて～」

「!?　なんであんたがそんなこと……」

「自分が餌えさだなんて言われても平気なの？」

「だから……っ！」

「嬢さんの噓うそつき」

　男は子どものように頰を膨ふくらまし、リティーヤを睨にらみつけた。が、その視線が急に扉の方へ向く。リティーヤもハッとしてそちらを向いた。ユローナが再び現れたかと思ったのだ。だが──

　扉が開く気配もなければ、足音も聞こえない。

　ただ、頰に何か柔やわらかいものが押しつけられた。

「！」

　まさかこの感かん触しよくは──頰にキスか！

　リティーヤは慌てて腕うでを振り回し、男を突つき飛ばそうとした。

　だが、その腕は空振りする。

　リティーヤが視線を正面に戻した時、男はすでにどこにもいなくなっていた。リティーヤは扉を見ていたのだから、そこから出ていったはずはない。窓も閉まったままだ。部屋の中に隠かくれているのかと思ってあちこち捜さがしてみたが、結局見つからなかった。

[image: ]

　男は煙けむりのように消えてしまった。

　リティーヤは立ち尽つくした。

　あの男はやっぱり魔術師だったのだろうか──そうだ、魔術師だったのだ。だからこの部屋に自由に出入りが出来た。では、ユローナの敵？　味方？　それはわからない。もしも男の言葉を信じるなら（あんな男の言葉を信じるなんて、自分でもバカだと思うが）、彼はユローナの味方ではない。

　何者だ？

「誰だれが味方で誰が敵なのかわかんないよ……」

　リティーヤはその場に座り込んだ。
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　指導教官のことはさておいて、ユローナが敵なのは確実だ。

　だから、やはりリティーヤは逃にげ出すことにした。




　胸むな元もとを切り裂さかれた寝ね間ま着き姿では逃とう亡ぼうもできない。

　仕方なしにサイドテーブルに用意されていた服に着き替がえる。

　長く邪じや魔まになりそうな金きん髪ぱつは、適当に紐ひもでまとめ、背中に流す。後は用意されていたブーツを履はいて、終わり。勿もち論ろん下着には徽き章しようをつけている。

　立ち上がると、ざっと室内を見回した。まずは現在地を確かく認にんすべく、窓の方へ行く。

　窓には最初見た通りしっかり鉄てつ格ごう子しがはまっている。

　窓の外に枝を張り出す木のせいでよく見えないが、どうやらここは二階の一室で、目の前に広がっているのはかなり広い庭のようだ。遠くに低い煉れん瓦がの塀へいがあり、その向こうにはまた木々が見える。そちらは果樹園か何からしい。それを越こえて遥はるか遠くに、やっと道らしいものが見え、そのさらに向こうに、初めて他ほかの建物が見える。

「……なかなかにへんぴなところのようね」

　リティーヤは腕を組んで考えた。近くの家に助けを求める、というわけにはいかなそうだ。逃げるなら、馬が必要だろう。こういう邸てい宅たくの厩うまやの位置は、果たしてどこら辺だろう？　リティーヤは窓にへばりつき、できる限りの情報を集め、また室内に視線を戻して、何か武器になるものを探したり、現在地を知るためのものを探したりした。

　──そして日も暮れようかという頃ころ、いきなり窓が割れた。

　脱だつ出しゆつ作戦を練り、ユローナが現れるのをじりじりと待っていたリティーヤは、咄とつ嗟さにテーブルの上の花か瓶びんを摑んで振り返り、床ゆかに散らばる砕くだけた硝子ガラスと、その真ん中で平然と蠢うごめく生命体を発見した。

「つ、ツバサカミクイガメ……」

　しかも、大きさや甲こう羅らの模様などからして、リティーヤの鞄かばんに入っていた個体のようだった。おそらく、ユローナに連れ去られたリティーヤの後をついてきてしまったのだろう。

　カメは何事もなかったかのように背中の翼つばさで飛び、リティーヤの胸に顔をこすりつけてくる。

　なつかれたのかとも思ったが、少し違ちがうらしい。カメは服の中に入ってこようとしている。

「あ……そっか、寒いんだ」

　それで温ぬくもりを求めてリティーヤを追ってきたのかもしれない。

　なんだか不ふ憫びんになったので、リティーヤは花瓶を脇わきに置いて抱だき上げてやろうとした。

　だがその時、扉のすぐ向こうから足音が聞こえてきた。

　リティーヤは花瓶を抱かかえたまま息を殺して壁かべに張りつき、扉の陰かげに隠れた。

　次の瞬しゆん間かん、扉を開けて入ってきたのは、勿論ユローナだ。

「何か音がしたわね？」

　ユローナは室内に入るなり、ベッドの上の膨らみ──リティーヤが偽ぎ装そうのためにシーツと枕まくらで作った膨らみ──と、床に散らばる硝子を見て首を傾かしげる。格子がしっかりはまっているから、幾いくら硝子を割ったところで、リティーヤには逃げられないのだ。

　ユローナはベッドの方へ、一歩近づく。

「もうお休み？」

　その囁ささやきを扉の陰で聞きながら、リティーヤは花瓶を抱きしめる。

　ユローナが完全に背を向けた瞬間、扉の陰から飛び出し、花瓶を振り上げ、振り下ろす。

　だが、ユローナは身体からだを反転させ、リティーヤの一いち撃げきをあっさり避よけてしまった。

「あ……！」

　リティーヤは、気付いた時にはユローナの蹴けりを胸に食くらい、扉の方へ弾はじき飛ばされていた。

「！」

　抱えていた花瓶が、床にぶつかり砕け散る。

　さらに腹に衝しよう撃げきを受け、リティーヤは身体をくの字に曲げる。続けざまに蹴られたのだ。

「頭の悪いウサギさんねえ」

　ユローナは頭上でゆったりと笑い、しゃがみ込んでリティーヤの髪かみを摑つかんだ。

　引っ張り、顎あごを上げさせる。

「いいこと」

　ユローナの紫むらさきの目と間近で目が合い、リティーヤは叫さけびそうになる。

　夕刻の空の色にも似た淡あわい紫の虹こう彩さいが、視界一いつ杯ぱいに広がる。

「反はん抗こうを許しているほど暇ひまではないの」

　その手には、花瓶の欠片かけらがある。

　鋭するどく尖とがったその切っ先が、リティーヤの頰ほおにあてがわれる──

「少し痛い目を見てもらわないとダメみたいねえ」

「あぁっ」

　ぷつり、と皮ひ膚ふが突つき破られる。

　──だが。

「きゃあっ！」

　悲鳴を上げてのけぞったのは、ユローナだった。

　その髪の先にカメがいて、ユローナの豊かな金の髪を一ひと房ふさくわえていた。

　びん！　と髪の毛が引っ張られ、ユローナはその力によろめく。もがくとカメの方から髪の毛を嚙かみきって離はなれてくれたが、リティーヤはその隙すきをついて動いていた。

　目の前にあったユローナの足を摑み、引きずり倒たおし、馬乗りになる。

　咄とつ嗟さにカメを摑み、振り上げ──

「うおりゃあああああ！」

「ひっ──」

　それをまだ驚きよう愕がくの表情を浮うかべるユローナの頭に振ふり下ろした。




　一説によると、ツバサカミクイガメの甲羅はダイヤモンドより硬かたいらしい。




　リティーヤは意識を失ったらしいユローナを放ほうっておいて、部屋を出た。その後をカメが元気にぱたぱた翼を動かしついてくる。

　事前に内部構造を把は握あくすることはできなかったが、そう入り組んだ造りをしていたわけでもなかった。とにかく一度外へ出ようと、大階段から一階に下りて、玄げん関かんの扉とびらに飛びついた。

　その時。

　扉が、外から開いた。

　現れたのは、眉み間けんに皺しわを作った、コート姿の男。

　リティーヤは呟つぶやく。

「先生」
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　リティーヤがヤムセを連れて戻もどった時、二階の一室にユローナの姿はすでになかった。

　煙のように彼女の姿は消え、ただ花瓶の欠片だけが残されていた。

　ヤムセは玄関ホールに戻ると、リティーヤに外で待っているように言い置いて、自分は再び屋や敷しきの中の探たん索さくにかかろうとした。

　リティーヤは、そのヤムセのコートの袖そでを摑んで引き留める。

「待ってください」

「なんだ」

「わからないんです」

　ヤムセはリティーヤを振り返る。その目は相変わらず感情を窺うかがわせない。

「先生、どうして、ここがわかったんです？」

「……徽章だ」

　短い返答に、リティーヤは服の中に手を突っ込んで、ずっと下着にピンで留めていた徽章を引っ張り出した。

「追つい跡せき調査のために用意したリングとコインは覚えているか」

「…………」

「あの貸家でおまえがユローナに目を付けられたことはわかっていた。だから試ためしにおまえの徽章に追跡装置を仕込んでみた」

　リティーヤは手の中の徽章をひっくり返した。よく見ればピンの頭が少し違う。やや大きくて、原始文字が刻み込まれている。

「釣つり針ばりの原始文字だ。対ついになる漁師のコインを使えば追跡できる」

「じゃあ、あたしがこれを持って捕つかまったのは」

「偶ぐう然ぜんではない。ヴォルド先生に頼たのんでおいた」

　ヤムセの眉間の皺も、その冷たい眼光も、憎にくたらしいほど何一つ普ふ段だんと変わりない。

「あの人もグルだったんですね。あの晩帰りが遅おそかったのも。そもそもあたしが先生から離れて牧場に行ったのも」

　事実が静かに胸に浸しん透とうしていく。

　目の前の男に対して抱きかけていた信しん頼らいの念を、吐と息いきと一いつ緒しよに吐はき出す。

「あたしは餌えさだったんですね」

「餌の一つではあった」

「殺されるかと思いました。廃はい人じんにするって脅おどされたし──」

「あの女はおまえを殺しはしない。ユローナが狙ねらったのはおまえの魔ま力りよくだ。生きていなければ意味がないし、廃人にするというのも脅おどし以上のものではない。おまえの魔力がどういうシステムになっているのかわからないうちに危険なことはできない」

「…………」

　不意に突き上げる痛みを感じ、リティーヤは俯うつむいた。

「……じゃ、ない」

　ぼそりと呟く。

「──何？」

　ヤムセが聞き返す。

　リティーヤは手の中の徽き章しようを握にぎりしめた。

　それはすでに裏切りの証あかしだった。《学園》の教師が自分を利用した証しよう拠こだった。

「ふざけんじゃ──」

　リティーヤはその徽章を、

「ないわよ!!」

　床ゆかに叩たたきつけた。

　その瞬しゆん間かん、ヤムセは叫んで飛び出した。

「伏ふせろっ！」

「え」

　突き飛ばされ、リティーヤは頭と背中を壁かべに打ち付けた。罵ば倒とうしようと開きかけた口はそのままの形で固まった。

　ヤムセが上に覆おおい被かぶさってきたのだ。

「……っ」

　歪ゆがんだその口から、空気が漏もれる。彼はリティーヤの上に覆い被さるようにして、壁に手を突いていた。

「何」

　起き上がろうとするリティーヤをさらに壁に押しつけて、彼は背後を振り返る。背中をリティーヤに向ける形になる。その背中を見た途と端たん、リティーヤは叫んだ。

「先生っ！」

　服が焦こげて嫌いやな臭においを放っている。その下から覗のぞく皮膚は煙けむりさえ立てて焼けただれている。まるで強酸でも浴びたかのようだ。

「黙だまって伏せてろ！」

「だって！」

　リティーヤはヤムセの肩かた越ごしに、ユローナの姿を認めた。

　ユローナは階段の踊おどり場に立っていた。

　額ひたいから一筋血が流れているが、足取りはしっかりしていて、揺ゆるぎない。

　ばぢっ、という大きな音が響ひびき、リティーヤの前で、突とつ然ぜん真っ赤な血が飛んだ。見えない刃は物もので斬きりつけられたように、ヤムセの左ひだり肘ひじの内側がざっくりと切れている。

「や……やだああっ！」

「あら素す敵てきな悲鳴」

　ユローナはころころと笑う。

「でもね、ヤムセの実力は、本当はこんなものではないのよ？」

　ゆっくりと階段を下りてくる。

「ねえヤムセ。あなたの力は知ってるわ。いいえ、あなたのことならなんでも知ってる」

　リティーヤは泣きそうになりながら階段の方を見上げた。

　ユローナの顔からは笑えみは消えていた。

「ヤムセ。あなたは《学園》で飼い殺しにされていていい人間じゃないわ」

　その声こわ音ねには、何か真しん摯しな色があった。立ち入れないものを感じ、リティーヤは声も出せない。

　だが、ヤムセはユローナの言葉にも動じた様子はなく、最小限の動作で階段めがけてサーベルを投げつけた。魔術で加速されたサーベルは階段の中なか程ほど、ユローナの足あし下もとに突つき刺ささる。

　そして、ユローナに逃にげる暇ひまを与あたえず──

　どん！　という音とともに、サーベルの周囲にあったすべてのものが、大小の破は片へんとなって舞まい上がった。絨じゆう毯たんが、その下の重い木材が、磨みがき込まれた手すりが、無数の塊かたまりに切り裂さかれ砕くだかれ天てん井じようまで吹ふき飛ばされた。真上にあったシャンデリアが砕け散り、巨きよ大だいな木材が壮そう絶ぜつな音とともに空中でぶつかり合い、折れ、天井に突き刺さった。

　その衝しよう撃げきに、屋敷全体が戦おののくように震しん動どうした。

　舞い上げられたものが床に落ち、もうもうたる煙が幾いくらか落ち着いた時には、階段の踊り場から先は、大部分が巨大な手でえぐり取られたように崩ほう壊かいし、塵ちりと瓦が礫れきの山になっていた。

　しかし、そこに立つ者がいる。

　彼女はかつて階段だったものの中に立ち、咳せき込み、ハンカチで口と鼻を覆っていた。サーベルはその瓦礫の中に埋うもれ、斜ななめになりながらもまだ倒たおれることなく立っている。

　ユローナはサーベルをつま先でつつき、鼻を鳴らした。

「これで私を殺せると思ったの？　いい加減に本気でかかってきてちょうだい、ヤムセ。防護の魔術なんかどうでもいいじゃない。もしその子に何かあっても、私がちゃんと傷口塞ふさいであげるから。腕うでが飛んだりしたら、くっつかないでしょうけど……ああ、くっつかない方がいいわね。だってその方がヤムセは辛つらいでしょうから」

「ぼう、ご？」

　ユローナの言葉を聞き、リティーヤは泣きそうになりながら聞き返す。

「あなた気付いていないの？　ヤムセが今防護の魔術をあなたのためだけに使ってるの。それで私への攻こう撃げきに集中できていないの。もう、本当にバカね。ね、あなたもそう思うでしょ？」

「あ……」

　リティーヤはその時初めて、自分の周囲を守る不可視の盾たてを感じた。ほんの少し、暖かいのだ。熱からも冷気からも、勿もち論ろんユローナの魔術からも身を守ってくれる、防護の魔術が働いているのだ。

　複数の魔術を同時に行使するのは、術者に負担を強しいる。集中力もそがれる。

　戦いの中で、それは致ち命めい的てきな隙すきを生む。

「せ、先生」

「黙ってろと言った！」

　ヤムセの怒ど鳴なり声に、リティーヤは身を竦すくませた。

　それを背中越しに感じたのか、彼は幾らか柔やわらかな声で言った。

「黙ってろ。おまえは助かる」

「なん……」

「ユローナはおまえを殺さない。だからその口を閉じろ。でかい声を出すな。耳が痛い」

　柔らかな、声量を抑おさえた声でそう囁ささやく。目はずっとユローナから逸そらさず、微笑ほほえむ美しい顔を睨にらみ続けている。

　リティーヤは震ふるえる手でヤムセのコートの裾すそを摑んだ。

「待って、先──」

　ユローナの持っていたハンカチが、パッと宙に舞った。

　そして、魔術と魔術がぶつかった。




　塵が舞い、視界を覆った。

　一瞬の沈ちん黙もくの後、ヤムセは背中を壁につけ、ずるずると壁に沿って蹲うずくまった。

「なんで……？」

　リティーヤの手は、まだ彼のコートの裾を摑んでいた。指が白くなるほど強く。

　リティーヤは震え、そうと知らず、泣いていた。

「あたしなんか助けてないで一人で突っ込んでって戦えばいいじゃない。なのに、なんで、かばってんの……」

　ヤムセが、咳き込み、顔を上げ、壁に頭をつけた。

「あのな」

　あえぎながら、呟つぶやいた。

「おまえは、なんだ」

「……え？」

「生徒だろうが。なら」

　彼の手が、リティーヤの頭の上に載のる。

「守らんわけには、いかんだろう」

「……でも」

　利用したくせに──

　その言葉にどれほどの意味があるのか見いだせず、リティーヤは口を噤つぐむ。

「合図をする」

　彼は口の中の赤い唾つばを吐はき出し、鋭するどい目で前方を睨みつけて言う。

「そしたら走れ。扉とびらを開けて、外へ出てろ」

「……せん、」

「外に出たら防護の魔ま術じゆつを解く。巻き込まれないよう、できるだけ遠くへ行け」

「せんせい！」

　もうもうと舞う塵をついて、ユローナの声が響き渡わたる。

「ヤムセ！」

「行け！」

　ヤムセはリティーヤを扉の方へ押し出す。リティーヤは転がるようにして扉にしがみつき、それを開け、逃のがれる──

　リティーヤが外へ転がり出て、石段を幾つか落ちた時、屋や敷しきの中から外へ、凄すさまじい突風が通り抜ぬけた。

「先生っ！」

　リティーヤは乱れる金の髪を押さえもせず、屋敷を、今出てきた扉を振ふり仰あおいだ。

　爆ばく発はつと、轟ごう音おんと、地震と。

　様々な現象が同時に起こり、リティーヤは結局突風になぎ倒され、階段を踏ふみ外した。




　風が小こ綺ぎ麗れいな庭に植えられた木々の枝を揺さぶり、乱して通り過ぎる。

　だが、風が収まっても、階段を踏み外したはずのリティーヤは地面に叩たたきつけられた痛みを感じていない。何事が起こったのかと目を開ければ、見覚えのある青年の顔が視界に飛び込んできた。

「どうも」

　銀髪の青年はにこりと微笑んだ。

　リティーヤは階段を転がり落ちる前に、彼の腕に抱だきとめられていたのだ。

　その青年の肩かた越ごしに、幾つもの人ひと影かげが見えた。

　どれも《学園》のコートを着込み、その上から金で二本線の入った赤い腕わん章しようをつけている。

　魔導書調査委員会の印だ。

　彼らは、玄げん関かんを囲むように、階段を下りたところで半円を描えがいて立っていた。

「どういう……こと……」

　ヤムセは一人で来たのではなかったのか？　ユローナとの決着のために一人で。

　そうでは、なかったのか？

「これはいったいどういうこと……！」

　同じ疑問を、口にした者があった。

　リティーヤは扉の方を振り仰ぐ。

　壊こわれた扉を越えて、階段の上に現れる人影がある。塵ちりが宙を舞い、拡散していく中、立ち尽つくす女の表情までよくわかる。

　ユローナは、目を見開き、唇くちびるをわななかせ、頰ほおを紅潮させていた。

　リティーヤは一いつ瞬しゆん彼女が赤いバラの花束でも抱かかえているのかと思った。

　だが、それは血だった。

　右胸から、腹部まで、彼女は血で真っ赤に濡ぬらしていた。

　その傷口を押さえることすら忘れ、ユローナはふらつく足でまた一歩前に進む。その目は玄関前に居並ぶ調査委員会の人間たちを映している。

「最初からこういうつもりだったの、ヤムセ！」

「そうだ」

　声とともに、ヤムセがユローナの背後から姿を現す。

　その手には、サーベル。

「あなたの身み柄がらは《学園》が預かる」

「何故なぜ……っ」

「あなたには六件の殺人と」

「罪状を訊いてるんじゃないわ！」

　声を荒あららげ、ユローナはヤムセを振り返った。次の瞬間、サーベルの切っ先が彼女の喉のどに突きつけられる。

　ヤムセはユローナに剣けんを突つきつけたまま、左手を軽く挙げ、調査委員会に合図をした。

　調査委員会の人間たちがすばやく階段を駆かけ上りユローナの腕うでを捻ひねり上げ、膝ひざをつかせ、拘こう束そくする。その間、ユローナの視線はヤムセから外れない。

「これは裏切りよ、ヤムセ」

　ヤムセもまた彼女から視線を外すことなく、サーベルを突きつけていた。

　ユローナは彼のすでに冷めた目を見つめ、あざけりとも激情ともつかないものを叩きつける。

「調査委員会ですって？　なんてくだらない──あなたは私との決着をこんな形で付ける気なの？　こんな、薄うす汚よごれたネズミどもの手に私を引き渡す気なの？　私をやつらに売るの？　それでいいの？」

「売る、というのは正しくない。彼は《学アカ園デミー》の魔術師だったというだけのことだ」

　リティーヤの横からそういう声が聞こえた。振り向けば、でっぷりと太った中年の男が、階段の下に立ってユローナを見上げていた。

「そして彼にしかあんたの相手はできなかった。だからこの場は彼に任せた。無む駄だに戦力を投入しても、あんた相手では犠ぎ牲せいを出すだけだからな。すべては当たり前のことだ──彼は《学園》の魔術師で、あんたと戦える実力があった、そこから導き出される結論は？　あんたならわかるだろうに、何故なぜそんなふうにわめく？」

　ユローナは首を捻って太った男を睨にらみつけた。男はしかめっ面つらで身体からだを揺ゆすった。

　その間に彼女は縛しばり上げられ、魔術封ふうじのため、原始文字が刻まれた枷かせが首にはめられた。

　ヤムセは剣を下ろす。一瞬だけユローナと視線を絡からめ──その後は一いち瞥べつもせず、傍かたわらを通り過ぎて階段を下りる。

　ユローナは彼を追いかけようとして、自分を押さえつける何本もの手に押しとどめられる。

　それでも声を張り上げる。

「ヤムセ！　それでいいの!?　欲しいんでしょう!?　私が！　私の血が、絶望が、命が──」

　ヤムセは立ち止まらない。

「私のすべてが欲しいくせに、ヤムセッ!!」

　その声は痛みをともない、リティーヤは立ち尽くすことしかできなかった。

　階段を下りたヤムセは、まだ青年の腕の中にいるリティーヤの前で立ち止まった。

「帰るぞ」

　何事もなかったかのように、淡たん々たんと言う。

　だが、リティーヤは一歩を踏み出せない。

　戦いと、守られたことと、利用されていたことと、そして最前のユローナの絶叫──すべてがぐちゃぐちゃになって、一歩をためらわせる。

　目の前の師が、見知らぬ男に見えた。

　師し弟ていは、身じろぎもせず向かい合った。

　──その間を、突風が駆け抜ける。

「!?」

　リティーヤは銀髪の青年に庇かばわれ、その場に身を伏ふせる。

　耳元を風の唸うなりが通り過ぎていく。砂すな埃ぼこりが巻き上げられ、とても目を開けていられない。

　風が止やみ、リティーヤはやっと目を開け、階段の上を仰ぎ見る。

　視線の先に、あってはならない光景が広がっていた。

　目を離はなしたほんの一瞬で、屋敷の大扉は全ぜん壊かいし、その残ざん骸がいの中に先さき程ほどの調査委員会の人間が転がり、呻うめき声を上げていた。惨さん状じようの真ん中には、ユローナが血まみれで立っている。すでに自身の血なのか、返り血なのかわからない状態だ。その腕を後ろ手に拘束していたはずの縄なわはちぎれて地面に落ち、首にはめられていた枷は泥どろでできていたかのように、もろく崩くずれ去っている。

　魔術封じを破られたのだ。

　ユローナは、だらりと両手を垂たらし、笑っていた。

「わかったわ、ヤムセ」

　笑え顔がおで、言う。

「あなたを、本気にさせる方法」

　ユローナの紫むらさきの目が、ヤムセから逸それてリティーヤを見つめる。

　視線が、合う。

「！　しまっ──」

　ヤムセの上ずった声が聞こえた、次の瞬間。

　リティーヤの視界いっぱいに白い光が弾はじけて、すべての光景がその後ろに退しりぞいた。





５






　地じ吹雪ふぶきの凱がい歌かが聞こえる。




　雪が巻き上げられ渦うずを巻き、もはや空と大地の区別もつかないほどに白い街角。

　誰だれもが家路を急ぎ歩き去る。

　道ばたに倒たおれた浮ふ浪ろう児じになど、見向きもせず。

　リティーヤは九歳で、死にかけていた。

『だあれも助けてくれないわねえ、リティーヤ』

　冷たくなっていく幼いリティーヤの傍かたわらに、ユローナが立っていた。

　ユローナはリティーヤを見下ろし、幸せそうに目を細める。

『人間の心も、世界と一いつ緒しよに冷え切ってしまったみたいね』

　リティーヤのそばにしゃがみ込み、動けないリティーヤの顔を覗のぞき込む。

『でも仕方のないことね。誰も責められはしないわ。だってこんな冷たい世界で──こんな死につつある世界で、熱を保つことに何の意味があるの？』

　リティーヤの視界に、紫の虹こう彩さいが広がる。

『あなたに手を差し伸のべ、助けることに……あなたが生きながらえることに、何の意味が？』

　ユローナの声が高く、甘く、柔やわらかく響ひびく。

『意味なんてないの。ここではどんな意味もない。だからみんな道ばたの子どもなんか見捨てる。あなたみたいに、街角で死ぬ子のなんと多いことかしら。ねえ、だから』

　声は、綿わたより優やさしく嘯うそぶく。

『彼らと一緒に死にましょう。雪や大気と同じ温度になって……このまま、ね？』

　とろけそうな笑み。

　その笑顔に、リティーヤが頷うなずきそうになった、その時。

『リティーヤ！』

　聞いたことのある声が、リティーヤの意識を揺さぶった。

　唐とう突とつに、リティーヤは目の前の大地に亀き裂れつが走りつつあることに気付いた。

　亀裂は左右にどんどん広がり、視界の端はしから端までまっぷたつに大地を切り裂さく。

　リティーヤは亀裂に吞のみ込まれそうになり、咄とつ嗟さに手を伸ばす。

　だが手は空くうを切る──いや。

　切ったと思った瞬間、その手はふっと伸びた。手足がすんなりと伸びて、リティーヤは自分が九歳の子どもではないことを思い出した。リティーヤは十六歳で、そしてその手を摑んだのは──

『リティーヤ！』

　専門課程の指導教官だ。

　亀裂の上に現れたヤムセが、リティーヤの手首を摑み、引っ張り上げようとする。

『先……っ、あっ』

　だが、右腕一本に全体重がかかり、リティーヤは悲鳴を上げる。右みぎ肩かたが痛い──単に自分の体重を支えるだけでここまで痛いものだろうか？

　広がりつつある亀裂のもう一方の崖がけの上では、そこに腰こし掛かけたユローナが声を上げて笑う。

『ああらこんなところまで来たの、ヤムセ？　でも残念ね、その子の心はもう私の術中』

『ぁあっ』

　激痛にリティーヤは声を漏もらす。ヤムセの手首を摑んでいた手が滑すべる。腕が付け根からもぎとられそうに痛いのだ。

『ほらね。リティーヤ、痛いでしょ？　死んじゃうくらい痛いでしょ？』

　足を亀裂の底に向けてぶらぶらさせながら笑うユローナの視線の先で、ヤムセはリティーヤを引っ張り上げようとする。

『リティーヤ、手を離すな！』

『だ、め、痛くて……』

『そうよねえ、痛いわよねえ。なのにどうしてヤムセったらそんなにひどい命令をするのかしら。ねえ、手を離してしまいなさいよ。そうしたら楽になるわ。そうしたらもう痛くないわ』

『リティーヤ、聞くな！　これはただの夢で痛みは幻まぼろしだ！　だが手を離せば死ぬぞ！』

『そうよ、死ぬわ。心の死──今ヤムセの手を離せば、あなたの心はもう何も感じなくなる。裏切られた苦痛も、哀かなしみも……そうして何一つ辛つらいことは起こらなくなる』

『リティーヤ！』

　ヤムセの顔はリティーヤが今までに見たことがないほどに真しん剣けんで、厳きびしかった。

　リティーヤは泣きそうになる。彼を信じろ、左手を伸ばして両手で彼の腕にしがみつけ、と本能が警告している。だが、痛みともつれた感情が手から力を奪うばってしまう。

　ユローナは、それを見み透すかし笑う。

『大だい丈じよう夫ぶよ、あなたの死は無駄ではないわ。教え子が死ねばそこの不義理な男も今度こそ私と本気で殺し合ってくれるもの……あなたのおかげで私は本気の彼と殺し合える。ふふ、ほらほら、何をしているの？　目を閉じてお眠りなさい。もう夜が来たのよ……』

　優しい声に導かれ、リティーヤは目を閉じていく。力を抜いていく。

『ダメだリティーヤ！』

　睫まつ毛げに載のった雪が、

『リティーヤ！』

　重い──……




『ここがおまえの死に場所か！』




　重なる声。重なる言葉。九歳の冬、アパートの前、虹にじ色いろのドロップ。摑んだコートの裾すそ。

　リティーヤは目を開く。睫毛から雪を振ふり落とす。

　師の手を、力の限り握にぎりしめる。左手を伸ばす。両手で師の腕を摑む。

『先生っ！』

　ヤムセは一息にリティーヤを引き上げた。

　地吹雪の凱歌は、ぴたりと止んだ。




　見開いた視界の中にはユローナがいて、リティーヤを見て驚おどろいたような顔をしていた。

　睫毛に積もっていたはずの雪はすでにない。そこは白い街角ではない。大地に亀裂はない。ヤムセはそばにいて、リティーヤは九歳ではない。

　そして無力でもない。

　リティーヤは本能の囁ささやきに従い、ユローナを指さし、はっきりとした大きな声で命じた。

「燃えろ！」




　どん！　という音とともに、石いし畳だたみが宙を舞まった。




　爆ばく発はつは立て続けに三回起こった。一回目で、噴ふん水すいが砕くだけた。二回目でユローナの近くの庭木が文字通り木こっ端ぱになって燃えた。三回目でユローナの足あし下もとの石畳が砕け、ユローナ自身も吹ふき飛ばされて地面に転がった。

　リティーヤはさらに立て続けに、ユローナを囲むように五本の炎ほのおの柱を呼び出す。

　青白い炎の柱は空気を吸い込んで上じよう昇しよう気流を生む。縮ちぢんでは伸び上がり、呼吸するように蠢うごめき、成長し、あっという間にユローナの姿を炎の中に閉じ込めてしまう。

　石畳が砕けて溶とけた。

　熱風が唸うなり、玄げん関かん前に倒れる《学園》の魔ま術じゆつ師したちにも牙きばを剝むき、彼らを打ちのめした。

　同時に幾いくつか小爆発が起こり、屋や敷しきの外がい壁へきや植木や馬車を破は壊かいした。

　馬たちがいななき、綱つなを切って逃にげ出し、鳥が飛び立つ。

　ユローナはリティーヤの生んだ炎に囲まれながらも、冷気を操あやつる〈夜〉魔術でもって熱や炎から身を守ろうとしていた。

　だが、その抵てい抗こうも長くは続かない。

　リティーヤには炎の中に紛まぎれてユローナの姿が見えなかったが、それはよくわかった。ユローナの防護の魔術はもう限界が近い。

　このまま、焼き殺せる。

　すうっとリティーヤは息を吸う。

　目を細める。

　手を振り上げ、命じる──

「リティーヤ！」

　声と同時に後頭部に衝しよう撃げき。

　それで、リティーヤの意識はふつりと途と切ぎれた。





６






　炎の柱は消え去った。後にはあちこちに飛び火し、風に煽あおられ育つ幾つかのまばらな炎のみ。

　ユローナは、玄関前の砕けた石畳の上に横たわっていた。あちこちに火傷やけどを負い、出血し、乱れた髪かみを地面にだらりと広げ、片かた頰ほおを石畳につけていた。

　ヤムセはユローナの前に立つ。

　彼は何も言わない。その場にふさわしい言葉を彼は持ち合わせていない。

「……これがあの子の〈昼〉魔術なのね」

　ユローナは、あえて自分たち以外のことを口にした。彼らの間に語り合うべきことはすでになく、言葉に上ってどうこうなる時期はとうの昔に過ぎ去っていた。

　だからユローナは、視線を上げず、独り言のように他人のことを口にする。

「となるとこれからが大変よ。あの子もタダでは済まされない。まずは《学園》で調べ尽つくされるわね。あなたはどこまであの子を守れるのかしら？」

　嘲ちよう笑しようを込めて囁いても、答えはない。ユローナも沈ちん黙もくする。

　疲つかれるほどの沈黙の後、彼女はため息とともに紫むらさきの虹こう彩さいを瞼まぶたの裏に隠かくす。

　そのため息に潜ひそませて、最後の最後に囁く。

「……バカみたい……」

　自じ嘲ちようを込めて、自分のことを、一言だけ。

　ヤムセはユローナを魔導書調査委員会に引き渡わたした。




　グレイビルは魔導書調査委員会の長である。

　彼は玄関前の壊こわれた噴水に腰まで浸ひたっていた。倒たおれてきた石像と、噴水の水すい盤ばんの間に巨きよ大だいな尻しりを挟はさまれ、動けなくなっているのだ。

　彼は、倒とう木ぼくと地面の隙すき間まで命を取り留とめた隣となりの青年に言った。

「生きてるか、ゼストガ」

「はあ、なんとか。おかげさまで防護の魔術が間に合いまして」

　ゼストガは木の下から這はい出て、腰をさすった。外傷は擦すり傷と打だ撲ぼく、軽度の火傷やけどだけだ。

「他ほかの方々は──あっ、屋敷に逃げ込んでたんですね。ずるい……」

　先せん輩ぱいたちがぞろぞろと屋敷から出てきてユローナを拘こう束そくし直すのを眺ながめ、ゼストガは思わず呟つぶやく。

　グレイビルはそれを無視し、尻を噴水にはめたまま一点を見つめて言った。

「見たな？」

　その視線の先には、馬車にリティーヤを運び込んでいるヤムセがいる。

「見ましたとも」

　グレイビルが声を潜めているので、ゼストガもそれに倣ならって小さな声で応じた。

「〈昼〉魔術の発動を確かく認にんした。信じられんな、この目で見ても」

「興奮しますね。うちの預かりにしてしまうわけですか？」

「そうしたいところだが、指導教官がアレだからな、根回しを先にしておかんと後で倫りん理り委員会経由で難なん癖くせ付けられてこっちが潰つぶされる。とりあえず監かん視しと検査だけやっておけ」

「了りよう解かいしました」

　早さつ速そくゼストガは立ち上がり、ヤムセがリティーヤを運び込んだ馬車の方へ行こうとした。

　だが、その腕をグレイビルが摑んで止める。

「まだ何か……」

「尻抜くの手伝え」

「…………」

　グレイビルの体重はクマかトドかというほどあって、その尻もまた特大で、結局噴水を壊すことになった。
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　ヴォルドはベッドのそばに置かれている椅い子すにどっかりと腰を下ろした。

　部屋はストーブが焚たかれて暑いくらいなのに、ベッドの上には何枚もの毛布や布団ふとんが重ねられている。そのシーツと大量の毛布の間に、彼の弟で子しの弟子であるリティーヤが埋うもれて眠ねむっていた。唇くちびるは紫むらさき色いろで、寒いのか震ふるえている。

　そして同じベッドの上で、ヤムセはリティーヤを抱だき寄せていた。

「すげえ光景だな」

「何がですか」

「その添そい寝ねに決まってんだろ」

　ヤムセは自分の置かれている状じよう況きようを冷静に眺ながめた。リティーヤの頭がちょうど腹の辺りに載のっていて、自分はその肩かたに手をかけて抱き寄せている状態だ。

　顔を上げて、師の目を見て、淡たん々たんと応こたえた。

「必要だからしているだけです。好きでやっているわけではありません」

「んなこたぁ知ってる。女手はねえのか」

「ありません。外部の人間には任せるなと調査委員会から釘くぎを刺さされています」

「いつもの秘密主義か。ご苦労様なことだな──で、そいつの意識は？」

「夕方に少し目を覚ましたようです。私はいなかったので詳くわしいことはわかりません」

　その時リティーヤが呻うめき、身じろぎしたので、ヤムセは身体からだがぴったり触ふれ合うように抱き寄せ、すっかり冷たくなった手を擦こすって温めてやった。

「で、何かご用件がおありですか」

「返すもんがあったからな」

　そう言って、ヴォルドはサイドテーブルに封ふう筒とうを放ほうり投げた。

　封は元から切られており、ちらりと札束が覗のぞいた。

「こりゃあ、なんだろうなあ、ヤムセ」

「金です」

「なんの？」

「リティーヤを囮おとりにするのに協力していただくために、あなたに支し払はらった金ですが、何か？」

　あのなあ、と言って、ヴォルドは額ひたいを搔かいた。

「師し匠しようを金で買おうってのはよ、ちょっとまずいだろ。人間としてよ」

「あなたに人じん倫りんを説とかれるとは思いませんでした」

　ヤムセはリティーヤの手を擦りながら言った。

「説いちまうなあ、今回は」

　ヴォルドはベッドに身体を乗り出し、涙なみだの跡あとすらあるリティーヤの頰を撫なでた。

「てめえが自力でユローナの尻尾しつぽを摑つかめなかったせいで、こいつが囮になった。てめえがユローナに手こずったせいで、こいつが無理矢理戦うはめになった。ちょっと説教の一つ二つしたくなるだろ」

「そうですね」

　ヤムセはそっとリティーヤの寝顔を見下ろす。

「一つ訊きくがな、こいつ囮にして、何かあったらどうするつもりだった？」

「何も起きません」

「だから、もしもだ。もしも何かあったら──」

「ありません」

　ヤムセは淡々と、言い切った。

「守りますから、何も起こり得ません」

　ヴォルドは嘆たん息そくし、頭を搔いた。

「ったく……大切にしてんだかそうじゃないんだかわかんねえな」

「大切にしてますよ。初めての生徒ですから。ところで──」

　ヤムセはサイドテーブルに放り出された封筒をちらりと見て言った。

「お渡しした分をそのまま返していただいたにしては、少々薄うすすぎませんか？」

「おう。俺の交通費とこいつの滞たい在ざい費ひ」

「……ずいぶんと割高ですね」
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「あー、あとな。こっからは要相談なんだけどよ」

　ヴォルドは懐ふところから煙草たばこを取り出し、手て燭しよくの灯ともし火びで火をつけようとした。

「ここで煙草はやめてください」

　ヤムセがそう言って、師の手から煙草を奪うばった。

「……けちくせえな」

「病人の前です」

「まあいい、とにかく──おう、そうだ、金な」

　ヴォルドは弟子の手から煙草を奪い返し、それを箱に戻もどし懐にしまい込みながら言った。

「痛み止めの酒代」

　ヤムセはため息をついた。

　それを見て、ヴォルドは嗄しわがれた声で笑う。

「なあ、誰のせいで俺の腕が痛いてえと思う？」

　ヴォルドはヤムセの頭を、右腕で抱かかえ込む。

　その腕の内側には、引きつった傷きず痕あとが見える。袖そでをめくり、それをわざと見せつけるようにして、彼はヤムセの頭を抱き寄せる。

「誰のせいで俺が足引きずるんだっけかなあ、ヤムセ」

　ヤムセはがしがしと頭を撫でられ、眉まゆをひそめる。

「んな顔してんじゃねえよ」

　ヴォルドは笑い、ヤムセの耳元に囁ささやきかける。

「いっつもてめえのせいだなあ。俺のコレも、そいつが今寝てんのも。なあ？」

　低く、ひそやかに、剣けん吞のんに、師は弟子に囁きかける。

「……だから？」

　ヤムセの声は淡々として、漏もれ入る月の光よりも冷たい。

「罪悪感抱えてんだろう？」

　ヤムセは答えなかった。

「なら、俺が罰ばつしてやるよ」

　ヴォルドは弟子の頰ほおをぺちぺちと叩たたいて言う。

「罰金だ、ぼうや」

　沈ちん黙もくののち、ヤムセは冷淡な声で答えた。

「……弟子に金をせびる方法としてはこの世でおよそ最悪なやり方の一つですね」

「おう。足りなけりゃもっとなじってやろうか？」

「その趣しゆ味みはありません」

　ヴォルドはヤムセを解放し、サイドテーブルの上の封筒を手に取った。

「じゃ、これは罰金ってことで。いやあ、さすが現げん役えきの高位魔術師は金回りが違ちがうなぁ」

「用が済んだらお引き取りください。この間キャンディーボックス５０００デラックスセットを買ったので手持ちはありませんよ」

「……なんだそのデラックスなんたらは。また飴あめか？」

「糖分は魔術を使う上で蓄ちく積せきされる疲ひ労ろうを──」

「ああわかったわかった。てめえのその顔見られただけで満足して帰ってやるよ」

「先生」

「あんだ」

「何故なぜ、《学園》は私に生徒を？」

　ヴォルドは耳みみ障ざわりな、嗄れた声で笑った。

「なんだよ、可愛かわいい生徒じゃねえか」

「……生徒を持つのはいいんですが、それで荒あらっぽい仕事の量が減るのかと思えばそういうわけでもないようです。これでは何もかも中ちゆう途と半はん端ぱになってしまいます。いったい《学園》は何を考えているんですか」

「色々やらせてみてえんだろ。てめえはまだ伸のびしろがある、と思われてんのさ。不服か？」

　ヤムセはぼそりと本心を吐と露ろした。

「…………めんどいです」

「そういう開けっぴろげすぎるところも全部含ふくめて愛してるぜ、ヤムセ」

　好き放題言って、ヴォルドは部屋を出て行った。

　ヤムセは嘆たん息そくし、腕の中の少女を見下ろした。

　リティーヤの呼吸は落ち着いてきた。これなら朝には幾いくらか良い状態になっているだろう。

　そうして、彼も、夢と現うつつの間で、少しまどろんだ。




　リティーヤは白い空間にいた。

　どことも知れないそこに、いきなり立っていた。

『どこ……？』

『夢』

　突とつ然ぜん背後から声が聞こえて、リティーヤは驚おどろいて振ふり返った。

　そこに、キツネ顔の男がにっこり笑って立っていた。

『夢？　あんた、あたしの夢にまで出てきてんの？』

『ちがうよぉ、嬢じようさんが俺を夢にまで見ちゃってんの。いやー、そんなに会いたかった？』

　ふざけるな、と鋭するどく睨にらみつけると、男はその目をいっそう細くした。

『嬢さん、今回はお疲つかれ様さまだったね～』

　帽ぼう子しを弄もてあそび、指に引っかけてくるくる回しながら、彼は言う。

『頑がん張ばったから、いいこと教えてあげる』

『ご褒ほう美びってわけ？　ふざけてんじゃないよ、あたしはあんたなんかにねぎらってもらいたくは──』

『願い事、なあい？』

『人の話を聞きなって！』

『嬢さんこそ聞いてよ～。いい？　なんとねえ、かの有名な〈昼〉の石板』

　と男は言って、帽子の中から、どう考えても帽子より巨きよ大だいな一枚の石板を取り出した。

　石板は宙に浮うき、縦横斜ななめにゆっくりと回転する。

『これは……？』

『幻まぼろし、ってところかな』

　その表面にヒビが走っていく。最初は目の錯さつ覚かくに見えたものが、どんどん深く、はっきりとした亀き裂れつとなって、石板は五つの大きな欠片かけらに砕くだける。

　そのさまを見つめて、男は言う。

『あのねえ、知ってる？　〈昼〉の石板は五つ集めて台座に戻すと世界の気候が元に戻るって言われてるけど、その他ほかにももう一つ特別な力があってね』

『力……？』

『五つ集めて台座に戻すと、その人間はその直後の四分の一秒だけ〈昼の王〉になるんだ』

『何？　ちょっと、どういう意味？』

『〈昼の王〉は与あたえられた時間の中で、好きに世界を作り替かえられる』

　キツネは欠片の一つを手に取り、それをリティーヤに差し出す。

『つまり願い事をなんでも叶かなえられるってこと。ねえ、嬢さん。願い事、あったよねえ？』

　そう言われ、リティーヤの脳のう裏りに閃ひらめくのは──

　──昔離してしまった家族の手。

『な……だ、誰があんたの言うことなんか信じるもんか！』

『今はね』

　男はまたリティーヤが気付かぬ間に距きよ離りを詰つめている。距離はゼロになって抱だきしめられる。

『でも、嬢さんはいつか俺を求める』

　何故なぜかリティーヤは動けない。逃にげられない。石板の欠片を抱えて立ち尽つくす。

　罠わなにかかったウサギのように。

『忘れないで』

　男は動けないリティーヤを抱きしめ、その耳に楽しそうに言葉を吹ふき込む。

『俺は嬢さんをいつも見てる』

　その直後、リティーヤは夢から覚めた。




　リティーヤは汗あせだくで目覚めた。

　布団ふとんと毛布が何枚も重ねられ、そのせいでひどく寝ね苦ぐるしかった。

　全身が気け怠だるくて動きにくかったが、とにかく布団から上半身を出して、身体からだを起こす。

　見ると、ベッドのそばの椅い子すに、指導教官が座っていた。

「…………」

「身体はどうだ」

「……別に……だるいだけ……」

　嗄しわがれた声で答えると、師は一つ頷うなずいた。

「そうか」

　それきり、口を閉とざす。

　リティーヤとしてはここはどこでいったいどうして自分は寝ていたのか、そばに師がいるのは何故なのか、といったことを教えてもらいたかったのだが、どれから訊いたらいいかわからなかったので、とりあえず黙だまって考えてみた。

　そこは見たことがない部屋だった。が、どうも壁かべの感じや家具のようすなどから、どこかの宿の一室なのではないかと当たりをつける。

「……ここ、カメの調査で泊とまった宿？」

「そうだ」

　やっぱりね、とリティーヤは頷うなずく。別室ではあるが、調度の雰ふん囲い気きが似ていたのだ。

　では、寝る前、あたしは何をしていた？

　最初に浮かんだのは──ユローナだ。ユローナに捕つかまり、見知らぬ屋や敷しきの一室に監かん禁きんされたところから順じゆん繰ぐりに記き憶おくが蘇よみがえっていく。ヤムセとユローナの壮そう絶ぜつな戦い、その後のユローナの絶ぜつ叫きよう、調査委員会。九歳の頃ころ、雪の街角で倒たおれている夢と、ユローナとヤムセの言葉、夢から覚めた後に見たユローナの驚いたような顔──

　そう、おそらく、自分はユローナの〈夢〉魔術にかかったのだ。そのまま廃はい人じんにされるところだったのを、ヤムセのおかげで運良く逃のがれ、反はん撃げきに出た……反撃？

　リティーヤは愕がく然ぜんとして自分の掌てのひらを見つめた。

　身体を駆かけめぐった熱を、今でも覚えている。

　木々を打ち倒すほどの爆ばく発はつと炎ほのおの柱。

　あの破は壊かいはすべて自分が引き起こしたものだ。

　急に、身体が震ふるえてきた。指先がぶるぶると震えた。

　恐おそろしかった。

　あたしは、いったい何をしたんだ？

　怯おびえて顔を上げると、師と目が合った。

「大丈夫だ」

　まるで心を読んだかのように彼はただそう言った。

　それで、リティーヤは、何故だかとても安あん堵どした。

「……もう少し寝ろ」

　その言葉に、彼女は素す直なおに従った。




　二度目に目覚めた時には、午後も遅おそくなっていた。

　その時初めて、リティーヤは、ユローナが《学園》に護送されたことや、魔ま導どう書調査委員会にも被ひ害がいはなかったことなどを知らされた。

「おまえが使ったのは〈昼〉魔術だ」

　ヤムセはベッドのそばの椅子に腰こし掛かけて語ってくれた。

「それ以上のことはわからん。何故なぜおまえが〈昼〉魔術を使えるのか……その力が〈昼〉の石板と何か関係があるのか。詳くわしいことはこれから魔導書調査委員会が調べることになるだろう」

「調べるって……ど、どういうふうにですか」

　手術台の上に横たわる自分を想像して、ベッドの上のリティーヤはさっと青ざめた。ヤムセは幾らか呆あきれた顔で答える。

「……何を想像したのか知らんが、生きてるうちに解かい剖ぼうされるようなことはない。おまえの力がどういう状じよう況きようで発はつ揮きされるのか、あるいは制せい御ぎよできるのか……とりあえずはそういうことだろう」

「あ、なんだ」

「それから、体温調節機能の障害についてだが」

「熱上がったり下がったりするやつですか？」

「それだ。〈昼〉魔術を使ったことと関係があると考えられる。〈昼〉魔術を使っておまえが倒れるのも、これで二度目だからな」

「二度目……？」

　リティーヤは、監禁されていた時に、ユローナに言われたことを思い出した。

　ユローナが言うには、リティーヤは石板の取引現場でも〈昼〉魔術を使ったらしいのだ。リティーヤは覚えていないし、ヤムセもそんなことは一言も言っていなかったのだが……

「先生、もしかしてあたし、〈昼〉魔術使うの二度目なんじゃないですか？」

「…………」

「ですよね？　一度目は取引現場で使ってるんですよね？　なんで言ってくれなかったんですか。そんな、大事なこと……もしかしてあたしがそれを知らない方が、ユローナに対しても無防備になるだろうとか考えて」

「面めん倒どう臭くさかったから」

「…………は？」

　目を点にするリティーヤに、ヤムセは淡たん々たんと言った。

「面倒だろうが。そんなこと知らされたら、どうせおまえは、『なんでそんな力があるんだ』とか『いったい何が起こったんだ』とか根ね掘ほり葉掘り訊いてくるに決まってる。こっちだって何もわかっていないのに、そんな質問いちいち答えてられるか」

「…………」

「あの時点では確証もなかったしな。わざわざ自覚を持たせて能動的に使われたらその方が困る。知らなければ魔力というのは抑おさえられるものなんだ」

「…………さようですか」

「さようだ」

　ヤムセは深く頷いた。

　その時、急に扉とびらがノックされた。

　ヤムセが扉を開けると、銀ぎん髪ぱつの青年が、巨きよ大だいな花束を抱かかえて颯さつ爽そうと部屋に現れた。

　ヤムセは笑え顔がおの青年を見て、訝いぶかしげな、あるいは不ふ審しんそうな顔をした。

「何故調査委員会がここにいる？　グレイビルには《学園》帰き還かん後こちらから出向くということで了りよう承しようを得ているぞ」

「わかってますよ。僕はリティーヤさんのお見み舞まいに参上しただけです。あ、リティーヤさん、お花どうぞ」

　青年はヤムセの横をすり抜ぬけ、素早くリティーヤの方へやってきた。

「はあ、どうも。ええと、どちらさまでしたっけ」

　リティーヤは花束を受け取り、首を傾かしげて青年の顔を見上げた。

　青年は整った顔に朗ほがらかな笑みを浮かべて言った。

「はは、初対面で足あし蹴げにされた魔導書調査委員会の下したっ端ぱです。お忘れとは哀かなしい」

「あー、覚えてますよ勿もち論ろん。ザ・ストーカーさん」

「……ゼストガ、です」

　青年は笑顔を保って訂てい正せいした。

「ああ、はいはいゼストガさん。えーと、それでなんで私の見舞いにわざわざ来てくれたんですか？　もう《学園》に戻ったかと思いましたけど……」

「まあ、あそこで知り合ったのも何かの縁えんですから。今後も色々お世話になりそうですし」

「？　今後？」

「調査委員会の仕事もありましてね──まあ、おいおいわかりますよ。それからこちらもお見舞いに」

　鞄かばんから取り出した小さな紙かみ袋ぶくろを、リティーヤに渡わたす。

　リティーヤは袋の中身を掌に出してみた。

　転がり出てきたのは、赤あか紫むらさき色いろのドロップだ。

　……ドロップ、といえば。

「…………虹にじドロさん」

「どうしました？」

　リティーヤは青年を見上げた。

「……線の細さで言えば、ヤムセ先生よりは似てるのかも……」

「は？　なんですか？」

「あ、でも歳としがなあ……こんなもんだっけ？　うーん」

　青年は訝りながらも、花を花か瓶びんに活いけるべく、一いつ旦たん部屋を出て行った。

　リティーヤはそれでもまだぶつぶつ言いながら、虹ドロさんと青年の容姿について考えていたが、そのうち、確かめるべき相手がまだ残っていることに気付いた。

「あの、先生」

「なんだ」

　ベッドの傍かたわらで壁かべに背中を預けて立っていたヤムセは、幾いく分ぶん眠ねむそうに応こたえた。

「一つお訊ききしたいんですが──七年前の冬はどちらに？」

「？　七年前……その頃ころなら、冬は毎年調査で北部に行っていたが」

「西部には行ってないんですか？」

「行ってない」

　ヤムセは、リティーヤが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり答えた。

「あ、そうですか……」

「どうしたんだ」

　リティーヤは再び布団ふとんの中に潜もぐり込みながら、もごもごと言った。

「いえ、なんでもないです」

「……そうか」

「そうです。えーと、ついでに先生」

「なんだ」

　傍かたわらに立つ師を見上げる。

　彼は小難しい顔でいつものように懐ふところから袋を出し、その中に入ってたドロップを一つ口に放ほうり込んだ。

　それを、いつものようにがりがりと嚙かみ砕くだき始める。

「あたし、気を失う前に後頭部強打されたような気がするんですが」

「ユローナの捕とり物ものの時か？」

「それです。名前を呼ばれて、その後衝しよう撃げきが……」

「私が殴なぐった。おまえが魔術を加減せず使うから」

　リティーヤはカッと目を見開いて、再びベッドの上に起き上がった。

「やっぱりこの瘤こぶ作ったの先生だったんですね！　あー、もう、起きてから頭痛くてなんだろうと思ったら」

「気絶させるのが一番手っ取り早くて確実だ。ああ、なんなら今から治すか？」

「当たり前です。というかあたしが起きる前に治しておいてくださいよ」

「いや、たいしたことがないのなら放っておこうかと思ったんだが。魔術師というのは本来そう簡単に魔術を使ってはならないもので」

「……キノボリウサギは治すのにあたしは治せないってわけですか？」

「あれは生命の危機が……」

　ヤムセはなおもぶつぶつ言っていたが、リティーヤの冷たい視線を避さけて背後に回り、彼女の後頭部に手を当てた。〈流れ〉魔術は肉体に働きかけることができる。ヤムセの魔術によって、リティーヤの後頭部のじんじんという痛みは急速に引いていく。

　瘤が熱を持っていたせいか、ヤムセの掌てのひらは少し冷たく感じられ、心ここ地ちよかった。

　リティーヤは目を閉じてその冷たさに浸ひたる。

「……先生はこれからもあたしの先生なんですか？」

「当たり前だ」

　返答は短いが、わかりやすかった。リティーヤはその答えにどういうわけか安あん堵どを覚える。

　口の端はしが緩ゆるむのは、たぶん掌が冷たくて気持ちいいからだ。

《学園》やヤムセについて、ユローナが語った言葉の意味は、リティーヤにはわからない。

　ユローナとヤムセの関係もわからない。

　だが、いつか何かわかったら──その時はまた、考えることにしよう。

　今は、とりあえず、この関係を始めてみることにして。

「じゃ、これからもよろしくお願いします」

「…………」

　返事がないので振ふり返ると、ヤムセはドロップと苦い薬を間ま違ちがえて口に放り込んでしまったかのような、心底いやそうな顔をしていた。

「はっはっは、またまた先生、照てれちゃって～」

「……照れてはいない……」

　うんざりした声でぼそぼそと呟つぶやきながらも、彼はドロップの袋をリティーヤの方に向ける。

「あ。いただきます」

　リティーヤは礼を言って一つもらう。

　しかし、その袋の中に虹色のドロップがないことに、リティーヤはやっぱりほっとするのだった。
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　私は生まれてこの方ずーっと北海道で暮らしてきました（来週引っ越こしますけど）。

　冬になると雪があるのが当たり前の土地で、もそもそと食べ、すやすやと眠ねむり、わきゃわきゃと遊んできたせいか、何も考えずに書いた受賞作（未発表）も気が付くと雪深い土地が舞ぶ台たいになっていました。

　そして、その後も、冬でも太陽が出ているととりあえず耐たえられる寒さとか、寒くて短い夏だとか、落ち葉に降る初雪だとか、雪解けの頃ころの胸の躍おどるような気持ちだとかというものは私のそばにあり続け、私はそれらのものがなんとなーく好きでした。

　ならいっそそれを世界観の根こん幹かん（あるいはそれに近いところ）に据すえてみよう、と思ってできたのが、本作です。




　ご挨あい拶さつが遅おくれました。お久しぶりです──もしくは初めまして、喜多みどりです。

『光炎のウィザード　はじまりは威風堂々』、お届けいたします。

　とりあえずあとがきから読んでらっしゃる方のためにご説明しますと、本作はツッコミ不在のＷボケ魔術師師弟コンビがあっちにふらふらこっちにふらふら大陸中を移動して魔導書を集めたり集めなかったりそのせいで魔術師組織同士が喧けん嘩かしたりする話です。主人公たちの属ぞくしている組織は《学アカ園デミー》という名ですが、彼ら自身はフィールド・ワークでしょっちゅう外に出ていますので、学園物とは口が裂さけても言えない感じ。ヤムセの眉み間けん皺じわが気になったらとりあえずレジへゴウ。外見はあんなに恰かつ好こ良よいのに中身はボケナスです。ごめんなさい。

　そして、本文を読み終え、ここまで目を通してくださった方々へ。ありがとうございます。作品世界はまだ春の初め、これから夏、秋を経へて冬へと至ります。気に入ったキャラ、気になる謎なぞなどあれば、どうかこれからもおつきあいください。勿もち論ろん、感想いただけると凄すごく喜びます。今年に入ってからまたお返事滞とどこおっていて申し訳ないのですが、それでも良いよーという方、是ぜ非ひ是非奥付の宛あて先さきまで。あああああっ、それから、新作を待っていてくださった読者の方々、おかげさまで新シリーズが始まりました。応おう援えんありがとうございます！　これまでとはまた違ちがう世界でのお話ですが、楽しく読んでいただけたら嬉うれしいです。

　ところでハートを射い貫ぬく表紙絵と本文挿さし絵えを描いてくださった宮城とおこ先生、このたびイラスト集が発売されるそうです。ファンの方々も心待ちにしてらっしゃると思いますが、私も楽しみです！　『西風の皇子』シリーズのイラストも載のるそうですよー。イラストと言えば、今回のヤムセとゼストガのラフを初めて見た時はむちゃくちゃ興奮しました。宮城先生、迫はく力りよくのある美形をありがとうございます。新シリーズでもイラスト描いていただけて本当に嬉しいです。ああ、担当編集者・中村女史には今回もやっぱりお世話に……おかげで今のリティーヤがいます。これからもよろしくお願いします。

　たくさんの方々のおかげで始まったこのシリーズ。楽しいものになるよう、頑がん張ばります。
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